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私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,193 人

男 567 人 女 626 人
世帯数 670 世帯

2021年4月27日

祝
入園入

学

４月５日、新しいお友達３名を迎えて全園児
15名で元気よく新年度がスタートしました。よ
く食べ、よく寝て、よく遊び心も身体も大きく
なります。
村民の皆様には昨年度同様お世話になります
が、よろしくお願いいたします。

４月６日㈫、令和３年度天龍小学校並びに天龍中学校の入学式が行われました。新型コロナウイル
ス感染症の影響で時間の短縮など制限のある中でしたが、春の陽気にも包まれ、とても温かい式にな
りました。　　
今年度の新入生は小学校、女子４名、中学校は男子３名です。小学生は期待を胸に元気いっぱいの姿、
中学生は新しい制服に身を包み少し大人になった姿、それぞれ今後の成長が非常に楽しみです。これ
からも地域一体となって子どもたちの成長を見守っていきましょう。
また、入学式の後には、村長より児童生徒一人一人に入学祝金と、小学一年生にはシャクナゲが贈
呈されました。

天龍中学校祝い金贈呈天龍中学校入学式

天龍小学校入学式 天龍小学校祝い金贈呈

元気
　遊 !

診
療
所
長
　
水
　
谷
　
善
　
雄

（
昭
和
56
年
生
）

◎
専
　
門
　
内
科
・
外
科

◎
出
身
地
　
岐
阜
県
大
垣
市

◎
学
　
歴

藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
医

学
科
卒

岐
阜
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
医
科
学
専
攻
（
博
士
課
程
）

在
学
中

◎
主
た
る
職
歴
　
　

岐
阜
大
学
医
学
部
付
属
病
院
高

次
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
医
員

社
会
医
療
法
人
木
沢
記
念
病
院

救
急
部
門
医
員

〇
開
所
時
間

午
前
９
時
〜
正
午

（
受
付
　
午
前
８
時
半
〜
午
前

11
時
半
）

午
後
　
訪
問
診
療
・
健
診

毎
週
火
曜
日
は
夕
方
診
療
実
施

午
後
５
時
〜
午
後
７
時

（
受
付
　
午
後
４
時
半
〜
午
後

６
時
半
）

※
当
面
、
第
１
･
３
木
曜
日
は
阿

南
病
院
医
師
の
派
遣
診
療

〇
休 

診 

日

土
・
日
曜
日
・
祝
祭
日

12
月
29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３

日
ま
で

　
☎
31
―
０
９
５
０

み
ず

た
に

よ
し

お

水谷先生



○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員（
任
期
３
年
）

の
内
、
令
和
３
年
６
月
30
日
に

任
期
満
了
と
な
る
遠
山
景
一
氏

（
南
中
区
）
の
後
任
に
、
宮
澤

英
行
氏
（
西
原
区
）
を
法
務
大

臣
へ
推
薦
す
る
事
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

○「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　
審
議
の
結
果
、
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
等
へ
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
介
護
保

　
内
容
は
、
村
道
不
当
下
線
拡

幅
改
良
事
業
、
林
道
虫
川
新
野

峠
線
舗
装
事
業
、
林
道
本
山
線

改
良
事
業
、
向
方
辺
地
の
向
方

老
人
憩
の
家
改
修
工
事
、
天
龍

簡
易
水
道
大
河
内
配
水
池
施
設

整
備
事
業
、
村
道
大
久
那
線
、

村
道
峠
山
線
、
村
道
合
戸
線
の

拡
幅
改
良
事
業
等
の
追
加
及
び

そ
の
他
事
業
の
内
容
変
更
等
を

し
た
も
の
で
す
。

〇
第
６
次
天
龍
村
総
合
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

12
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
基
本
構
想
を
定
め
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も

の
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
の
議

会
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

令
和
３
年
３
月
31
日
に
任
期
満

了
と
な
る
伊
藤
文
博
氏
（
大
河

内
区
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
和
知
野
川
キ
ャ
ン

プ
場
フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
料

に
つ
い
て
、
従
来
、
管
理
・
運

営
を
委
託
し
て
い
た
村
観
光
協

会
が
定
め
て
い
た
も
の
を
、
４

月
よ
り
村
直
営
で
管
理
・
運
営

す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
川
島
農
村
公
園
「
お

き
よ
め
の
郷
」
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
お
き
よ
め
の
郷
の

施
設
維
持
管
理
費
の
増
加
に
伴

い
、
施
設
管
理
者
が
安
定
し
た

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
料
金
の

見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
営
下
水
道
事
業
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
４
月
よ
り
、
村
内

の
合
併
浄
化
槽
管
理
者
に
対

し
、
年
１
回
義
務
と
な
っ
て
い

る
「
法
定
検
査
」
の
検
査
料
５

千
円
の
全
額
補
助
を
予
定
す
る

に
あ
た
り
、
経
費
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
下
水
道
使
用

料
月
額
4
0
0
円
を
値
下
げ
す

る
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

〇
坂
部
及
び
向
方
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

（３）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（２）2021年４月27日

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

請
願
・
陳
情
・
要
請

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４

日
㈭
に
開
会
し
、
19
日
㈮
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、傷
病
手
当
金
の
条
文
中
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
定
義
の
変
更
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
条
例
の
題
名
に

お
い
て
「
天
龍
村
」
の
個
別
名

称
が
略
さ
れ
て
い
た
た
め
、
他

の
特
別
会
計
条
例
に
倣
い
標
記

を
統
一
し
、題
名
の
冒
頭
に「
天

龍
村
」
の
字
句
を
追
加
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
保
険
料
を

定
め
る
も
の
で
、
標
準
基
準
額

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
同
額

の
月
額
５
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
低
所
得
者
層
に
お

け
る
保
険
料
の
軽
減
賦
課
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

〇
天
龍
村
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

天
龍
荘
の
入
所
定
員
を
50
名
か

ら
10
名
削
減
し
40
名
に
改
正
し

た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
４
月
１
日
よ
り
、

村
直
営
の
国
民
健
康
保
険
診
療

所
を
開
設
す
る
た
め
、
診
療
所

事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経

理
の
適
正
を
図
る
た
め
に
、
特

別
会
計
を
新
た
に
設
け
る
た
め

の
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
和
知
野
川
緑
地
等
利

用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予

算
○
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予

算
○
後
藤
知
久
議
員

一
、
過
疎
対
策
事
業
道
路
工
事

に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
路
線

工
事
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
関
連
し
て

二
、I
C
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
タ

ブ
レ
ッ
ト
）
事
業
で
発
生
し

た
不
適
切
事
務
処
理
の
対
応

を
含
め
事
業
に
対
し
て

三
、
独
居
で
生
活
さ
れ
て
い
る

「
初
老
年
代
」
の
皆
さ
ん
へ

の
対
応
に
つ
い
て

四
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

令和２年度　補　正　予　算

補正前の額

30億8,218万円

計

31億5,233万円

補正額

7,015万円

会    計    名

一　　　　　般（第７号）

予
　
　
　算

　
こ
の
度
全
国
町
村
議
会
議
長

会
の
表
彰
規
定
に
よ
り
、
村
会

議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
し

功
労
の
あ
っ
た
者
に
送
ら
れ
る

自
治
功
労
表
彰
を
板
倉
幸
正
議

員
（
栄
町
区
）
が
受
賞
さ
れ
、

第
１
定
例
議
会
初
日
の
３
月
４

日
㈭
開
会
前
に
大
平
議
長
よ
り

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
村
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も

に
各
般
に
わ
た
り
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 板

倉
幸
正
議
員
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
自
治

功
労
者
表
彰
受
賞

一
　般
　質
　問

染
症
対
策
に
関
す
る
支
援
等

に
つ
い
て

〇
秦
治
三
夫
議
員

一
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
村
の

準
備
、
対
応
に
つ
い
て

二
、
村
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

〇
村
松
克
一
議
員

一
、
農
地
被
災
時
の
受
益
者
負

担
に
つ
い
て

二
、
公
道
の
維
持
に
つ
い
て

三
、
慢
性
化
し
て
い
る
落
石
路

線
対
応
に
つ
い
て

四
、
個
々
の
地
区
に
対
し
て
の

広
域
消
防
救
急
体
制
に
つ
い

て
五
、
農
政
・
林
政
の
継
続
性
、

県
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て

六
、
神
楽
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
に
つ
い
て

七
、
霜
月
神
楽
の
デ
ジ
タ
ル
化

資
産
成
果
物
の
利
用
に
つ
い

て
八
、
住
民
満
足
度
な
ど
地
区
別

に
調
べ
ま
せ
ん
か

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
天
龍
保
育
所
に
つ
い
て

三
、
お
茶
農
家
へ
の
支
援
に
つ

い
て

四
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
に
つ

い
て

令和２年度　補　正　予　算

補正前の額

31億5,233万円

1億5,211万円

7,487万円

5,035万円

2億8,903万円

計

31億6,243万円

1億5,351万円

7,609万円

5,042万円

2億8,905万円

補正額

1,010万円

140万円

122万円

7万円

2万円

会    計    名

一　　　　　般（第８号）

国　民　健　康　保　険  （第３号）

村　営　水　道（第４号）

村営下水道事業（第３号）

介　護　保　険（第３号）

大平議長より伝達を受ける板倉議員



○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
人
権
擁
護
委
員（
任
期
３
年
）

の
内
、
令
和
３
年
６
月
30
日
に

任
期
満
了
と
な
る
遠
山
景
一
氏

（
南
中
区
）
の
後
任
に
、
宮
澤

英
行
氏
（
西
原
区
）
を
法
務
大

臣
へ
推
薦
す
る
事
が
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

○「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小

企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情

　
審
議
の
結
果
、
採
択
さ
れ
、

関
係
大
臣
等
へ
意
見
書
を
送
付

し
ま
し
た
。

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
２
年
度
天
龍
村
介
護
保

　
内
容
は
、
村
道
不
当
下
線
拡

幅
改
良
事
業
、
林
道
虫
川
新
野

峠
線
舗
装
事
業
、
林
道
本
山
線

改
良
事
業
、
向
方
辺
地
の
向
方

老
人
憩
の
家
改
修
工
事
、
天
龍

簡
易
水
道
大
河
内
配
水
池
施
設

整
備
事
業
、
村
道
大
久
那
線
、

村
道
峠
山
線
、
村
道
合
戸
線
の

拡
幅
改
良
事
業
等
の
追
加
及
び

そ
の
他
事
業
の
内
容
変
更
等
を

し
た
も
の
で
す
。

〇
第
６
次
天
龍
村
総
合
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

12
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
基
本
構
想
を
定
め
る
に
あ
た

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も

の
で
す
。

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
議
会
事

業
計
画
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
の
議

会
事
業
計
画
を
定
め
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

（
３
名
・
任
期
３
年
）
の
内
、

令
和
３
年
３
月
31
日
に
任
期
満

了
と
な
る
伊
藤
文
博
氏
（
大
河

内
区
）
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
内
容
は
、
和
知
野
川
キ
ャ
ン

プ
場
フ
リ
ー
サ
イ
ト
の
利
用
料

に
つ
い
て
、
従
来
、
管
理
・
運

営
を
委
託
し
て
い
た
村
観
光
協

会
が
定
め
て
い
た
も
の
を
、
４

月
よ
り
村
直
営
で
管
理
・
運
営

す
る
こ
と
に
伴
い
、
条
例
を
改

正
し
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
川
島
農
村
公
園
「
お

き
よ
め
の
郷
」
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
お
き
よ
め
の
郷
の

施
設
維
持
管
理
費
の
増
加
に
伴

い
、
施
設
管
理
者
が
安
定
し
た

運
営
が
で
き
る
よ
う
、
料
金
の

見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

○
天
龍
村
営
下
水
道
事
業
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
４
月
よ
り
、
村
内

の
合
併
浄
化
槽
管
理
者
に
対

し
、
年
１
回
義
務
と
な
っ
て
い

る
「
法
定
検
査
」
の
検
査
料
５

千
円
の
全
額
補
助
を
予
定
す
る

に
あ
た
り
、
経
費
負
担
の
公
平

性
の
観
点
か
ら
、
下
水
道
使
用

料
月
額
4
0
0
円
を
値
下
げ
す

る
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

〇
坂
部
及
び
向
方
辺
地
に
係
る

総
合
整
備
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

（３）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（２）2021年４月27日

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

請
願
・
陳
情
・
要
請

議
会
だ
よ
り

定
例
議
会

定
例
議
会

第
❶
回

　
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４

日
㈭
に
開
会
し
、
19
日
㈮
ま
で

の
16
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

左
記
の
議
案
に
つ
い
て
、
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、傷
病
手
当
金
の
条
文
中
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
定
義
の
変
更
を
行
っ
た
も
の

で
す
。

〇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　
内
容
は
、
本
条
例
の
題
名
に

お
い
て
「
天
龍
村
」
の
個
別
名

称
が
略
さ
れ
て
い
た
た
め
、
他

の
特
別
会
計
条
例
に
倣
い
標
記

を
統
一
し
、題
名
の
冒
頭
に「
天

龍
村
」
の
字
句
を
追
加
し
た
も

の
で
す
。

〇
天
龍
村
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
　
内
容
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
保
険
料
を

定
め
る
も
の
で
、
標
準
基
準
額

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
と
同
額

の
月
額
５
千
円
と
し
た
も
の
で

す
。

　
な
お
、
令
和
元
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
低
所
得
者
層
に
お

け
る
保
険
料
の
軽
減
賦
課
も
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

〇
天
龍
村
立
養
護
老
人
ホ
ー
ム

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
内
容
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

天
龍
荘
の
入
所
定
員
を
50
名
か

ら
10
名
削
減
し
40
名
に
改
正
し

た
も
の
で
す
。

〇
天
龍
村
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
内
容
は
、
４
月
１
日
よ
り
、

村
直
営
の
国
民
健
康
保
険
診
療

所
を
開
設
す
る
た
め
、
診
療
所

事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経

理
の
適
正
を
図
る
た
め
に
、
特

別
会
計
を
新
た
に
設
け
る
た
め

の
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。

○
天
龍
村
和
知
野
川
緑
地
等
利

用
施
設
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
一
般
会

計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
水
道

特
別
会
計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
営
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
２
年
度
天
龍
村
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

〇
令
和
３
年
度
天
龍
村
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予

算
○
令
和
３
年
度
天
龍
村
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
予

算
○
後
藤
知
久
議
員

一
、
過
疎
対
策
事
業
道
路
工
事

に
お
い
て
計
画
さ
れ
た
路
線

工
事
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
関
連
し
て

二
、I
C
T
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
タ

ブ
レ
ッ
ト
）
事
業
で
発
生
し

た
不
適
切
事
務
処
理
の
対
応

を
含
め
事
業
に
対
し
て

三
、
独
居
で
生
活
さ
れ
て
い
る

「
初
老
年
代
」
の
皆
さ
ん
へ

の
対
応
に
つ
い
て

四
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

令和２年度　補　正　予　算

補正前の額

30億8,218万円

計

31億5,233万円

補正額

7,015万円

会    計    名

一　　　　　般（第７号）

予
　
　
　算

　
こ
の
度
全
国
町
村
議
会
議
長

会
の
表
彰
規
定
に
よ
り
、
村
会

議
員
と
し
て
15
年
以
上
在
職
し

功
労
の
あ
っ
た
者
に
送
ら
れ
る

自
治
功
労
表
彰
を
板
倉
幸
正
議

員
（
栄
町
区
）
が
受
賞
さ
れ
、

第
１
定
例
議
会
初
日
の
３
月
４

日
㈭
開
会
前
に
大
平
議
長
よ
り

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
議
員
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
村
の
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
く
と
と
も

に
各
般
に
わ
た
り
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 板

倉
幸
正
議
員
、
全
国

町
村
議
会
議
長
会
自
治

功
労
者
表
彰
受
賞

一
　般
　質
　問

染
症
対
策
に
関
す
る
支
援
等

に
つ
い
て

〇
秦
治
三
夫
議
員

一
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
村
の

準
備
、
対
応
に
つ
い
て

二
、
村
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

〇
村
松
克
一
議
員

一
、
農
地
被
災
時
の
受
益
者
負

担
に
つ
い
て

二
、
公
道
の
維
持
に
つ
い
て

三
、
慢
性
化
し
て
い
る
落
石
路

線
対
応
に
つ
い
て

四
、
個
々
の
地
区
に
対
し
て
の

広
域
消
防
救
急
体
制
に
つ
い

て
五
、
農
政
・
林
政
の
継
続
性
、

県
と
の
話
し
合
い
に
つ
い
て

六
、
神
楽
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
登
録
に
つ
い
て

七
、
霜
月
神
楽
の
デ
ジ
タ
ル
化

資
産
成
果
物
の
利
用
に
つ
い

て
八
、
住
民
満
足
度
な
ど
地
区
別

に
調
べ
ま
せ
ん
か

○
熊
谷
美
沙
子
議
員

一
、
天
龍
村
の
教
育
に
つ
い
て

二
、
天
龍
保
育
所
に
つ
い
て

三
、
お
茶
農
家
へ
の
支
援
に
つ

い
て

四
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
に
つ

い
て

令和２年度　補　正　予　算

補正前の額

31億5,233万円

1億5,211万円

7,487万円

5,035万円

2億8,903万円

計

31億6,243万円

1億5,351万円

7,609万円

5,042万円

2億8,905万円

補正額

1,010万円

140万円

122万円

7万円

2万円

会    計    名

一　　　　　般（第８号）

国　民　健　康　保　険  （第３号）

村　営　水　道（第４号）

村営下水道事業（第３号）

介　護　保　険（第３号）

大平議長より伝達を受ける板倉議員

（27）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（４）2021年４月27日

■自主財源　25.9%
　52,669万円
■依存財源　74.1%
　151,331万円

20億4,000万円前年比3.5％減の

令和３年度一般会計当初予算

令和3年度のおもな事業

特　別　会　計

令和３年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が20億4,000万円となり、前年度比3.5％減となりました。

歳入

村　税
18,835　9.2%

その他
6,178　3.0%

地方交付税
89,030
43.7%

県支出金
13,938
6.7%

村債
36,780
18.1%

繰入金 23,720　11.7%

国庫支出金
5,405　2.6%

使用料及び手数料
　3,553　1.7%

諸収入 2,928　1.5%

その他 3,633　1.8%

前年差

△32万円

△2,870万円

△1,166万円

7,324万円

△9,940万円

予算額

1億8,835万円

8億9,030万円

1億9,342万円

2億3,720万円

3億6,780万円

歳出項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

99.8%

96.9%

94.3%

144.7%

78.7%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。村の借金の繰上償還（返済）などに活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

おもな事業名
【新】公共施設等Wi-Fi設備設置工事
【新】公共施設等総合管理計画改定委託料
【新】天龍村議会議員一般選挙費
サポカー補助金
【新】新型コロナウイルスワクチン接種事業
【新】国民健康保険診療所特別会計繰出金
【新】村単農業用施設修繕工事
【新】林道本山線改良事業
有害鳥獣駆除等補助金
森林経営管理制度推進事業等業務委託料
【新】JR跨線橋定期点検協議資料作成委託料
【新】和知野川キャンプ場凍結防止対策工事
村道改良事業
【新】駅前活性化住宅建設
【新】ICT支援員委託料
【新】総合体育施設実施設計委託料
【新】小学校プール・体育館解体工事
地すべり災予備調査

事業費
192万円
290万円
778万円
10万円

1,539万円
2,672万円
77万円

1,774万円
580万円
513万円
125万円
107万円
7,600万円

2億1,759万円
554万円
1,375万円
3,400万円
708万円

事業内容
新たに光回線が整備される地域の公共施設へ公衆無線Wi-Fi機器を設置します。
村公共施設等の管理計画を個別施設計画を反映させたものに改定するための費用です。
4月30日の任期満了に伴う村議会議員一般選挙にかかる費用です。
満65歳以上の方に対して、サポート車の購入及び抑制装置の後付け費用を補助します。
4月以降から順次、全村民を対象に新型コロナウイルスワクチン接種を行います。
今年度新たに常勤の医師をお迎えし、天龍村国保診療所として診療を開始します。
農道川島線および梨畑線の修繕工事を行います。
林道本山線の法面改良工事にかかる費用です。
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します。
森林経営の効率化や管理の適正化を図るための調査を実施します。
JR平岡駅構内にある跨線人道橋の点検計画やJRとの協議資料の作成にかかる費用です。
通年営業開始に向けて、キャンプ場内の水道凍結防止対策工事を実施します。
主に峠山線、合戸線（ともに拡幅改良）、大久那線（舗装）、天竜川線（法面防災）にかかる費用です。
旧満島ホテル跡地に新たに建設予定の住宅にかかる設計監理等委託料および工事費です。
小中学校にICT支援員を配置し、タブレット端末を活用した授業づくり等を支援します。
総合体育施設建設に向けた実施設計の委託にかかる費用です。
総合体育施設建設に向け、解体工事を実施します。
向方地区における地すべり調査解析にかかる費用です。

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所

1億2,535万円

7,544万円

5,601万円

2億1,471万円

3,043万円

5,438万円
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４

月
の
検
針
分
よ
り
適
用
し
ま
す

の
で
、
６
月
分
の
請
求
以
降
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
環

ま
で
境
水
道
係
☎
32
‐
１
０
２

２
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
以
前
よ
り
プ
ラ
ゴ
ミ
用
の
袋

に
可
燃
ゴ
ミ
な
ど
が
入
っ
て
い

る
「
誤
投
入
」
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
出
し
た
方
へ
の
お
知

ら
せ
と
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
を
製

作
し
ま
し
た
。

　
収
集
日
に
誤
投
入
を
確
認
し

た
袋
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
、

そ
の
場
へ
残
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
速
や
か
に
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
中
身
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
建
設
課
環
境
水
道
係

　
☎
32
‒１
０
２
２

（単位：万円）

〇
平
岡
地
区
を
除
く
村
内
で
浄

化
槽
を
管
理
す
る
方
へ
、
法
定

検
査
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
は
浄
化
槽
１
基
あ
た
り

５
０
０
０
円
で
、
役
場
及
び
南

支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
検

査
料
の
領
収
書
を
添
付
し
、
役

場
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〇
ま
た
、
下
水
道
に
つ
い
て
も

同
じ
生
活
排
水
の
観
点
か
ら
、

使
用
料
を
現
行
の
月
額
２
０
０

０
円
か
ら
１
６
０
０
円
に
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

令和３年４月分から

上水道料金のが通常料金に戻ります
　昨今のコロナ禍に対する支援の一環として、令和２年８月分から令和３年３月分までの間に限り、上
水道の基本料金を減免させていただきましたが、４月の検針分より通常料金に戻りますので、ご了承く
ださい。

水道料金（２ヶ月分、消費税込み）

ご不明な点は建設課　環境水道係（☎32-1022）まで
お問い合わせください

10㎥まで
口径 現　行 通常

令和３年４月から

一般家庭用 13㎜ 2,000円 　4,000円

事業所等用

20㎜ 2,700円 　5,400円

25㎜ 3,200円 　6,400円

30㎜ 4,000円 　8,000円

40㎜ 5,000円 10,000円

50㎜ 6,300円 12,600円

75㎜ 9,300円 18,600円

◎基本料金

➡
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。
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（27）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（４）2021年４月27日

■自主財源　25.9%
　52,669万円
■依存財源　74.1%
　151,331万円

20億4,000万円前年比3.5％減の

令和３年度一般会計当初予算

令和3年度のおもな事業

特　別　会　計

令和３年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が20億4,000万円となり、前年度比3.5％減となりました。

歳入

村　税
18,835　9.2%

その他
6,178　3.0%

地方交付税
89,030
43.7%

県支出金
13,938
6.7%

村債
36,780
18.1%

繰入金 23,720　11.7%

国庫支出金
5,405　2.6%

使用料及び手数料
　3,553　1.7%

諸収入 2,928　1.5%

その他 3,633　1.8%

前年差

△32万円

△2,870万円

△1,166万円

7,324万円

△9,940万円

予算額

1億8,835万円

8億9,030万円

1億9,342万円

2億3,720万円

3億6,780万円

歳出項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

99.8%

96.9%

94.3%

144.7%

78.7%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。村の借金の繰上償還（返済）などに活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

おもな事業名
【新】公共施設等Wi-Fi設備設置工事
【新】公共施設等総合管理計画改定委託料
【新】天龍村議会議員一般選挙費
サポカー補助金
【新】新型コロナウイルスワクチン接種事業
【新】国民健康保険診療所特別会計繰出金
【新】村単農業用施設修繕工事
【新】林道本山線改良事業
有害鳥獣駆除等補助金
森林経営管理制度推進事業等業務委託料
【新】JR跨線橋定期点検協議資料作成委託料
【新】和知野川キャンプ場凍結防止対策工事
村道改良事業
【新】駅前活性化住宅建設
【新】ICT支援員委託料
【新】総合体育施設実施設計委託料
【新】小学校プール・体育館解体工事
地すべり災予備調査

事業費
192万円
290万円
778万円
10万円

1,539万円
2,672万円
77万円

1,774万円
580万円
513万円
125万円
107万円
7,600万円

2億1,759万円
554万円
1,375万円
3,400万円
708万円

事業内容
新たに光回線が整備される地域の公共施設へ公衆無線Wi-Fi機器を設置します。
村公共施設等の管理計画を個別施設計画を反映させたものに改定するための費用です。
4月30日の任期満了に伴う村議会議員一般選挙にかかる費用です。
満65歳以上の方に対して、サポート車の購入及び抑制装置の後付け費用を補助します。
4月以降から順次、全村民を対象に新型コロナウイルスワクチン接種を行います。
今年度新たに常勤の医師をお迎えし、天龍村国保診療所として診療を開始します。
農道川島線および梨畑線の修繕工事を行います。
林道本山線の法面改良工事にかかる費用です。
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します。
森林経営の効率化や管理の適正化を図るための調査を実施します。
JR平岡駅構内にある跨線人道橋の点検計画やJRとの協議資料の作成にかかる費用です。
通年営業開始に向けて、キャンプ場内の水道凍結防止対策工事を実施します。
主に峠山線、合戸線（ともに拡幅改良）、大久那線（舗装）、天竜川線（法面防災）にかかる費用です。
旧満島ホテル跡地に新たに建設予定の住宅にかかる設計監理等委託料および工事費です。
小中学校にICT支援員を配置し、タブレット端末を活用した授業づくり等を支援します。
総合体育施設建設に向けた実施設計の委託にかかる費用です。
総合体育施設建設に向け、解体工事を実施します。
向方地区における地すべり調査解析にかかる費用です。

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所

1億2,535万円

7,544万円

5,601万円

2億1,471万円

3,043万円

5,438万円
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の
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、
役
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。

〇
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令和３年４月分から

上水道料金のが通常料金に戻ります
　昨今のコロナ禍に対する支援の一環として、令和２年８月分から令和３年３月分までの間に限り、上
水道の基本料金を減免させていただきましたが、４月の検針分より通常料金に戻りますので、ご了承く
ださい。

水道料金（２ヶ月分、消費税込み）

ご不明な点は建設課　環境水道係（☎32-1022）まで
お問い合わせください

10㎥まで
口径 現　行 通常

令和３年４月から

一般家庭用 13㎜ 2,000円 　4,000円

事業所等用

20㎜ 2,700円 　5,400円

25㎜ 3,200円 　6,400円

30㎜ 4,000円 　8,000円

40㎜ 5,000円 10,000円

50㎜ 6,300円 12,600円

75㎜ 9,300円 18,600円

◎基本料金

➡
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（５）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（26）2021年４月27日

前年差

△939万円

1,441万円

△608万円

△1,809万円

△5,347万円

3,168万円

前年差

△3,993万円

△295万円

5,284万円

△2,093万円

1億4,528万円

△1億5,942万円

317万円

△117万円

予算額

4億2,992万円

2億8,846万円

1億328万円

2億3,784万円

4億7,785万円

1億3,978万円

予算額

3億1,108万円

3億1,867万円

1億2,776万円

1億8,234万円

4億1,924万円

4,544万円

1億8,568万円

3億271万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

97.9%

105.3%

94.4%

92.9%

89.9%

129.3%

前年比

88.6%

99.1%

170.5%

89.7%

153.0%

22.2%

101.7%

99.6%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員などの報
酬・給与・手当です。（職員の異動などによる減）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料など
です。（新型コロナウイルスワクチン接種委託料などによる増）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です。（光整備負担金などによる減）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担
金です。（防災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ支
出されるものです（国保診療所特別会計繰出金などによる増）。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。
（光整備負担金などによる減）
福祉など住民生活のための経費です。
健康増進、疾病予防、環境保全、清掃などのための経費で
す。（国保診療所特別会計繰出金、新型コロナウイルスワ
クチン接種事業費などによる増）
農林業に関する経費です。（林道向方線改良事業などによ
る減）
村道整備や住宅などに関する経費です。（駅前活性化住
宅建設などによる増）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（防
災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）

小・中学校や社会教育などに関する経費です。

国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将来
の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別

（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
83,591
41.0%

投資的経費
48,504　23.7%

その他
経　費
71,905
35.3%

人件費
42,992
21.1%

総務費
31,108
15.2%

公債費
30,271
14.8%

災害復旧費
719　0.4%

民生費
31,867
15.6%

予備費
300　0.1%

衛生費
12,776　6.3%

労働費　8　0.0%

商工費　10,209　5.0%

土木費
41,924
20.7%

消防費
4,544
2.2%

教育費
18,568
9.1%

農林水産業費　18,234　8.9%

扶助費
10,328
5.1%

普通建設事業費
47,785　23.4%

公債費
30,271
14.8%

物件費
28.846
14.1%

補助費等
23,784
11.7%

繰出金
13,978
6.9%

維持補修費
3,634　1.8%

積立金
1,363　0.7%

予備費
300　0.1% 議会費　3,472　1.7%

災害復旧費
719　0.3%

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度

は
村
道
天
竜
川
線
法
面
防
災

工
事
、
村
道
万
城
線
法
面
防

災
舗
装
工
事
、
消
防
団
車
両

整
備
事
業
、
保
育
所
運
営
事

業
の
４
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
交
付
金
は
、
ダ
ム

な
ど
の
発
電
施
設
の
あ
る
市

町
村
へ
交
付
さ
れ
、
天
龍
村

に
は
約
３
千
万
円
が
毎
年
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
村
道
天
竜
川
線

法
面
防
災
工
事

　
過
去
に
崩
落
が
発
生
し
、

地
山
が
大
き
く
崩
れ
た
箇
所

へ
吹
付
工
事
を
実
施
し
、
鶯

巣
宇
連
地
区
へ
の
唯
一
の
路
線

と
し
て
安
全
性
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

②
村
道
万
城
線

法
面
防
災
舗
装
工
事

　
風
化
が
進
ん
だ
斜
面
へ
の
法

留
工
と
老
朽
化
し
た
舗
装
の
打

替
を
あ
わ
せ
て
行
っ
た
こ
と

で
、
よ
り
安
全
に
通
行
で
き
る

道
と
な
り
ま
し
た
。

③
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
整
備
事
業

　
長
野
町
地
区
に
配
備
し
て
い

た
積
載
車
は
、
購
入
し
て
か
ら

25
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ

り
地
元
住
民
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

④
保
育
所
運
営
事
業

保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
保
育
士
４
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
）
の
確
保
に
よ
り
、
地
域

格
差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

令
和
２
年
度
事
業
概
要

村道万城線法面防災舗装工事

ボーリングマシンを起動し安全祈願

小型動力ポンプ付
積載車整備事業

村道天竜川線

国
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業
着
工
式

　
３
月
28
日
㈬
、
天
龍
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
国
主
催
に
よ

る
着
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、村
を
代
表
し
村
長
、

議
会
議
長
、
今
後
工
事
が
予
定

さ
れ
る
地
権
者
の
み
な
さ
ん
と

一
部
の
区
長
が
招
待
さ
れ
、
天

竜
川
上
流
河
川
事
務
所
よ
り
地

す
べ
り
対
策
事
業
の
あ
ら
ま
し

や
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
地

質
調
査
に
使
用
す
る
ボ
ー
リ
ン

グ
マ
シ
ン
が
始
動
さ
れ
る
と
と

も
に
、
事
業
の
安
全
が
祈
願
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、南
下
区
を
皮
切
り
に
、

平
岡
駅
周
辺
の
広
い
範
囲
で
工

事
が
随
時
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
中
井
侍
区
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
調
査
が
実
施
さ

れ
る
見
込
み
で
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

村営バス神原線（平岡郵便局～大河内）

広域バス平岡線（平岡～和田）

乗合タクシー平岡線（平岡～和田）

村
営
バ
ス
等
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
運
行
に
つ
い
て

4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
（木・祝）（金）（土）（日）（月・祝）（火・祝）（水・祝）（木）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行

× 〇 × × × × × 〇

運休 通常運行 運休 通常運行

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 平日ダイヤ土日祝ダイヤ
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

※R元年度までは実績、R2は決算見込み、R3は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
R元
R２
R３

当初予算額
251,000
260,800
222,000
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000
230,000
211,400
204,000

年度

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R元

R２

R３

公債費

61,932

64,358

68,411

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,101

31,484

30,584

30,388

30,271

借入額

69,010

79,890

36,730

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

23,869

26,987

68,368

57,602

36,780

年度末残高

473,469

497,713

474,183

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

198,391

194,542

232,844

260,058

266,567

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

ＣＡＴＶ整備

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

駅前活性化住宅建設

防災行政無線同報系
デジタル化工事

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

 

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

  

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

す
。

　
豊
か
な
緑
と
澄
ん
だ
川
の
流

れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
／
通
年
（
年
末
年

始
を
除
く
）

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
1
0
2
3
）

　
４
月
１
日
㈭
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
早
木
戸
川
の
清
流
を
眺
め
な

が
ら
、
ご
家
族
や
お
友
達
、
地

区
の
方
々
と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
、

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）、
12
枚
綴
り
回
数
券
５
０

０
０
円
。

●
営
業
期
間
／
４
月
１
日
㈭
か

ら
11
月
30
日
㈫

●
定
休
日
／
毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
1
0
2
3
）

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

　
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
龍

泉
閣
は
平
成
13
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
、
今
年
で
20
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
龍
泉
閣

を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
様

へ
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
様
々

な
特
典
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

村
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
地
域

の
皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る

施
設
を
目
指
し
て
営
業
し
て
参

り
ま
す
の
で
。
多
く
の
方
々
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
　

　
特
典
１

　
４
月
１
日
か
ら
千
円
以
上
ご

利
用
い
た
だ
い
た
方
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
贈
呈

（
先
着
順
無
く
な
り
次
第
終
了
）

　
特
典
２

　
４
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
１

階
レ
ス
ト
ラ
ン
及
び
４
階
ラ
ウ

ン
ジ
全
品
20
％
割

　
特
典
３

　
毎
月
20
日
は
１
階
レ
ス
ト
ラ

ン
及
び
４
階
ラ
ウ
ン
ジ
全
品
20

％
割
引
（
１
年
間
）

※
20
日
が
休
業
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日

　
そ
の
他

新
メ
ニ
ュ
ー
登
場

・
ダ
ム
カ
レ
ー
（
１
日
限
定
５

食
）

・
あ
ん
か
け
焼
き
そ
ば

・
え
び
天
丼

〈
お
問
合
せ
先
〉

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
龍

泉
閣（
電
話
32
ー
1
0
8
8
）

　
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
支

出
低
迷
に
対
し
、
消
費
喚
起
と

地
元
店
舗
の
事
業
継
続
及
び
売

上
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
収

入
減
に
よ
る
生
活
支
援
を
目
的

と
し
た
「
第
２
弾
地
元
店
舗
応

　
４
月
20
日
㈫
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
サ
イ
ト
は
１
区
画
１

泊
２
０
０
０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
１
泊
１
０
０
０
円
で
す
。

　
静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
是
非
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
／
４
月
20
日
㈫
か

ら
10
月
31
日
㈰

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
1
0
2
3
）

　
４
月
20
日
㈫
か
ら
和
知
野
川

キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
平
日
・
日
曜

日
・
祝
日
は
１
棟
１
泊
５
０
０

０
円
、土
曜
日
と
祝
日
の
前
日
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
お
盆

の
期
間
中
は
１
棟
１
泊
８
０
０

０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
１
泊
に
つ
き
１
０
０
０
円
で

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

トートバッグイメージ　
色は薄いブルー

ダムカレー
イメージ

援
券
発
行
事
業
」
を
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
取
扱
店
舗
に
て
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●
配
布
対
象
者

　
令
和
３
年
４
月
15
日
現
在

で
、
天
龍
村
に
住
所
を
有
す
る

全
村
民

　
令
和
３
年
４
月
16
日
か
ら
同

年
９
月
30
日
ま
で
に
天
龍
村
に

転
入
届
を
提
出
し
た
者

●
支
給
額

　
村
民
一
人
当
た
り
２
万
円

●
有
効
期
間

　
令
和
３
年
５
月
１
日
㈯
か
ら

令
和
３
年
10
月
31
日
㈰

●
取
扱
店
舗

　
４
月
26
日
付
で
郵
送
し
ま
し

た
取
扱
店
一
覧
表
を
ご
参
照
く

だ
さ
い

龍
泉
閣
お
か
げ
さ
ま
で

20
周
年
！

第
２
弾
地
元
店
舗
応
援
券

の
配
布
に
つ
い
て



（７）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（24）2021年４月27日

飯
田
信
用
金
庫
か
ら

　
　
　寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
こ
の
度
、板
倉
恒
夫
さ
ん（
岡

本
区
）
が
、
引
き
続
き
天
龍
村

の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
さ
ん
は
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
任

期
は
、
令
和
５
年
３
月
ま
で
で

す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

て
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
関
係
す

る
公
共
機
関
な
ど
に
連
絡
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
偶
数
月
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
日
程
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
内
放
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
は
、
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、困
っ
た
こ
と
や
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村
議
会
議
員
報
酬
月
額

行
政
相
談
委
員
に

板
倉
恒
夫
さ
ん
再
任

広
報
天
龍
第
２
０
１
号（
１

月
号
）で
公
表
後
、１
月
25
日
現

在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
綿
貫
　
真
也
　
様

●
内
山
　
直
之
　
様

●
吉
澤
　
和
志
　
様

●
長
屋
　
一
宏
　
様

●
道
畑
　
亮
一
　
様

●
渡
辺
　
大
輝
　
様

●
見
延
　
　
歩
　
様

●
鎌
倉
　
之
彦
　
様

●
鈴
木
　
一
彰
　
様

●
礒
貝
俊
太
郎
　
様

●
伊
集
院
琢
磨
　
様

●
土
永
　
浩
史
　
様

●
加
納
真
由
子
　
様

●
土
屋
　
桂
史
　
様

●
土
屋
菜
央
美
　
様

●
水
野
　
　
隆
　
様

●
庄
司
　
大
地
　
様

●
鈴
木
　
敬
弘
　
様

●
小
川
　
敦
史
　
様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
天
龍
村
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
は
、
お
互
い
が
よ
り
幅
広
い
分
野
で

協
力
し
、
天
龍
村
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
活
性
化
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
教
育
・
研
究
の
充

実
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
、

人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
実
習
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
天
龍
村
で
は
平
成
28
年
度
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
夏

休
み
期
間
を
中
心
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
学
生
及
び
海
外

協
定
校
の
学
生
が
参
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
地
域
活
動
や
、
天
龍
村
の
東
京
圏
に

お
け
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ

ン
、
地
域
産

品
の
販
路
拡

大
に
関
す
る

活
動
な
ど
を

し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

と
、
サ
ー
ビ
ス･

ラ
ー
ニ
ン

グ
実
習
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

●
佐
藤
　
弘
靖
　
様

●
小
曽
根
飛
鳥
　
様

●
遠
山
裕
一
郎
　
様

●L
ee P
ei W
en  

様

●
青
木
　
正
次
　
様

●
檜
垣
　
誠
司
　
様

●
宮
崎
　
紀
彰
　
様

●
加
藤
　
友
明
　
様

●
安
福
　
浩
明
　
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
２
７
９
名
の
方
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
電
話
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も
承
っ

て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax-

.jp/

サービス・ラーニングセンター長の西村さんと画面越しに握手

　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
令
和
３
年
度

村
議
会
議
員
報
酬
月
額
の
諮
問

を
受
け
て
、
２
月
４
日
㈭
に
審

議
会
を
開
催
し
、
２
月
15
日
㈪

に
、
福
士
和
成
会
長
か
ら
村
長

に
対
し
、
答
申
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
村
長
か
ら
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
に
向
け
た
改
正
案
と
し

て
報
酬
月
額
を
３
〜
10
％
引
き

上
げ
る
諮
問
が
さ
れ
た
が
、
審

議
の
中
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方

が
い
る
こ
と
や
、
議
員
活
動
が

見
え
に
く
い
と
の
意
見
が
大
半

を
占
め
、
村
の
財
政
状
況
や
社

会
情
勢
の
変
化
、
議
会
に
よ
る

活
動
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
村

民
に
伝
わ
る
議
員
活
動
に
尽
力

し
て
も
ら
う
こ
と
し
、
現
状
の

報
酬
月
額
に
据
え
置
く
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
村
長
は
、
答
申
の
結
果
を
踏

ま
え
、
村
議
会
議
員
の
報
酬
月

額
を
据
え
置
く
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
村
三
役
の
給
料
月
額

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
非
違
行

為
や
、
不
適
正
な
事
務
処
理
の

全
て
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
審
議
会
へ
の
諮
問
は
行

わ
ず
、
給
料
月
額
は
見
直
さ
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
村
議
会
議
員
報
酬

　
　
　
　
　
　及
び
村
特
別
職
給
料

令和 3年度村議会議員報酬月額

議　長：　　231,000 円（前年度と同額）
副議長：　　159,000 円（　　　〃　　　）
常任委員長：149,000 円（　　　〃　　　）
議　員：　　140,000 円（　　　〃　　　）

令和 3年度村特別職給料月額

村　長：　　600,000 円（前年度と同額）
副村長：　　520,000 円（　　　〃　　　）
教育長：　　460,000 円（　　　〃　　　）

　
３
月
12
日
㈮
に
興
亜
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株

式
会
社
よ
り
、
今
年
度
入
学
し
た
小
学
校
１
年

生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈
い
た
だ
き
、
４
月
６

日
㈫
に
行
わ
れ
た

天
龍
小
学
校
入
学

式
後
の
学
級
指
導

時
に
子
供
達
へ
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　
興
亜
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
株
式
会

社
で
は
毎
年
新
小

学
１
年
生
に
防
犯

意
識
の
啓
発
の
た

め
、
ブ
ザ
ー
を
贈

呈
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
飯
田
信
用
金
庫

様
か
ら
、
寄
付
型

地
域
応
援
定
期
預

金
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

（
エ
ー
ル
）
を
財

源
と
し
た
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

紙
面
を
も
っ
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
贈
呈

信金より寄附採納 防犯ブザー贈呈

　
副
村
長
の
小
林
公
人
さ
ん
が
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
４

月
に
天
龍
村
役
場
に
就
職
さ
れ
、

建
設
課
長
、
合
併
対
策
室
長
、

住
民
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
総

務
課
長
を
経
て
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
１
期
４
年
間
、
副
村
長

と
し
て
天
龍
村
の
発
展
の
た
め

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
天
龍
村
発
展
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
林
公
人

　副
村
長
退
任

天
龍
村
診
療
所
は
、
令
和
２

年
３
月
末
に
常
勤
医
師
が
不
在

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
村
直

営
診
療
所
と
し
て
「
天
龍
村
国

民
健
康
保
険
診
療
所
」
を
開
所

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
地
域
の
皆
様
方
、
関
係
各
位

に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

高
齢
化
率
の
高
い
本
村
で

は
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
中
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
そ
し

て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
確
立
し
た
い
と
の
考

え
か
ら
新
た
な
診
療
所
の
開
所

に
至
り
ま
し
た
。

今
後
も
、医
療
・
保
健
・
福
祉
・

介
護
の
連
携
に
よ
る
地
域
包
括

ケ
ア
を
進
め
、
地
域
医
療
の
拠

点
で
も
あ
る
県
立
阿
南
病
院

や
、
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
を

始
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
元
の
診
療
所
と

し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

天
龍
村
国
民
健
康

 

保
険
診
療
所
開
所

（23）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（８）2021年４月27日

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示され
た「統一的な基準」により作成しております。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者））、連結（全
体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

この疑問は、この「財務諸表」を見れば分かります

連結の財務諸表

次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？
次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？ 貸借対照表貸借対照表

経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担金でどれほどコストが賄われたか？
経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担金でどれほどコストが賄われたか？ 行政コスト計算書行政コスト計算書

経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？
経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？ 資金収支計算書資金収支計算書

資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？
資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？ 純資産変動計算書純資産変動計算書

統一的な基準による令和元年度天龍村の財務書類を公表します

連　　結
㈲龍泉閣
㈲天龍農林業公社
社会福祉法人天龍村社会福祉協議会
天龍村観光協会
下伊那南部総合事務組合
下伊那土木技術センター組合
下伊那自治センター組合

下伊那郡町村総合事務組合
長野県市町村自治振興組合
長野県市町村総合事務組合
長野県地方税滞納整理機構
南信地域町村交通災害共済事務組合
南信州広域連合
長野県後期高齢者医療広域連合

天龍村全体

国民健康保険特別会計
村営水道特別会計
村営下水道事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計

一
般
会
計

●連結範囲

●連結貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表です。これまでに212億7,985万円の資産を形成してきました。
そのうち、純資産である175億7,090万円は過去および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、負債である
37億895万円は将来の世代が負担していくことになります。

令和2年3月31日現在

資産　212億7,985万円
【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）
 …191億1,062万円
②流動資産（基金、現金など）
 …21億6,923万円
（うち現金預金） 2億4,978万円

負債　37億895万円
【将来世代の負担】

①固定負債（地方債など） 32億9,151万円
②流動負債 4億1,744万円

純資産　175億7,090万円
【過去および現世代の負担】
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一
般
会
計

●連結範囲

●連結貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表です。これまでに212億7,985万円の資産を形成してきました。
そのうち、純資産である175億7,090万円は過去および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、負債である
37億895万円は将来の世代が負担していくことになります。

令和2年3月31日現在

資産　212億7,985万円
【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）
 …191億1,062万円
②流動資産（基金、現金など）
 …21億6,923万円
（うち現金預金） 2億4,978万円

負債　37億895万円
【将来世代の負担】

①固定負債（地方債など） 32億9,151万円
②流動負債 4億1,744万円

純資産　175億7,090万円
【過去および現世代の負担】



（９）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（22）2021年４月27日

　将来に渡り森林を健全な形で維持していくためには、計画的な森林整備とそこから生ずる資源を有効利
用する仕組みが必要です。
　村では令和２年度薪によるエネルギーの地消地産事業（長野県森林づくり県民税活用事業）で、森林整
備で生じた伐採木を薪として利用するための資機材導入と講習会を開催しました。また、薪の利用拡大の
ための検討会議や視察などを行いました。
　導入した薪割り機、運搬機、ロープウインチなどの資機材は、村内で薪づくりを行う方に貸与します。

一般会計等の財務諸表

薪づくり体験・講習会の様子導入した薪割り機

勤務形態 職　種 年齢・年齢制限該当事由 賃　金 求人者名・所在地 就業時間 加入保険等 必要な免許資格

フルタイム
警備業

（機械警備）
18歳以上

時　給
基本給
950円

綜合警備保障株式会社
（ALSOK）

東日本採用センター
東京都港区元赤坂1丁目6-6安全ビル
※就業場所：阿南町東條1407

①９：00～18：00
②18：00～９：00
③９：00～９：00

雇用・労災
健康・厚生

普通自動車免許
（AT限定可）

お問い合わせ：地域振興課　移住定住推進係（☎32－1023）まで

天龍村無料職業紹介所　村 内 求 人 情 報
　天龍村では、天龍村で人手がほしい事業者（農家などを含む）と働きたい人を地元でつなぎ、地域の雇
用創出と活性化を図る目的で、2017年（平成29年）7月から「天龍村無料職業紹介所」を設置しています。

天龍村のSNS
天龍村のSNSをご紹介します。下のQRコードを読み取ってください！

天龍村
（インスタグラム）

天龍村
（YouTube）

天龍村併設学校整備室
（Facebook）

天龍村ありが隊
（インスタグラム）

天龍村地域おこし協力隊
（Facebook）

ブッポウソウ
（インスタグラム）

●経常費用 ……………………………………… 22億152万円

　①業務費用（人件費、物件費など） ………17億5,888万円

　①移転費用（社会保障給付など） ………… 4億4,264万円

●経常収益 ……………………………………………6,801万円

　①使用料など ………………………………………3,788万円

　①その他 ……………………………………………3,013万円

●臨時損失 ……………………………………………1,236万円

●臨時利益 ……………………………………………… 76万円

●純行政コスト ………………………………△21億4,511万円

（村税などの一般財源）

前年度末純資産残高

本年度純資産変動額

　【内訳】

　①　純行政コスト

　②　財源（村税、補助金など）

　③　無償所管換等

本年度末純資産残高

163億2,535万円

△4億4,202万円

△21億4,511万円

17億304万円

5万円

158億8,333万円

○これまでに形成された資産 …………………………………188億2,977万円
○将来世代が負担する債務 …………………………………… 29億4,644万円
○過去及び現世代の負担済み額 ………………………………158億8,333万円
○行政サービスにかかったコスト …………………………… 21億4,511万円
○次年度への繰越金 ………………………………………………1億3,146万円

●資金収支計算書
1年間の資金の増減を性質別に表しています
資金は、1年間で7,308万円増加し、期末残高が
1億3,146万円になりました。
業務活動収支、財務活動収支の黒字で投資活動
収支の赤字を賄っています。 

●貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表
です。
村では188億2,977万円の資産を形成してきまし
た。
そのうち、純資産である158億8,333万円は過去
および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、
負債である29億4,644万円は将来の世代が負担
していくことになります。

●行政コスト計算書
1年間の行政サービスにかかったコストと財源
を表しています。
令和元年度の経常費用は22億152万円です。
経常費用から使用料や負担金などの経常収益
6,801万円を差し引きし、臨時損失と臨時利益
を含めた純行政コストは21億4,511万円となっ
ています。

●純資産変動計算書
貸借対照表の純資産の1年間の変動額を表して
います。
純資産は、1年間で4億4,202万円減少し、期末
残高が158億8,333万円になりました。
村税などの経常的な一般財源が純行政コストを
下回っているため純資産が減少（将来世代の負
担が増加）しました。

資産　188億2,977万円

【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）

 …169億2,751万円

②流動資産（基金、現金など）

 …19億226万円

（うち現金預金） 1億3,146万円

負債　29億4,644万円

【将来世代の負担】

①固定負債 26億2,062万円

②流動負債 3億2,582万円

純資産　158億8,333万円

【過去および現世代の負担】

当期収支

　【内訳】

　　①　業務活動収支

　　②　投資活動収支

　　③　財務活動収支

前年度末資金残高

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

7,308万円

3億7,506万円

△6億8,500万円

3億8,302万円

5,270万円

568万円

1億3,146万円

平成31年４月１日～令和２年３月31日

平成31年3月31日現在

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください。



　
初
め
て
の
試
み
と
な
る
天
龍

中
学
校
３
年
生
６
名
に
よ
る
模

擬
議
会
が
、
１
月
13
日
㈬
に
行

わ
れ
、
生
徒
よ
り
村
へ
の
提
案

や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
議
会
の
皆
さ
ん
こ
ん
に

ち
は
。
天
龍
村
議
会
の
議
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
大
平
正
長
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
本
日
は
、
天
龍
村
議
会
の
本
会

議
場
に
よ
う
こ
そ
お
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
村
と
議
会
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
を
担
っ
て
い
か
れ

る
中
学
生
の
皆
様
方
か
ら
、
ふ
る

さ
と
天
龍
村
の
日
々
の
暮
ら
し

や
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
に

つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
き
す
る

と
と
も
に
、
あ
わ
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を
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中
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と
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て
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を
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な
く
ご
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た
り
、
村

に
対
す
る
思
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、
ご
意
見
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ご
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由
に
発
言
し
て
い
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だ
い
た
り

し
て
、
中
学
生
と
し
て
の
貴
重
な
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と
し
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、
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の
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で
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か
し
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い
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き
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す
よ
う
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で
き
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ば
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（21）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（10）2021年４月27日

議
会
だ
よ
り

天
龍
中
学
校

模
　擬
　議
　会

天
龍
中
学
校

模
　擬
　議
　会

第❶回議
長
あ
い
さ
つ
抜
粋

一
　般
　質
　問

○
橋
本
梨
花
さ
ん

一
、
台
風
・
地
震
等
の
自
然
災

害
備
え
に
つ
い
て

一
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
備
え

に
つ
い
て

一
、
人
口
１
０
０
０
人
台
を
保

つ
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

〇
橘 

慶
司
郎
君

一
、
村
営
住
宅
に
つ
い
て

二
、
天
龍
村
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

三
、
道
路
に
つ
い
て

四
、
地
方
交
付
税
交
付
金
に
つ
い
て

○
橘 

礼
人
君

一
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

二
、
移
動
販
売
に
つ
い
て

○
熊
谷
翔
太
君

一
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て

二
、
空
き
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て

○
金
澤
実
生
さ
ん

一
、
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

二
、
天
龍
村
の
情
報
発
信
に
つ

い
て

○
大
澤
希
美
さ
ん

一
、
天
龍
村
の
湖
岸
道
路
に
つ

い
て

二
、
公
園
建
設
に
つ
い
て

第１回 天龍中学校模擬議会



（11）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（20）2021年４月27日

　介護保険料は３年ごとに見直すことになっており、令和３年度から令和５年度までの村の保険料基準額
（月額）は5,000円の同額で据え置きのため、保険料の変更はありませんが、令和３年４月１日より国の
示す保険料標準段階の第７段階・第８段階・第９段階の所得金額に変更があり、以下のとおりとなります。

介護保険料所得段階区分の変更について

段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

年額保険料
令和3年度～令和5年度

18,000円
 

30,000円
 

42,000円
　

54,000円

60,000円
保険料基準額（月額：5,000円）

72,000円

78,000円

90,000円

102,000円

対　　象　　者

生活保護の方及び世帯全員が住民税非課税で老
齢福祉年金を受給されている方、または前年所
得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方
世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額＋課
税年金収入額が80万円を超え120万円以下の
方
世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額＋課
税年金収入額が120万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、前年所得金額＋課税年金収
入額が80万円以下の方
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、第４段階以外の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額120万
円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が120
万円以上210万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が210
万円以上320万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が320
万円以上の方

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32－1023）

（2019年４月１日～ 2022年３月31日）
天龍村定住促進事業のあらまし

種
類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

16歳～40歳工事費の
20％以内41歳～50歳
工事費の10％以内51
歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額200万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。た
だし、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

16歳～40歳工事費の
20％以内41歳～50歳
工事費の10％以内51
歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

16歳～40歳取得費の
20％以内41歳～50歳
取得費の10％以内51
歳～60歳
取得費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

取
住
得
宅
補
用
助
地
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

夫婦10万円
単身 ５万円
２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円
右記⑥に該当する場
合は＋５万円

①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志
のある者

（夫婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就
農し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
補
助
金

５万円
右記③に該当する場
合は＋５万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及
び住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、
継続して２年以上勤務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

１㎞あたり10円
（支給限度：一月あ
たり10,000円但し、
支給総額の１／３の額
は村内SS利用クーポ
ン券にて助成）年間
支給券算出式
「10円×最短通勤往
復距離×１か月の通
勤日数（22日を上限
とする）×通勤月数」

①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。
ただし、当該月の勤務日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち２／３は現金で支給し、１／３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。
【クーポン券相当額計算式】支給総額×１／３（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド取扱
商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車等／利用不可能：専用カードへの入金）
⑥消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。

結
婚
祝
金

国内、外国人との結
婚を問わず１組５万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・年齢要
件は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第１子・第２子 20万円
第３子 50万円
第４子以降は第３子と
同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

注：介護保険料は前年度の所得が確定していない令和３年４月から令和３年６月まで前年の保険料（仮算定賦課）を納入いただき、令和３
　　年７月以降に所得が確定した段階で、令和３年度の保険料（本算定賦課）が決定します。
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今
年
度
か

ら
天
龍
村
教

育
委
員
会
で

お
世
話
に
な

り
ま
す
福
士

冬
吾
で
す
。

　
中
学
生
ま
で
は
天
龍
村
に
す
ん

で
い
ま
し
た
。
高
校
は
松
本
市
に

あ
る
松
商
学
園
に
行
き
甲
子
園

を
目
指
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
千
葉
県
の
大
学
に
進
み

４
年
間
野
球
と
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
７
年
間
は
お
盆
休
み
と
年

末
年
始
の
休
み
に
帰
っ
て
き
て
お

り
ま
し
た
が
、
帰
っ
て
く
る
た
び

「
天
龍
村
は
や
っ
ぱ
り
落
ち
着
く

な
ー
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
将

来
は
天
龍
村
に
住
め
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
か
ら
昨
年
度
ま
で

は
飯
田
市
の
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
長
野

㈱
で
新
車
販
売
の
営
業
と
し
て
６

年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
の
で

営
業
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
!!

国民健康保険にご加入の皆さんへ
人間ドック補助制度をご利用ください
今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療、重症化予防を目的とし、
加入者の健康保持増進を図るため、人間ドック費用の一部の補助を行います。
国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

対象者

補助金額

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

補助の流れ

注意事項

　　　　　・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

　　　　　・人間ドック受診　　　　阿南病院　　　　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他医療機関　13,000円
　　　　　・脳ドック受診　　　　　16,000円（単独で受診）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000円（人間ドックオプション時）

　
・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドックそれぞれ１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定健診や個別特定健診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続き及び保健師によ
る面談を行う（なるべく本人がお越し下さい）。
④後日、補助金の振込を行います。

　
・申請書（役場窓口にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

　
・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定健診の受診券を持参して人間ドッ
クを受診してください。
・人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定健診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

～お問い合わせ先～
住民課　健康支援係
　　　  ☎32-1021

　
み
な
さ
ん

は
じ
め
ま
し

て
。
こ
の
度
、

地
域
お
こ

し
協
力
隊
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
治
部
太
一
と
申

し
ま
す
。
年
齢
は
47
歳
で
す
。
横

浜
市
か
ら
の
移
住
と
な
り
ま
す
が
、

出
身
は
北
海
道
で
酪
農
が
盛
ん
な

十
勝
地
方
で
育
ち
ま
し
た
。

　
私
は
以
前
よ
り
地
位
・
肩
書
き
・

お
金
に
拘
ら
な
い
生
き
方
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
以

前
、
目
に
し
た
記
事
の
中
で
、「
や

り
た
い
こ
と
、
や
れ
る
こ
と
、
や

る
べ
き
こ
と
が
重
な
る
と
こ
ろ
に

本
当
の
幸
せ
が
あ
る
」
と
い
う
一

文
が
心
に
響
き
、
今
回
、
子
ど
も

達
が
独
り
立
ち
し
た
こ
と
を
期
に
、

人
生
の
折
り
返
し
は
自
分
が
納
得

で
き
る
生
活
を
し
よ
う
と
決
断
し
、

こ
こ
天
龍
村
で
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
活
動
内
容
は
具

体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

狩
猟
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲
、
管
理

及
び
生
体
調
査
な
ど
を
行
い
野
生

動
物
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
そ
れ

ら
活
動
の
情
報
発
信
や
空
き
家

の
有
効
活
用
な
ど
の
活
動
を
柱
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
果
を
出
す
ま
で
に
は
月
日
は
か

か
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、

地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し

て
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
松
川
友
哉

と
申
し
ま
す
。
飯
田
市
出
身
の
33

歳
で
す
。（
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
村
澤
雄

大
君
の
同
級
生
で
す
）
活
動
の
内

容
は
、和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場
･
味
覚

小
屋
の
運
営
管
理
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
任
期
後
に
は
、
独

立
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

こ
の
よ
う
な
形
で
天
龍
村
の
一
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
村
の
玄
関
口
で
あ
る
和
知
野

川
エ
リ
ア
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光

振
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
村
の

方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
を
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
整
備
、
清
掃
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
味
覚
小
屋
の
利
活
用
も
検

討
し
つ
つ
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
売
店

に
て
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
未
熟

者
ゆ
え
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
初
め
ま
し

て
。
愛
知
県

か
ら
参
り
ま

し
た
、
前
川

未
来
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
天
龍
村
で
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
に
、
買
い
物
支
援
や
買
い
物
拠

点
施
設
に
関
す
る
事
業
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
初
め
て
こ
の
村
に
訪
れ
た
と

き
か
ら
感
じ
て
い
る
の
は
、
村
の

方
々
の
あ
た
た
か
さ
で
す
。
外
を

歩
い
て
い
る
と
き
、
役
場
へ
訪
れ

た
と
き
、
車
を
運
転
し
て
い
る
と

き
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
あ
た
た
か
い
挨
拶
や
優
し
い
笑

顔
に
触
れ
ま
し
た
。
大
変
失
礼
な

が
ら
、
私
は
協
力
隊
に
応
募
を
す

る
ま
で
、
天
龍
村
の
こ
と
を
存
じ

上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
龍
村
の

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
何
も
知
り
ま
せ

ん
。
な
に
か
ら
な
に
ま
で
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

吸
収
し
て
、
み
な
さ
ん
の
あ
た
た

か
さ
へ
の
お
返
し
が
で
き
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
に
今
よ
り
も
っ
と
元
気

や
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
未
熟
者
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
は
じ
め

ま
し
て
。
４

月
１
日
か

ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊

で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
大
石
航
平
と
申
し

ま
す
。
学
生
の
頃
か
ら
地
方
創
生

に
興
味
が
あ
り
、
３
年
間
、
鉄
道

会
社
に
勤
務
し
た
後
、
今
に
至
り

ま
す
。
現
在
地
方
の
過
疎
化
が
進

ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
消
滅

し
て
し
ま
う
集
落
は
あ
と
を
絶
た

な
い
で
し
ょ
う
。
集
落
が
消
滅
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
人
々
の
故
郷
、

ひ
い
て
は
居
場
所
が
消
滅
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
生

産
効
率
が
よ
く
、
便
利
な
都
会
に

は
人
口
が
集
中
し
、
そ
の
人
口
密

度
の
高
さ
に
よ
り
居
場
所
が
な
く

な
る
人
々
が
増
え
て
い
る
の
が
現

状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
口

を
分
散
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
が

居
場
所
を
つ
く
る
に
は
地
方
創
生

が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
信
念

で
、
天
龍
村
で
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
村
を
興
す
の
は

主
役
で
あ
る
村
民
の
皆
さ
ん
で
あ

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と

な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

治

　部

　太

　一

松

　川

　友

　哉

前

　川

　未

　来

大

　石

　航

　平

新
協
力
隊
あ
い
さ
つ

じ

べ

た

い

ち

福

　士

　冬

　吾

新
規
採
用
職
員
あ
い
さ
つ

ふ

く

し

と

う

ご

ま

つ

か

わ

ゆ

う

や

ま

え

が

わ

み

く

お
お
い
し
こ
う
へ
い
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年齢

対象者

受診に
必要な
もの　

日時
場所

費用（個　人
負担金）

実施者
（お問い合
わせ先　）

婦人科検診

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳
 　 　〃 　　 （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

受診希望者には、後日連絡致します

阿南病院

問診
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）、
　　　　マンモグラフィー
子宮頸がん　1,870円
乳がん（エコー）1,930円
乳がん（マンモグラフィー）3,360円

大腸がん

40歳以上

11月1日㈪
11月2日㈫

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
便潜血検査
（２日法）

500円

満75歳以上の方

後期高齢者医療保険加入者
で希望される方

①長野県後期高齢者医療被
保険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/12㈪午後 老人福祉センター

7/13㈫午前 老人福祉センター

7/13㈫午後 おきよめの湯

1,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

勤務先などの医
療保険加入者及
びその扶養者

胃がん

40歳以上

11月2日㈫

おきよめの湯
老人福祉センター

問診
胃部X線撮影
（バリウム）

1,500円

肺がん

40歳以上

９月28日㈫
９月29日㈬

各地区を巡回しま
す

問診
胸部X線撮影

500円

検診
項目

対象者

実施日

受診
場所

検査
項目

受診料
（個　人
負担金）

お問い合わせ先：天龍村役場住民課　☎32-1021
※詳しくは、各戸にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診一覧表がん検診一覧表

1年に1度は、特定健診を受けましょう!1年に1度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診しないでください。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

当該年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

天龍村国保加入者の方

（人間ドックとの重複受診はで
きません）

①天龍村国民健康保険被保
険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/12㈪午後 老人福祉センター

7/13㈫午前 老人福祉センター

7/13㈫午後 おきよめの湯

2,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健診で早期発見しましょう。
また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われており、特定健診は
このメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

加入している各
医療保険者にお
問い合わせくだ
さい。

「特定健診」
とは…

特　定　健　診 特定保健指導

健診の結果、メ
タボリックシンド
ロームのリスク
に応じて、医師・
保健師などの専
門家から生活習
慣改善のサポー
トを６ヶ月間受け
られます。

健診のあとは、特
定保健指導を受
けましょう！

後期高齢者健康診査

令和３年度地区担当職員名簿及び配置表
令和３年４月１日現在

地区名 担当職員名

為 栗
影原　　房 長田みゆき

長島宇連

折 立 清水　保秀 大平　成二

清 水 玉井　直江 玉置　唯乃 栗生　瑛理

東 原 Ａ 鈴木　浩孝 野竹　英二 宮下　正和 宮澤　寿幸

東 原 Ｂ 秦　　博実 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 原 渡久山直樹 内藤　孝雄 青木裕一郎 吉野あづ美 福士　冬吾 宮澤真由美

中 央 宮澤　栄朗 大平　成二 宮澤真由美 成瀬　理沙 中島加奈子 塚田　　響

北 清水　保秀 小林　勇太

本 町 松澤　一生 服部　誠司 成瀬　理沙

余 野 熊谷　弘幸 小瀬水　渉

岡 本 橘　　謙治 森　　祐二 柳澤　慶介 金田　祥吾

長 野 町 影原　　房 影原　重喜

長 野 藤澤　久美 大平　崇史 吉野あづ美

南 上 坂田　一万 橋爪　　貴 中島加奈子

南 中 大平　卓治 田嶋　迪朗

栄 町 秦　　博実 斉藤　正宏 金田　祥吾

南 下 中島　俊博 青木裕一郎

松 島

大平　崇史 新田　泰祐 玉置　唯乃 塚田　　響 飯泉　幸大 長田みゆき
松島中電

独身住宅

長 沼

鶯 巣 橘　　謙治 服部　誠司 坂田　一万

十 久 保 渡久山直樹 瀧澤　　翔

下 山 宮下　正和 長田みゆき

中 井 侍 斎藤　正宏 玉井　直江

途中上平
中島　俊博 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福 島 後藤　浩二 藤澤　壮士 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 熊谷　弘幸 飯泉　幸大

坂 部 大平　卓治 宮澤　栄朗

中 組 野竹　英二 宮澤　寿幸

戸 口 鈴木　浩孝 飯泉　幸大

大 久 那 内藤　孝雄 柳澤　慶介

合 戸
森　　祐二 松澤　一生 福士　冬吾

見 遠

向 方
後藤　浩二 田嶋　迪朗 橋爪　　貴 栗生　瑛理

峠 山

大 河 内 藤澤　壮士 伊藤　祐介 後藤三八子

梨 畑 影原　重喜 新田　泰祐 後藤三八子

（17）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（14）2021年４月27日

３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手
続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに！国保への加入･脱退手続きを異動があった時はお早めに！国保への加入･脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【お問合せ先　住民課健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した証明書・印鑑、年金手帳

被扶養者ではないという証明書、印鑑、年金手帳

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と社保の両方の保険証、印鑑

（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）

保険証、印鑑、年金手帳

こんなときには届出が必要です

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

国保加入世帯で子供が生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき
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令和３年４月１日付　天 龍 村 職 員 配 置 表
令和3年4月1日付けの人事異動などにより、下記の職員配置となりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺 誠一　　教育長：竹田 順次
○総務課課長：大平　卓治（　）会計年度任用職員・（兼）兼務職員

係等名 係長等氏名 係員氏名 階
総務情報係 渡久山直樹 宮澤寿幸・青木裕一郎・（関浦千絵） ２階企画財政係 玉井　直江 田嶋迪朗・（後藤泰計 ・ 熊谷長治）
県派遣 － 金田祥吾 出先
○議会事務局

係等名 係長等氏名 係員氏名 階

議会事務局 （局長）藤澤壮士 
（兼）渡久山直樹 ２階

○地域振興課課長：秦　博実
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

農務国調係 橋爪　　貴 飯泉幸大・（兼）渡邊希

２階

林務係 伊藤　祐介 服部誠司
商工観光係 （兼）秦　　博実 柳澤慶介・渡邊希（県からの派遣）（松川友哉）
買物拠点準備室 （兼）内藤　孝雄 （兼）渡邊希・（西野明花 ・ 柳澤通子）

移住定住推進係 内藤　孝雄
小瀬水渉 
（牧野雅美・佐々木裕子・前田美沙・篠田大樹・片山素晴・
治部太一・前川未来・大石航平）

○住民課課長：鈴木　浩孝
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

住民福祉係 斎藤　正宏 玉置唯乃

１階

健康支援係 影原　　房 小林勇太・吉野あづ美・（杉浦志乃）
天龍村国民健康保険
診療所 （兼）鈴木　浩孝 （花田清一・久保田有美子）

天龍村地域包括支援
センター （兼）斎藤　正宏  栗生瑛理・新田泰祐・（宮澤育子）

社会就労センター 宮澤　栄朗 （鈴木隆雄 ・ 大平伸次 ・ 南屋佳子）
出先天龍保育所 宮澤真由美 

成瀬　理沙
 中島加奈子  ・ 塚田響  
 （勝又幸子 ・ 竹田朋子 ・ 増澤カズコ  ・ 野村雅子）

○建設課課長：野竹　英二
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

建設係 宮下　正和 坂田一万
１階環境水道係 中島　俊博 

藤澤　久美 大平成二

○税務会計課課長：熊谷　弘幸
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

税務係 松澤　一生 －
１階会計係 （兼）熊谷　弘幸 

（会計管理者） 長田みゆき

○南支所・天龍温泉所長：後藤　浩二
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

南支所
影原　重喜

（兼：藤澤保夫）
出先天龍温泉 （藤澤保夫・村松二三子・田村元子・宮澤朝子・杉本まる

美・村松秀子・居山美保子・井澤志朗・恩澤利弘）
○教育委員会事務局長：橘　謙治

係等名 係長等氏名 係員氏名 階

教育係 （兼）橘　謙治
瀧澤翔・福士冬吾 
（山内孝一 ･板倉節子･橘和男･秦麻衣）

出先併設学校整備室 （駒井花子）
学校給食 － 後藤三八子・（金田久美子）
学校用務員 － （伊藤照子）
○社会福祉協議会派遣社会福祉協議会　大平崇史

○民間企業派遣㈲天龍農林業公社　清水保秀・森 祐二
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３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手
続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに！国保への加入･脱退手続きを異動があった時はお早めに！国保への加入･脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【お問合せ先　住民課健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明書、印鑑
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令和３年４月１日付　天 龍 村 職 員 配 置 表
令和3年4月1日付けの人事異動などにより、下記の職員配置となりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺 誠一　　教育長：竹田 順次
○総務課課長：大平　卓治（　）会計年度任用職員・（兼）兼務職員

係等名 係長等氏名 係員氏名 階
総務情報係 渡久山直樹 宮澤寿幸・青木裕一郎・（関浦千絵） ２階企画財政係 玉井　直江 田嶋迪朗・（後藤泰計 ・ 熊谷長治）
県派遣 － 金田祥吾 出先
○議会事務局
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議会事務局 （局長）藤澤壮士 
（兼）渡久山直樹 ２階

○地域振興課課長：秦　博実
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

農務国調係 橋爪　　貴 飯泉幸大・（兼）渡邊希

２階

林務係 伊藤　祐介 服部誠司
商工観光係 （兼）秦　　博実 柳澤慶介・渡邊希（県からの派遣）（松川友哉）
買物拠点準備室 （兼）内藤　孝雄 （兼）渡邊希・（西野明花 ・ 柳澤通子）

移住定住推進係 内藤　孝雄
小瀬水渉 
（牧野雅美・佐々木裕子・前田美沙・篠田大樹・片山素晴・
治部太一・前川未来・大石航平）

○住民課課長：鈴木　浩孝
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

住民福祉係 斎藤　正宏 玉置唯乃

１階

健康支援係 影原　　房 小林勇太・吉野あづ美・（杉浦志乃）
天龍村国民健康保険
診療所 （兼）鈴木　浩孝 （花田清一・久保田有美子）

天龍村地域包括支援
センター （兼）斎藤　正宏  栗生瑛理・新田泰祐・（宮澤育子）

社会就労センター 宮澤　栄朗 （鈴木隆雄 ・ 大平伸次 ・ 南屋佳子）
出先天龍保育所 宮澤真由美 

成瀬　理沙
 中島加奈子  ・ 塚田響  
 （勝又幸子 ・ 竹田朋子 ・ 増澤カズコ  ・ 野村雅子）

○建設課課長：野竹　英二
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

建設係 宮下　正和 坂田一万
１階環境水道係 中島　俊博 

藤澤　久美 大平成二

○税務会計課課長：熊谷　弘幸
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

税務係 松澤　一生 －
１階会計係 （兼）熊谷　弘幸 

（会計管理者） 長田みゆき

○南支所・天龍温泉所長：後藤　浩二
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

南支所
影原　重喜

（兼：藤澤保夫）
出先天龍温泉 （藤澤保夫・村松二三子・田村元子・宮澤朝子・杉本まる

美・村松秀子・居山美保子・井澤志朗・恩澤利弘）
○教育委員会事務局長：橘　謙治

係等名 係長等氏名 係員氏名 階

教育係 （兼）橘　謙治
瀧澤翔・福士冬吾 
（山内孝一 ･板倉節子･橘和男･秦麻衣）

出先併設学校整備室 （駒井花子）
学校給食 － 後藤三八子・（金田久美子）
学校用務員 － （伊藤照子）
○社会福祉協議会派遣社会福祉協議会　大平崇史

○民間企業派遣㈲天龍農林業公社　清水保秀・森 祐二
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天
龍
村
の
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、
施
設
の

老
朽
化
や
利
用
者
の
減
少
に
対
応
し
た
施
設

整
備
計
画
を
考
え
る
天
龍
村
福
祉
施
設
計
画

策
定
委
員
会
よ
り
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
、

最
終
報
告
が
行
わ
れ
村
長
へ
計
画
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
６
月
よ
り
、
先

進
地
視
察
等
も
行
い
な
が
ら
、
村
の
各
施
設

の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
今
後
の

施
設
整
備
の
方
向
性
や
運
営
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
計
画
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
計
画
書
で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
龍
荘
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
龍
荘
、
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
森
の
郷
、
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
等
施
設
毎
に
建
替
や
改
修
、
施
設
の
再

編
等
の
整
備
計
画
を
定
め
、
老
朽
化
対
策
や

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
と
す
る
こ
と

や
、
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
施
設
と
な
る
た

め
、
ハ
ー
ド
の

整
備
だ
け
で
な

く
職
員
の
資
質

向
上
や
人
材
の

確
保
な
ど
ソ
フ

ト
面
の
強
化
に

つ
い
て
明
記
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
村
で
は
、

こ
の
計
画
書
を

基
に
具
体
的
に

検
討
を
進
め
る

予
定
で
す
。

診
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
心
配
し
て
受
診
を
見
合

わ
せ
る
と
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
、
が
ん
等
の
生
活
習
慣
病

は
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

各
医
療
機
関
は
徹
底
し
た
感

染
症
予
防
対
策
を
行
い
、
診

療
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

精
密
検
査
や
受
診
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〈
令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
に
つ
い
て
〉

　
村
で
は
特
定
健
診
、
後
期

高
齢
者
健
診
、
が
ん
検
診
を

〇
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た

「
検
診
調
査
票
」
の
『
村
で

う
け
る
・
勤
務
先
で
う
け
る
・

個
人
で
う
け
る
（
人
間
ド
ッ

ク
等
）・
う
け
な
い
』
の
い

ず
れ
か
に
〇
を
し
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
村
で
の
健
診
を
希
望
さ
れ

た
方
に
は
、
後
日
、
検
診
票

等
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ

ン
に
よ
り
発
症
予
防
と
重
症

化
予
防
が
図
れ
ま
す
が
、
感

染
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
感
染
予
防
対
策
は
続
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
生
活
習
慣
病

や
免
疫
疾
患
等
の
病
気
が
あ

る
と
重
症
化
し
や
す
い
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
自
覚

症
状
が
な
い
方
も
毎
年
、
健

康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
か

ら
だ
の
状
態
を
確
認
し
、
必

要
な
検
査
や
治
療
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
健
診
会
場
で
は
、
入
場
時

の
検
温
や
手
指
消
毒
、
検
査

機
器
等
の
消
毒
、
換
気
等
の

感
染
症
予
防
対
策
を
行
い
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
後
、
精
密
検
査
や
受

後藤委員長より村長へ計画書が手渡されました

福
祉
施
設
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

最
終
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

福
祉
施
設
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

最
終
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
、

楽
し
く
認
知
症
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！

○
次
回
の
開
催
予
定
日

令
和
３
年
５
月
25
日
㈫

※
毎
月
第
４
火
曜
日
開
催

○
開
催
時
間

　
午
後
一
時
半
〜
三
時

○
開
催
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
機
能
訓
練
室

○
参
加
費
１
０
０
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

（
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に

十
分
に
配
慮
し
、
参
加
者

同
士
の
距
離
を
と
り
な
が

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
方
々
の
好
み

に
合
わ
せ
、
張
り
絵
や
塗

り
絵
、
折
り
紙
な
ど
様
々

な
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
予
防
を

す
る
ご
本
人
様
だ
け
で
な

く
、
家
で
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族
の
方
々
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
！

　
詳
し
く
は
、
天
龍
村
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

（
℡
32
―
１
０
２
１
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
予
防

オ
レ
ン
ジ

　
　カ
フ
ェ

各部署における主な業務内容
係等名 業　務　内　容

総務情報係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管
理、秘書・渉外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退
職手当、公務災害、公用車管理、防犯、自衛隊、消防・防災、消防無線・防災行政無線、交通安全、
交通災害共済、総合教育会議、人事評価制度、市町村合併、行革・集中改革プラン、地区活動・地
区懇談会・地区担当者制度、村民からの提案制度、出前講座、情報通信、CATV、ホームページ、広
報・公聴、ラジオ難視聴対策等

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺
地計画、広域行政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、村営バス、公共
交通、職員提案制度、統計、備品管理、債権管理、ふるさと納税等

県派遣 南信州地域振興局（リニア活用・企画振興業務）

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会等

農務国調係
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、
農道建設・維持管理、第３セクター経営改善、農産物特産品開発、農業事業継承支援、国土調査、公
衆道路等の登記等

林務係 林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護、狩猟、林道建設・維持管
理、林産物特産品開発、林業事業継承支援等

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３
セクター経営改善等

買物拠点 
準備室 買物拠点施設の開設準備・買物弱者対策等

移住定住 
推進係

移住・定住、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、地域おこし協力隊、集落支
援員、若者定住・結婚相談、構造改革特区、まち・ひと・しごと創生総合戦略、空き家バンク、職業
紹介指導、大学生インターン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学等

住民福祉係

戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、職業紹介指
導・雇用安定、児童手当、村民保養券、外出支援・福祉運送・タクシー券、民生委員・児童委員、青
少年健全育成、男女共同参画、人権擁護、保護司、生活保護、児童・母子(父子)・老人・障がい福祉、
日赤奉仕団、シルバー人材センター、埋火葬、個人番号、福祉施設、国民年金、行旅病人等

健康支援係
国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、福祉医療、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健
指導、健康増進・栄養指導、診療所、感染症予防、検診・予防接種、食品衛生、健康プラン、母子保
健等

天龍村国民健康保
険診療所 診療所事務、看護師業務等

天龍村地域包括支
援センター

地域包括ケア、在宅医療・介護連携、包括支援センター、介護予防、認知症対策、認定調査、地域支
援事業（運動教室・あつまらまい会・任意事業等）、福祉ICT、消費生活、災害支援、あったか券、権
利擁護、総合相談・支援、高齢者支援（要配慮者・高齢者避難等）等

社会就労センター 就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、
取引先との業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務等

天龍保育所 入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種行事計
画・実施、発達支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携等

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、地すべり、村営住宅（駅前活性化）、建築、廃屋対策等

環境水道係 簡易水道・簡易供給施設、生活用水、公共下水道、合併浄化槽、農業集落排水、し尿処理、狂犬病予
防、環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、公害、新エネルギー、墓地、行旅死亡人等

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分等

会計係 現金・金券の収受、出納管理、決算等

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納等

天龍温泉 施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就
労者の管理、源泉の維持・管理・運営等

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯
学習、社会体育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全
会議、放課後子ども教室、奨学金、なんでも館常設展示等

併設学校 
整備室 小学校・中学校の併設学校準備等

学校給食 学校給食
学校用務員 学校用務員
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２
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。
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、
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で
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密
検
査
や
受
診
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〈
令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
に
つ
い
て
〉

　
村
で
は
特
定
健
診
、
後
期

高
齢
者
健
診
、
が
ん
検
診
を

〇
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た

「
検
診
調
査
票
」
の
『
村
で

う
け
る
・
勤
務
先
で
う
け
る
・

個
人
で
う
け
る
（
人
間
ド
ッ

ク
等
）・
う
け
な
い
』
の
い

ず
れ
か
に
〇
を
し
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
村
で
の
健
診
を
希
望
さ
れ

た
方
に
は
、
後
日
、
検
診
票

等
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ

ン
に
よ
り
発
症
予
防
と
重
症

化
予
防
が
図
れ
ま
す
が
、
感

染
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
感
染
予
防
対
策
は
続
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
生
活
習
慣
病

や
免
疫
疾
患
等
の
病
気
が
あ

る
と
重
症
化
し
や
す
い
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
自
覚

症
状
が
な
い
方
も
毎
年
、
健

康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
か

ら
だ
の
状
態
を
確
認
し
、
必

要
な
検
査
や
治
療
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
健
診
会
場
で
は
、
入
場
時

の
検
温
や
手
指
消
毒
、
検
査

機
器
等
の
消
毒
、
換
気
等
の

感
染
症
予
防
対
策
を
行
い
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
後
、
精
密
検
査
や
受

後藤委員長より村長へ計画書が手渡されました

福
祉
施
設
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

最
終
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

福
祉
施
設
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

最
終
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
、

楽
し
く
認
知
症
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！

○
次
回
の
開
催
予
定
日

令
和
３
年
５
月
25
日
㈫

※
毎
月
第
４
火
曜
日
開
催

○
開
催
時
間

　
午
後
一
時
半
〜
三
時

○
開
催
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
機
能
訓
練
室

○
参
加
費
１
０
０
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

（
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に

十
分
に
配
慮
し
、
参
加
者

同
士
の
距
離
を
と
り
な
が

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
方
々
の
好
み

に
合
わ
せ
、
張
り
絵
や
塗

り
絵
、
折
り
紙
な
ど
様
々

な
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
予
防
を

す
る
ご
本
人
様
だ
け
で
な

く
、
家
で
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族
の
方
々
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
！

　
詳
し
く
は
、
天
龍
村
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

（
℡
32
―
１
０
２
１
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
予
防

オ
レ
ン
ジ

　
　カ
フ
ェ

各部署における主な業務内容
係等名 業　務　内　容

総務情報係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管
理、秘書・渉外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退
職手当、公務災害、公用車管理、防犯、自衛隊、消防・防災、消防無線・防災行政無線、交通安全、
交通災害共済、総合教育会議、人事評価制度、市町村合併、行革・集中改革プラン、地区活動・地
区懇談会・地区担当者制度、村民からの提案制度、出前講座、情報通信、CATV、ホームページ、広
報・公聴、ラジオ難視聴対策等

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺
地計画、広域行政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、村営バス、公共
交通、職員提案制度、統計、備品管理、債権管理、ふるさと納税等

県派遣 南信州地域振興局（リニア活用・企画振興業務）

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会等

農務国調係
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、
農道建設・維持管理、第３セクター経営改善、農産物特産品開発、農業事業継承支援、国土調査、公
衆道路等の登記等

林務係 林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護、狩猟、林道建設・維持管
理、林産物特産品開発、林業事業継承支援等

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３
セクター経営改善等

買物拠点 
準備室 買物拠点施設の開設準備・買物弱者対策等

移住定住 
推進係

移住・定住、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、地域おこし協力隊、集落支
援員、若者定住・結婚相談、構造改革特区、まち・ひと・しごと創生総合戦略、空き家バンク、職業
紹介指導、大学生インターン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学等

住民福祉係

戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、職業紹介指
導・雇用安定、児童手当、村民保養券、外出支援・福祉運送・タクシー券、民生委員・児童委員、青
少年健全育成、男女共同参画、人権擁護、保護司、生活保護、児童・母子(父子)・老人・障がい福祉、
日赤奉仕団、シルバー人材センター、埋火葬、個人番号、福祉施設、国民年金、行旅病人等

健康支援係
国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、福祉医療、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健
指導、健康増進・栄養指導、診療所、感染症予防、検診・予防接種、食品衛生、健康プラン、母子保
健等

天龍村国民健康保
険診療所 診療所事務、看護師業務等

天龍村地域包括支
援センター

地域包括ケア、在宅医療・介護連携、包括支援センター、介護予防、認知症対策、認定調査、地域支
援事業（運動教室・あつまらまい会・任意事業等）、福祉ICT、消費生活、災害支援、あったか券、権
利擁護、総合相談・支援、高齢者支援（要配慮者・高齢者避難等）等

社会就労センター 就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、
取引先との業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務等

天龍保育所 入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種行事計
画・実施、発達支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携等

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、地すべり、村営住宅（駅前活性化）、建築、廃屋対策等

環境水道係 簡易水道・簡易供給施設、生活用水、公共下水道、合併浄化槽、農業集落排水、し尿処理、狂犬病予
防、環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、公害、新エネルギー、墓地、行旅死亡人等

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分等

会計係 現金・金券の収受、出納管理、決算等

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納等

天龍温泉 施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就
労者の管理、源泉の維持・管理・運営等

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯
学習、社会体育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全
会議、放課後子ども教室、奨学金、なんでも館常設展示等

併設学校 
整備室 小学校・中学校の併設学校準備等

学校給食 学校給食
学校用務員 学校用務員
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天
龍
村
の
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、
施
設
の

老
朽
化
や
利
用
者
の
減
少
に
対
応
し
た
施
設

整
備
計
画
を
考
え
る
天
龍
村
福
祉
施
設
計
画

策
定
委
員
会
よ
り
令
和
３
年
２
月
１
日
㈪
、

最
終
報
告
が
行
わ
れ
村
長
へ
計
画
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
令
和
元
年
６
月
よ
り
、
先

進
地
視
察
等
も
行
い
な
が
ら
、
村
の
各
施
設

の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
た
上
で
、
今
後
の

施
設
整
備
の
方
向
性
や
運
営
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
計
画
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
計
画
書
で
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
龍
荘
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
天
龍
荘
、
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
森
の
郷
、
社
会
就
労
セ
ン

タ
ー
等
施
設
毎
に
建
替
や
改
修
、
施
設
の
再

編
等
の
整
備
計
画
を
定
め
、
老
朽
化
対
策
や

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
設
と
す
る
こ
と

や
、
利
用
者
か
ら
選
ば
れ
る
施
設
と
な
る
た

め
、
ハ
ー
ド
の

整
備
だ
け
で
な

く
職
員
の
資
質

向
上
や
人
材
の

確
保
な
ど
ソ
フ

ト
面
の
強
化
に

つ
い
て
明
記
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
村
で
は
、

こ
の
計
画
書
を

基
に
具
体
的
に

検
討
を
進
め
る

予
定
で
す
。

診
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
を
心
配
し
て
受
診
を
見
合

わ
せ
る
と
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
、
が
ん
等
の
生
活
習
慣
病

は
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

各
医
療
機
関
は
徹
底
し
た
感

染
症
予
防
対
策
を
行
い
、
診

療
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

精
密
検
査
や
受
診
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
検
査

を
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

〈
令
和
３
年
度
の
特
定
健
診
・

が
ん
検
診
に
つ
い
て
〉

　
村
で
は
特
定
健
診
、
後
期

高
齢
者
健
診
、
が
ん
検
診
を

〇
ペ
ー
ジ
の
よ
う
に
計
画
し

て
い
ま
す
。

　
各
戸
に
配
布
し
ま
し
た

「
検
診
調
査
票
」
の
『
村
で

う
け
る
・
勤
務
先
で
う
け
る
・

個
人
で
う
け
る
（
人
間
ド
ッ

ク
等
）・
う
け
な
い
』
の
い

ず
れ
か
に
〇
を
し
て
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
村
で
の
健
診
を
希
望
さ
れ

た
方
に
は
、
後
日
、
検
診
票

等
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
今
こ
そ
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク
チ

ン
に
よ
り
発
症
予
防
と
重
症

化
予
防
が
図
れ
ま
す
が
、
感

染
を
防
ぐ
こ
と
は
難
し
い
の

で
、
感
染
予
防
対
策
は
続
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
生
活
習
慣
病

や
免
疫
疾
患
等
の
病
気
が
あ

る
と
重
症
化
し
や
す
い
こ
と

も
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
自
覚

症
状
が
な
い
方
も
毎
年
、
健

康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
か

ら
だ
の
状
態
を
確
認
し
、
必

要
な
検
査
や
治
療
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
健
診
会
場
で
は
、
入
場
時

の
検
温
や
手
指
消
毒
、
検
査

機
器
等
の
消
毒
、
換
気
等
の

感
染
症
予
防
対
策
を
行
い
な

が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
健
診
後
、
精
密
検
査
や
受

後藤委員長より村長へ計画書が手渡されました

福
祉
施
設
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

最
終
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

福
祉
施
設
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

最
終
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
、

楽
し
く
認
知
症
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
！

○
次
回
の
開
催
予
定
日

令
和
３
年
５
月
25
日
㈫

※
毎
月
第
４
火
曜
日
開
催

○
開
催
時
間

　
午
後
一
時
半
〜
三
時

○
開
催
場
所

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
機
能
訓
練
室

○
参
加
費
１
０
０
円

○
希
望
者
は
送
迎
可

（
事
前
に
ご
相
談
下
さ
い
）

　
現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
予
防
に

十
分
に
配
慮
し
、
参
加
者

同
士
の
距
離
を
と
り
な
が

ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
の
方
々
の
好
み

に
合
わ
せ
、
張
り
絵
や
塗

り
絵
、
折
り
紙
な
ど
様
々

な
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
予
防
を

す
る
ご
本
人
様
だ
け
で
な

く
、
家
で
介
護
を
し
て
い

る
ご
家
族
の
方
々
の
参
加

も
大
歓
迎
で
す
！

　
詳
し
く
は
、
天
龍
村
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

（
℡
32
―
１
０
２
１
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

認
知
症
予
防

オ
レ
ン
ジ

　
　カ
フ
ェ

各部署における主な業務内容
係等名 業　務　内　容

総務情報係

異議申立て・請願・和解、公印管守、文書収受・発送、契約・係争等文書保管、庁舎・構内の保守管
理、秘書・渉外、人事・給与、任免・進退・賞罰・服務・身分、職員研修・福利厚生、職員共済・退
職手当、公務災害、公用車管理、防犯、自衛隊、消防・防災、消防無線・防災行政無線、交通安全、
交通災害共済、総合教育会議、人事評価制度、市町村合併、行革・集中改革プラン、地区活動・地
区懇談会・地区担当者制度、村民からの提案制度、出前講座、情報通信、CATV、ホームページ、広
報・公聴、ラジオ難視聴対策等

企画財政係
財政、予算・執行管理、公会計、地方交付税、村債、村有財産、総合計画、基本計画、過疎計画、辺
地計画、広域行政（南信州広域連合、定住自立圏、三遠南信、リニア中央新幹線）、村営バス、公共
交通、職員提案制度、統計、備品管理、債権管理、ふるさと納税等

県派遣 南信州地域振興局（リニア活用・企画振興業務）

議会事務局 議会、選挙管理委員会、監査委員会、褒賞、条例・規則、法規審査委員会等

農務国調係
農業・水産振興、畜産・家畜保健衛生、農地、土地改良、農業共済、農業委員会、農業後継者対策、
農道建設・維持管理、第３セクター経営改善、農産物特産品開発、農業事業継承支援、国土調査、公
衆道路等の登記等

林務係 林業・林産物の振興、村有林の経営管理、保安林、治山事業、鳥獣保護、狩猟、林道建設・維持管
理、林産物特産品開発、林業事業継承支援等

商工観光係 商工業の振興、商工金融、企業誘致・企業対策、観光事業振興、観光施設の維持管理、計量器、第３
セクター経営改善等

買物拠点 
準備室 買物拠点施設の開設準備・買物弱者対策等

移住定住 
推進係

移住・定住、いきいき活動支援金、県元気づくり支援金、都市との交流、地域おこし協力隊、集落支
援員、若者定住・結婚相談、構造改革特区、まち・ひと・しごと創生総合戦略、空き家バンク、職業
紹介指導、大学生インターン事業、地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）、山村留学等

住民福祉係

戸籍、住民基本台帳、外国人登録、印鑑登録、人口動態、国民年金、戦没者遺族等援護、職業紹介指
導・雇用安定、児童手当、村民保養券、外出支援・福祉運送・タクシー券、民生委員・児童委員、青
少年健全育成、男女共同参画、人権擁護、保護司、生活保護、児童・母子(父子)・老人・障がい福祉、
日赤奉仕団、シルバー人材センター、埋火葬、個人番号、福祉施設、国民年金、行旅病人等

健康支援係
国民健康保険、国民健康保険税の賦課徴収、福祉医療、後期高齢者医療、特定健診、介護保険、保健
指導、健康増進・栄養指導、診療所、感染症予防、検診・予防接種、食品衛生、健康プラン、母子保
健等

天龍村国民健康保
険診療所 診療所事務、看護師業務等

天龍村地域包括支
援センター

地域包括ケア、在宅医療・介護連携、包括支援センター、介護予防、認知症対策、認定調査、地域支
援事業（運動教室・あつまらまい会・任意事業等）、福祉ICT、消費生活、災害支援、あったか券、権
利擁護、総合相談・支援、高齢者支援（要配慮者・高齢者避難等）等

社会就労センター 就労者の管理、製作過程時の指導、材料・製品の受入れ、出荷・検査、加工賃の請求・支払計算等、
取引先との業務連絡、施設・備品の管理、医療互助会、その他授産業務等

天龍保育所 入所児の保育、保育所建物・各種施設備品等の管理、保育所利用者負担額算定・徴収、各種行事計
画・実施、発達支援、延長・希望・一時預かり保育、未就園児世帯への子育て支援、学校連携等

建設係 村道建設・維持管理、河川・治水・水防、地すべり、村営住宅（駅前活性化）、建築、廃屋対策等

環境水道係 簡易水道・簡易供給施設、生活用水、公共下水道、合併浄化槽、農業集落排水、し尿処理、狂犬病予
防、環境衛生、廃棄物処理、リサイクル、公害、新エネルギー、墓地、行旅死亡人等

税務係 村税賦課徴収、税統計・証明、土地家屋等の申告・届出・台帳整備、公図の保守管理、滞納処分等

会計係 現金・金券の収受、出納管理、決算等

南支所 住民基本台帳、印鑑、行政証明、村税その他収納等

天龍温泉 施設利用者サービス、施設利用料金の徴収、その他売上金等の徴収、現金管理、施設の維持管理、就
労者の管理、源泉の維持・管理・運営等

教育係
教育委員会事務局、学校教育全般、学校施設管理、学校給食、就学指導、教員住宅、社会教育、生涯
学習、社会体育、公民館、文化財保全保護、文化財調査、図書館管理運営、各施設管理、通学路安全
会議、放課後子ども教室、奨学金、なんでも館常設展示等

併設学校 
整備室 小学校・中学校の併設学校準備等

学校給食 学校給食
学校用務員 学校用務員
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３月から４月にかけては就職や退職、転入・転出など異動が多くなる時期です。
新たに国保に加入するときや、国保から他の健康保険に変わるときには届出が必要です。
国民健康保険と他の健康保険（社保など）の加入者に異動があった場合は、自動的に資格変更の手
続きが出来ませんので、必ず本人、又は家族の方の届出が必要です。
国保に加入・脱退の手続きはお早めにお願いします。

異動があった時はお早めに！国保への加入･脱退手続きを異動があった時はお早めに！国保への加入･脱退手続きを

★国保への加入の届出・脱退の手続きが遅れると、保険税を２重に納めることになったり医師の診療を受けるときに
トラブルの原因になったりしますので、異動があった場合はお早めに手続きをお願いします。

【お問合せ先　住民課健康支援係　☎32-1021】

届出に必要なもの

他市町村の転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した証明書・印鑑、年金手帳

被扶養者ではないという証明書、印鑑、年金手帳

保険証、母子健康手帳、印鑑

保険証、印鑑

国保と社保の両方の保険証、印鑑

（社保の保険証未交付の場合は加入証明書）

保険証、印鑑、年金手帳

こんなときには届出が必要です

他の市町村から転入してきたとき

職場の健康保険をやめたとき

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

国保加入世帯で子供が生まれたとき

他の市町村に転出するとき

職場の健康保険に加入したとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

　
一
昨
年
度
よ
り
引
続
き
、
風

し
ん
抗
体
保
有
率
の
低
い
世
代

と
い
わ
れ
る
、
昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
性
を
対
象

に
、
抗
体
検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
抗
体
検
査
を
受
け
た

結
果
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
こ

と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
４
月
以
降

に
風
し
ん
抗
体
検
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
「
十
分
な
抗
体
が
あ

る
」
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
方

は
、
今
回
改
め
て
風
し
ん
の
抗

体
検
査
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
平
成
31
年
４
月
〜

　
　
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

①
受
診
日
に
天
龍
村
に
住
所
の

あ
る
方

②
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
③
一
昨
年
度
よ
り
、
検
査
を
し

て
い
な
い
方
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い
て
は
、

４
月
下
旬
頃
通
知
と
と
も
に
対

象
者
の
方
へ
郵
送
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

・
抗
体
検
査
　
無
料

・
予
防
接
種
　
無
料

注
　

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約

の
必
要
や
、
委
託
を
受
け
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
医
療
機
関
へ
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。 

風
し
ん
抗
体
検
査・予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

実
施
期
間

費
　
　
用

実
施
医
療
機
関

対
　

象
　

者

令和３年４月１日付　天 龍 村 職 員 配 置 表
令和3年4月1日付けの人事異動などにより、下記の職員配置となりましたので、よろしくお願いします。

村長：永嶺 誠一　　教育長：竹田 順次
○総務課課長：大平　卓治（　）会計年度任用職員・（兼）兼務職員

係等名 係長等氏名 係員氏名 階
総務情報係 渡久山直樹 宮澤寿幸・青木裕一郎・（関浦千絵） ２階企画財政係 玉井　直江 田嶋迪朗・（後藤泰計 ・ 熊谷長治）
県派遣 － 金田祥吾 出先
○議会事務局

係等名 係長等氏名 係員氏名 階

議会事務局 （局長）藤澤壮士 
（兼）渡久山直樹 ２階

○地域振興課課長：秦　博実
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

農務国調係 橋爪　　貴 飯泉幸大・（兼）渡邊希

２階

林務係 伊藤　祐介 服部誠司
商工観光係 （兼）秦　　博実 柳澤慶介・渡邊希（県からの派遣）（松川友哉）
買物拠点準備室 （兼）内藤　孝雄 （兼）渡邊希・（西野明花 ・ 柳澤通子）

移住定住推進係 内藤　孝雄
小瀬水渉 
（牧野雅美・佐々木裕子・前田美沙・篠田大樹・片山素晴・
治部太一・前川未来・大石航平）

○住民課課長：鈴木　浩孝
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

住民福祉係 斎藤　正宏 玉置唯乃

１階

健康支援係 影原　　房 小林勇太・吉野あづ美・（杉浦志乃）
天龍村国民健康保険
診療所 （兼）鈴木　浩孝 （花田清一・久保田有美子）

天龍村地域包括支援
センター （兼）斎藤　正宏  栗生瑛理・新田泰祐・（宮澤育子）

社会就労センター 宮澤　栄朗 （鈴木隆雄 ・ 大平伸次 ・ 南屋佳子）
出先天龍保育所 宮澤真由美 

成瀬　理沙
 中島加奈子  ・ 塚田響  
 （勝又幸子 ・ 竹田朋子 ・ 増澤カズコ  ・ 野村雅子）

○建設課課長：野竹　英二
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

建設係 宮下　正和 坂田一万
１階環境水道係 中島　俊博 

藤澤　久美 大平成二

○税務会計課課長：熊谷　弘幸
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

税務係 松澤　一生 －
１階会計係 （兼）熊谷　弘幸 

（会計管理者） 長田みゆき

○南支所・天龍温泉所長：後藤　浩二
係等名 係長等氏名 係員氏名 階

南支所
影原　重喜

（兼：藤澤保夫）
出先天龍温泉 （藤澤保夫・村松二三子・田村元子・宮澤朝子・杉本まる

美・村松秀子・居山美保子・井澤志朗・恩澤利弘）
○教育委員会事務局長：橘　謙治

係等名 係長等氏名 係員氏名 階

教育係 （兼）橘　謙治
瀧澤翔・福士冬吾 
（山内孝一 ･板倉節子･橘和男･秦麻衣）

出先併設学校整備室 （駒井花子）
学校給食 － 後藤三八子・（金田久美子）
学校用務員 － （伊藤照子）
○社会福祉協議会派遣社会福祉協議会　大平崇史

○民間企業派遣㈲天龍農林業公社　清水保秀・森 祐二
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年齢

対象者

受診に
必要な
もの　

日時
場所

費用（個　人
負担金）

実施者
（お問い合
わせ先　）

婦人科検診

子宮頸がん：20歳以上
乳がん（エコー）：30歳～39歳及び
　　　　　　　　41歳～69歳の奇数歳
 　 　〃 　　 （マンモ）：40歳～70歳の偶数歳

受診希望者には、後日連絡致します

阿南病院

問診
子宮頸がん：細胞診
乳がん：超音波検査（エコー）、
　　　　マンモグラフィー
子宮頸がん　1,870円
乳がん（エコー）1,930円
乳がん（マンモグラフィー）3,360円

大腸がん

40歳以上

11月1日㈪
11月2日㈫

老人福祉センター
おきよめの湯

問診
便潜血検査
（２日法）

500円

満75歳以上の方

後期高齢者医療保険加入者
で希望される方

①長野県後期高齢者医療被
保険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/12㈪午後 老人福祉センター

7/13㈫午前 老人福祉センター

7/13㈫午後 おきよめの湯

1,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

勤務先などの医
療保険加入者及
びその扶養者

胃がん

40歳以上

11月2日㈫

おきよめの湯
老人福祉センター

問診
胃部X線撮影
（バリウム）

1,500円

肺がん

40歳以上

９月28日㈫
９月29日㈬

各地区を巡回しま
す

問診
胸部X線撮影

500円

検診
項目

対象者

実施日

受診
場所

検査
項目

受診料
（個　人
負担金）

お問い合わせ先：天龍村役場住民課　☎32-1021
※詳しくは、各戸にお配りしました「がん検診希望調査」をご覧いただき、申し込みください。

がん検診一覧表がん検診一覧表

1年に1度は、特定健診を受けましょう!1年に1度は、特定健診を受けましょう!

※人間ドックを受診予定の方は、村の集団特定健診は受診しないでください。
※75歳以上の方で定期的に病院を受診している方は、主治医とご相談ください。

当該年度40～74歳の方（75歳の誕生日前日まで）

天龍村国保加入者の方

（人間ドックとの重複受診はで
きません）

①天龍村国民健康保険被保
険者証

②受診券（６月中に送付予定）

7/12㈪午後 老人福祉センター

7/13㈫午前 老人福祉センター

7/13㈫午後 おきよめの湯

2,000円

天龍村役場住民課 ☎32-1021

高血圧症、脂質異常症、糖尿病などの生活習慣病のほとんどは自覚症状がないため、健診で早期発見しましょう。
また、内臓脂肪が過剰に蓄積した状態であるメタボリックシンドロームは、生活習慣病の原因と言われており、特定健診は
このメタボリックシンドロームに着目した内容になっています。ぜひ受診しましょう！

加入している各
医療保険者にお
問い合わせくだ
さい。

「特定健診」
とは…

特　定　健　診 特定保健指導

健診の結果、メ
タボリックシンド
ロームのリスク
に応じて、医師・
保健師などの専
門家から生活習
慣改善のサポー
トを６ヶ月間受け
られます。

健診のあとは、特
定保健指導を受
けましょう！

後期高齢者健康診査

令和３年度地区担当職員名簿及び配置表
令和３年４月１日現在

地区名 担当職員名

為 栗
影原　　房 長田みゆき

長島宇連

折 立 清水　保秀 大平　成二

清 水 玉井　直江 玉置　唯乃 栗生　瑛理

東 原 Ａ 鈴木　浩孝 野竹　英二 宮下　正和 宮澤　寿幸

東 原 Ｂ 秦　　博実 伊藤　祐介 小瀬水　渉

西 原 渡久山直樹 内藤　孝雄 青木裕一郎 吉野あづ美 福士　冬吾 宮澤真由美

中 央 宮澤　栄朗 大平　成二 宮澤真由美 成瀬　理沙 中島加奈子 塚田　　響

北 清水　保秀 小林　勇太

本 町 松澤　一生 服部　誠司 成瀬　理沙

余 野 熊谷　弘幸 小瀬水　渉

岡 本 橘　　謙治 森　　祐二 柳澤　慶介 金田　祥吾

長 野 町 影原　　房 影原　重喜

長 野 藤澤　久美 大平　崇史 吉野あづ美

南 上 坂田　一万 橋爪　　貴 中島加奈子

南 中 大平　卓治 田嶋　迪朗

栄 町 秦　　博実 斉藤　正宏 金田　祥吾

南 下 中島　俊博 青木裕一郎

松 島

大平　崇史 新田　泰祐 玉置　唯乃 塚田　　響 飯泉　幸大 長田みゆき
松島中電

独身住宅

長 沼

鶯 巣 橘　　謙治 服部　誠司 坂田　一万

十 久 保 渡久山直樹 瀧澤　　翔

下 山 宮下　正和 長田みゆき

中 井 侍 斎藤　正宏 玉井　直江

途中上平
中島　俊博 瀧澤　　翔

鶯巣宇連

福 島 後藤　浩二 藤澤　壮士 藤澤　久美 小林　勇太

倉 の 平 熊谷　弘幸 飯泉　幸大

坂 部 大平　卓治 宮澤　栄朗

中 組 野竹　英二 宮澤　寿幸

戸 口 鈴木　浩孝 飯泉　幸大

大 久 那 内藤　孝雄 柳澤　慶介

合 戸
森　　祐二 松澤　一生 福士　冬吾

見 遠

向 方
後藤　浩二 田嶋　迪朗 橋爪　　貴 栗生　瑛理

峠 山

大 河 内 藤澤　壮士 伊藤　祐介 後藤三八子

梨 畑 影原　重喜 新田　泰祐 後藤三八子
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今
年
度
か

ら
天
龍
村
教

育
委
員
会
で

お
世
話
に
な

り
ま
す
福
士

冬
吾
で
す
。

　
中
学
生
ま
で
は
天
龍
村
に
す
ん

で
い
ま
し
た
。
高
校
は
松
本
市
に

あ
る
松
商
学
園
に
行
き
甲
子
園

を
目
指
し
頑
張
っ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
千
葉
県
の
大
学
に
進
み

４
年
間
野
球
と
勉
強
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
７
年
間
は
お
盆
休
み
と
年

末
年
始
の
休
み
に
帰
っ
て
き
て
お

り
ま
し
た
が
、
帰
っ
て
く
る
た
び

「
天
龍
村
は
や
っ
ぱ
り
落
ち
着
く

な
ー
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
将

来
は
天
龍
村
に
住
め
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
か
ら
昨
年
度
ま
で

は
飯
田
市
の
ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
長
野

㈱
で
新
車
販
売
の
営
業
と
し
て
６

年
間
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
の
で

営
業
と
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
で
す
。

　
明
る
く
元
気
に
頑
張
り
ま
す
!!

国民健康保険にご加入の皆さんへ
人間ドック補助制度をご利用ください
今年度も生活習慣病などの早期発見、早期治療、重症化予防を目的とし、
加入者の健康保持増進を図るため、人間ドック費用の一部の補助を行います。
国保加入者の方は、ぜひご利用ください！

対象者

補助金額

補助を受けられる条件

申請に必要なもの

補助の流れ

注意事項

　　　　　・40歳以上74歳以下の天龍村国民健康保険に加入している方

　　　　　・人間ドック受診　　　　阿南病院　　　　20,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他医療機関　13,000円
　　　　　・脳ドック受診　　　　　16,000円（単独で受診）
　　　　　　　　　　　　　　　　　8,000円（人間ドックオプション時）

　
・人間ドック等受診後に健診結果を村へ提出した方。
・年度内（４月から翌年３月）に補助を受けていないこと。
　（補助は年度内で、人間ドック、脳ドックそれぞれ１回ずつとなります）
・年度内に村の集団特定健診や個別特定健診を受診していない方。
・申請日において、天龍村国保税を滞納していない世帯に属する方。

①個人で医療機関に予約をする。
②人間ドック等を受診する。
③健診結果が届いたら、役場窓口にて健診結果と領収書を添えて補助金の申請手続き及び保健師によ
る面談を行う（なるべく本人がお越し下さい）。
④後日、補助金の振込を行います。

　
・申請書（役場窓口にあります）　・領収書（原本）
・人間ドック健診結果（コピー）　・振込先が分かるもの　・印鑑

　
・７月以降に人間ドックを受診される方は、６月に送付予定の特定健診の受診券を持参して人間ドッ
クを受診してください。
・人間ドックを受診される方は、７月に行う集団特定健診を受診する必要はありません。
・その他不明な点はお問い合わせください。

～お問い合わせ先～
住民課　健康支援係
　　　  ☎32-1021

　
み
な
さ
ん

は
じ
め
ま
し

て
。
こ
の
度
、

地
域
お
こ

し
協
力
隊
に

採
用
さ
れ
ま
し
た
治
部
太
一
と
申

し
ま
す
。
年
齢
は
47
歳
で
す
。
横

浜
市
か
ら
の
移
住
と
な
り
ま
す
が
、

出
身
は
北
海
道
で
酪
農
が
盛
ん
な

十
勝
地
方
で
育
ち
ま
し
た
。

　
私
は
以
前
よ
り
地
位
・
肩
書
き
・

お
金
に
拘
ら
な
い
生
き
方
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
以

前
、
目
に
し
た
記
事
の
中
で
、「
や

り
た
い
こ
と
、
や
れ
る
こ
と
、
や

る
べ
き
こ
と
が
重
な
る
と
こ
ろ
に

本
当
の
幸
せ
が
あ
る
」
と
い
う
一

文
が
心
に
響
き
、
今
回
、
子
ど
も

達
が
独
り
立
ち
し
た
こ
と
を
期
に
、

人
生
の
折
り
返
し
は
自
分
が
納
得

で
き
る
生
活
を
し
よ
う
と
決
断
し
、

こ
こ
天
龍
村
で
一
歩
を
踏
み
出
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
活
動
内
容
は
具

体
的
に
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

狩
猟
に
よ
る
鳥
獣
の
捕
獲
、
管
理

及
び
生
体
調
査
な
ど
を
行
い
野
生

動
物
に
よ
る
被
害
の
軽
減
と
そ
れ

ら
活
動
の
情
報
発
信
や
空
き
家

の
有
効
活
用
な
ど
の
活
動
を
柱
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
果
を
出
す
ま
で
に
は
月
日
は
か

か
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
度
、

地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し

て
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
松
川
友
哉

と
申
し
ま
す
。
飯
田
市
出
身
の
33

歳
で
す
。（
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
の
村
澤
雄

大
君
の
同
級
生
で
す
）
活
動
の
内

容
は
、和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場
･
味
覚

小
屋
の
運
営
管
理
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
任
期
後
に
は
、
独

立
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

様
々
な
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、

こ
の
よ
う
な
形
で
天
龍
村
の
一
員

と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
村
の
玄
関
口
で
あ
る
和
知
野

川
エ
リ
ア
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
観
光

振
興
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
村
の

方
々
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
な
場
所
づ
く
り
を
目
指
し
て

誠
心
誠
意
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
キ
ャ
ン
プ

場
を
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
整
備
、
清
掃
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
味
覚
小
屋
の
利
活
用
も
検

討
し
つ
つ
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
売
店

に
て
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
提
供
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
未
熟

者
ゆ
え
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
初
め
ま
し

て
。
愛
知
県

か
ら
参
り
ま

し
た
、
前
川

未
来
と
申
し

ま
す
。
こ
の
度
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
天
龍
村
で
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

主
に
、
買
い
物
支
援
や
買
い
物
拠

点
施
設
に
関
す
る
事
業
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
初
め
て
こ
の
村
に
訪
れ
た
と

き
か
ら
感
じ
て
い
る
の
は
、
村
の

方
々
の
あ
た
た
か
さ
で
す
。
外
を

歩
い
て
い
る
と
き
、
役
場
へ
訪
れ

た
と
き
、
車
を
運
転
し
て
い
る
と

き
、
他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
あ
た
た
か
い
挨
拶
や
優
し
い
笑

顔
に
触
れ
ま
し
た
。
大
変
失
礼
な

が
ら
、
私
は
協
力
隊
に
応
募
を
す

る
ま
で
、
天
龍
村
の
こ
と
を
存
じ

上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
龍
村
の

こ
と
を
ほ
と
ん
ど
何
も
知
り
ま
せ

ん
。
な
に
か
ら
な
に
ま
で
ゼ
ロ
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
び
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

吸
収
し
て
、
み
な
さ
ん
の
あ
た
た

か
さ
へ
の
お
返
し
が
で
き
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
に
今
よ
り
も
っ
と
元
気

や
笑
顔
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
存
在
に
な
っ
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
未
熟
者
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
は
じ
め

ま
し
て
。
４

月
１
日
か

ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊

で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
、
大
石
航
平
と
申
し

ま
す
。
学
生
の
頃
か
ら
地
方
創
生

に
興
味
が
あ
り
、
３
年
間
、
鉄
道

会
社
に
勤
務
し
た
後
、
今
に
至
り

ま
す
。
現
在
地
方
の
過
疎
化
が
進

ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
消
滅

し
て
し
ま
う
集
落
は
あ
と
を
絶
た

な
い
で
し
ょ
う
。
集
落
が
消
滅
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
人
々
の
故
郷
、

ひ
い
て
は
居
場
所
が
消
滅
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
生

産
効
率
が
よ
く
、
便
利
な
都
会
に

は
人
口
が
集
中
し
、
そ
の
人
口
密

度
の
高
さ
に
よ
り
居
場
所
が
な
く

な
る
人
々
が
増
え
て
い
る
の
が
現

状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
口

を
分
散
し
、
よ
り
多
く
の
人
々
が

居
場
所
を
つ
く
る
に
は
地
方
創
生

が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
信
念

で
、
天
龍
村
で
活
動
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
の
村
を
興
す
の
は

主
役
で
あ
る
村
民
の
皆
さ
ん
で
あ

り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
と

な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

治

　部

　太

　一

松

　川

　友

　哉

前

　川

　未

　来

大

　石

　航

　平

新
協
力
隊
あ
い
さ
つ

じ

べ

た

い

ち

福

　士

　冬

　吾

新
規
採
用
職
員
あ
い
さ
つ

ふ

く

し

と

う

ご

ま

つ

か

わ

ゆ

う

や

ま

え

が

わ

み

く

お
お
い
し
こ
う
へ
い
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　介護保険料は３年ごとに見直すことになっており、令和３年度から令和５年度までの村の保険料基準額
（月額）は5,000円の同額で据え置きのため、保険料の変更はありませんが、令和３年４月１日より国の
示す保険料標準段階の第７段階・第８段階・第９段階の所得金額に変更があり、以下のとおりとなります。

介護保険料所得段階区分の変更について

段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

年額保険料
令和3年度～令和5年度

18,000円
 

30,000円
 

42,000円
　

54,000円

60,000円
保険料基準額（月額：5,000円）

72,000円

78,000円

90,000円

102,000円

対　　象　　者

生活保護の方及び世帯全員が住民税非課税で老
齢福祉年金を受給されている方、または前年所
得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方
世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額＋課
税年金収入額が80万円を超え120万円以下の
方
世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額＋課
税年金収入額が120万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、前年所得金額＋課税年金収
入額が80万円以下の方
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、第４段階以外の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額120万
円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が120
万円以上210万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が210
万円以上320万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が320
万円以上の方

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32－1023）

（2019年４月１日～ 2022年３月31日）
天龍村定住促進事業のあらまし

種
類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

16歳～40歳工事費の
20％以内41歳～50歳
工事費の10％以内51
歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額200万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。た
だし、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

16歳～40歳工事費の
20％以内41歳～50歳
工事費の10％以内51
歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

16歳～40歳取得費の
20％以内41歳～50歳
取得費の10％以内51
歳～60歳
取得費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

取
住
得
宅
補
用
助
地
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

夫婦10万円
単身 ５万円
２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円
右記⑥に該当する場
合は＋５万円

①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志
のある者

（夫婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就
農し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
補
助
金

５万円
右記③に該当する場
合は＋５万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及
び住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、
継続して２年以上勤務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

１㎞あたり10円
（支給限度：一月あ
たり10,000円但し、
支給総額の１／３の額
は村内SS利用クーポ
ン券にて助成）年間
支給券算出式
「10円×最短通勤往
復距離×１か月の通
勤日数（22日を上限
とする）×通勤月数」

①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。
ただし、当該月の勤務日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち２／３は現金で支給し、１／３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。
【クーポン券相当額計算式】支給総額×１／３（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド取扱
商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車等／利用不可能：専用カードへの入金）
⑥消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。

結
婚
祝
金

国内、外国人との結
婚を問わず１組５万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・年齢要
件は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第１子・第２子 20万円
第３子 50万円
第４子以降は第３子と
同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

注：介護保険料は前年度の所得が確定していない令和３年４月から令和３年６月まで前年の保険料（仮算定賦課）を納入いただき、令和３
　　年７月以降に所得が確定した段階で、令和３年度の保険料（本算定賦課）が決定します。



（11）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（20）2021年４月27日

　介護保険料は３年ごとに見直すことになっており、令和３年度から令和５年度までの村の保険料基準額
（月額）は5,000円の同額で据え置きのため、保険料の変更はありませんが、令和３年４月１日より国の
示す保険料標準段階の第７段階・第８段階・第９段階の所得金額に変更があり、以下のとおりとなります。

介護保険料所得段階区分の変更について

段　階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階
（基準額）

第６段階

第７段階

第８段階

第９段階

年額保険料
令和3年度～令和5年度

18,000円
 

30,000円
 

42,000円
　

54,000円

60,000円
保険料基準額（月額：5,000円）

72,000円

78,000円

90,000円

102,000円

対　　象　　者

生活保護の方及び世帯全員が住民税非課税で老
齢福祉年金を受給されている方、または前年所
得金額＋課税年金収入額が80万円以下の方
世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額＋課
税年金収入額が80万円を超え120万円以下の
方
世帯全員が住民税非課税で、前年所得金額＋課
税年金収入額が120万円を超える方

世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、前年所得金額＋課税年金収
入額が80万円以下の方
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人
は住民税非課税で、第４段階以外の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額120万
円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が120
万円以上210万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が210
万円以上320万円未満の方

本人が住民税課税で、前年合計所得金額が320
万円以上の方

※詳細は地域振興課 移住定住推進係までお問い合わせください。（☎32－1023）

（2019年４月１日～ 2022年３月31日）
天龍村定住促進事業のあらまし

種
類 補助金等の額 補助対象事業の範囲及び補助要件

住
宅
新
築
補
助
金

16歳～40歳工事費の
20％以内41歳～50歳
工事費の10％以内51
歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額200万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ永住の意志がある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請後２年以内に建築の完成を認める者
④補助金は１戸１件を対象とします。
⑤申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受け建設する場合は対象となりません。た
だし、村長が特別の理由があると認めるときは、この限りではありません。
⑥工事完成後に補助金を交付します。
⑦工事完成後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

住
宅
増
改
築
補
助
金

16歳～40歳工事費の
20％以内41歳～50歳
工事費の10％以内51
歳～60歳
工事費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③補助金は１戸１件を対象とします。
④申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて施工する場合は対象となりません。
⑤工事完了後に補助金を交付します。

空
き
家
等
取
得
補
助
金

16歳～40歳取得費の
20％以内41歳～50歳
取得費の10％以内51
歳～60歳
取得費の５％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③申請者本人及び同居者が他の補助金及び補償費を受けて取得する場合は対象となりません。
④空き屋等取得後に補助金を交付します。
⑤空き屋等取得後、申請者本人、又は同居の親族の名義に登記する必要があります。

取
住
得
宅
補
用
助
地
金

取得費の100％以内
（限度額100万円）

①天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志のある者
②申請時の年齢が16歳以上60歳以下の者
③住宅用地面積100㎡以上取得した者
④用地取得後に補助金を交付します。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
助
成
金

夫婦10万円
単身 ５万円
２歳以上18歳以下の
子供１人につき２万円
右記⑥に該当する場
合は＋５万円

①天龍村に16歳以上60歳以下でU・Ｉターンした者で、居住及び住所を有し、かつ、永住の意志
のある者

（夫婦の場合は居住・年齢要件は片方が該当していれば対象となります。）
②村内に居住した日から起算し、２年経過後に支給します。
③支給は１人につき１回限りとし、支給後の再転入は支給しません。
④申請者本人及び同居者が他の補助金を受けた場合は支給しません。
⑤申請時において２歳未満の子供がいる場合は、その子供に対し出産祝金の額を交付します。
⑥転入時に30歳以下でU・Ｉターンした者のうち、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就
農し、継続して２年以上勤務した場合は、①～⑤とは別に左記に定める助成金を支給します。

後
継
者
補
助
金

５万円
右記③に該当する場
合は＋５万円

①新規学卒後、村内に居住及び住所を有し、かつ、本人及び父母等に永住の意志がある者
②卒業した日から起算し、12か月経過後に支給します。ただし、申請時に12か月以上の居住及
び住所要件を満たしている必要があります。
③新規学卒した年に、村役場を除く村内事業所に就職ないし起業、就農し、
継続して２年以上勤務した場合は、①②とは別に左記に定める助成金を支給します。

通
勤
助
成
事
業

１㎞あたり10円
（支給限度：一月あ
たり10,000円但し、
支給総額の１／３の額
は村内SS利用クーポ
ン券にて助成）年間
支給券算出式
「10円×最短通勤往
復距離×１か月の通
勤日数（22日を上限
とする）×通勤月数」

①１月１日の申請基準日において天龍村に居住及び住所を有し、かつ、永住の意志がある者
②16歳以上で村外の就業地に勤務している者、及び村長が特別に認めた者に支給します。
③毎年１月から12月までの間の利用実績に応じ、支給総額を決定します。
ただし、当該月の勤務日数が15日を欠くときは当該月分については支給の対象となりません。
④支給総額のうち２／３は現金で支給し、１／３は村内SSで翌年度利用できるクーポン券（千円券）
を発行します。
【クーポン券相当額計算式】支給総額×１／３（但し百円単位は切り捨て、現金で支給）
⑤村内SS利用クーポン券は村内のガソリンスタンドに限り使用できるものとし、当該スタンド取扱
商品、サービスに対し使用できます。（利用可能の例：給油、灯油配達、タイヤ・オイル交換、
洗車等／利用不可能：専用カードへの入金）
⑥消防団員にあっては、年間支給額に10％の額を加算し支給します。

結
婚
祝
金

国内、外国人との結
婚を問わず１組５万円

①天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある夫婦（居住・年齢要
件は片方が該当していれば対象となります。）
②結婚祝金は重複して支給しません。

出
産
祝
金

第１子・第２子 20万円
第３子 50万円
第４子以降は第３子と
同額

父母のいずれかが天龍村に２年以上居住及び住所を有する者で、かつ、永住の意志のある父母。

注：介護保険料は前年度の所得が確定していない令和３年４月から令和３年６月まで前年の保険料（仮算定賦課）を納入いただき、令和３
　　年７月以降に所得が確定した段階で、令和３年度の保険料（本算定賦課）が決定します。



　
初
め
て
の
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天
龍
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３
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が
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１
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れ
、
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提
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が
あ
り
ま
し
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。

　
中
学
生
議
会
の
皆
さ
ん
こ
ん
に

ち
は
。
天
龍
村
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会
の
議
長
を
務

め
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ま
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大
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で
ご
ざ
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ま
す
。

　
本
日
は
、
天
龍
村
議
会
の
本
会

議
場
に
よ
う
こ
そ
お
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で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
村
と
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会
で
は
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
を
担
っ
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い
か
れ

る
中
学
生
の
皆
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方
か
ら
、
ふ
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さ
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龍
村
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日
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暮
ら
し

や
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
な
ど
に

つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
き
す
る

と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
村
の
行

政
や
議
会
の
仕
組
み
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知
っ
て
い

た
だ
き
、
政
治
へ
の
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
目
的

で
、
今
回
初
め
て
中
学
生
議
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
学
生
議
員
の
皆
さ
ん
が
知
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
遠
慮

な
く
ご
質
問
い
た
だ
い
た
り
、
村

に
対
す
る
思
い
や
、
ご
意
見
を
ご

自
由
に
発
言
し
て
い
た
だ
い
た
り

し
て
、
中
学
生
と
し
て
の
貴
重
な

体
験
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

で
い
か
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
で
き
れ
ば
、
私
ど
も
と
し

て
は
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

（21）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（10）2021年４月27日

議
会
だ
よ
り

天
龍
中
学
校

模
　擬
　議
　会

天
龍
中
学
校

模
　擬
　議
　会

第❶回議
長
あ
い
さ
つ
抜
粋

一
　般
　質
　問

○
橋
本
梨
花
さ
ん

一
、
台
風
・
地
震
等
の
自
然
災

害
備
え
に
つ
い
て

一
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
備
え

に
つ
い
て

一
、
人
口
１
０
０
０
人
台
を
保

つ
た
め
の
対
策
に
つ
い
て

〇
橘 

慶
司
郎
君

一
、
村
営
住
宅
に
つ
い
て

二
、
天
龍
村
の
雇
用
対
策
に
つ
い
て

三
、
道
路
に
つ
い
て

四
、
地
方
交
付
税
交
付
金
に
つ
い
て

○
橘 

礼
人
君

一
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
に
つ
い
て

二
、
移
動
販
売
に
つ
い
て

○
熊
谷
翔
太
君

一
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て

二
、
空
き
家
の
あ
り
方
に
つ
い
て

○
金
澤
実
生
さ
ん

一
、
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て

二
、
天
龍
村
の
情
報
発
信
に
つ

い
て

○
大
澤
希
美
さ
ん

一
、
天
龍
村
の
湖
岸
道
路
に
つ

い
て

二
、
公
園
建
設
に
つ
い
て

第１回 天龍中学校模擬議会

（９）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（22）2021年４月27日

　将来に渡り森林を健全な形で維持していくためには、計画的な森林整備とそこから生ずる資源を有効利
用する仕組みが必要です。
　村では令和２年度薪によるエネルギーの地消地産事業（長野県森林づくり県民税活用事業）で、森林整
備で生じた伐採木を薪として利用するための資機材導入と講習会を開催しました。また、薪の利用拡大の
ための検討会議や視察などを行いました。
　導入した薪割り機、運搬機、ロープウインチなどの資機材は、村内で薪づくりを行う方に貸与します。

一般会計等の財務諸表

薪づくり体験・講習会の様子導入した薪割り機

勤務形態 職　種 年齢・年齢制限該当事由 賃　金 求人者名・所在地 就業時間 加入保険等 必要な免許資格

フルタイム
警備業

（機械警備）
18歳以上

時　給
基本給
950円

綜合警備保障株式会社
（ALSOK）

東日本採用センター
東京都港区元赤坂1丁目6-6安全ビル
※就業場所：阿南町東條1407

①９：00～18：00
②18：00～９：00
③９：00～９：00

雇用・労災
健康・厚生

普通自動車免許
（AT限定可）

お問い合わせ：地域振興課　移住定住推進係（☎32－1023）まで

天龍村無料職業紹介所　村 内 求 人 情 報
　天龍村では、天龍村で人手がほしい事業者（農家などを含む）と働きたい人を地元でつなぎ、地域の雇
用創出と活性化を図る目的で、2017年（平成29年）7月から「天龍村無料職業紹介所」を設置しています。

天龍村のSNS
天龍村のSNSをご紹介します。下のQRコードを読み取ってください！

天龍村
（インスタグラム）

天龍村
（YouTube）

天龍村併設学校整備室
（Facebook）

天龍村ありが隊
（インスタグラム）

天龍村地域おこし協力隊
（Facebook）

ブッポウソウ
（インスタグラム）

●経常費用 ……………………………………… 22億152万円

　①業務費用（人件費、物件費など） ………17億5,888万円

　①移転費用（社会保障給付など） ………… 4億4,264万円

●経常収益 ……………………………………………6,801万円

　①使用料など ………………………………………3,788万円

　①その他 ……………………………………………3,013万円

●臨時損失 ……………………………………………1,236万円

●臨時利益 ……………………………………………… 76万円

●純行政コスト ………………………………△21億4,511万円

（村税などの一般財源）

前年度末純資産残高

本年度純資産変動額

　【内訳】

　①　純行政コスト

　②　財源（村税、補助金など）

　③　無償所管換等

本年度末純資産残高

163億2,535万円

△4億4,202万円

△21億4,511万円

17億304万円

5万円

158億8,333万円

○これまでに形成された資産 …………………………………188億2,977万円
○将来世代が負担する債務 …………………………………… 29億4,644万円
○過去及び現世代の負担済み額 ………………………………158億8,333万円
○行政サービスにかかったコスト …………………………… 21億4,511万円
○次年度への繰越金 ………………………………………………1億3,146万円

●資金収支計算書
1年間の資金の増減を性質別に表しています
資金は、1年間で7,308万円増加し、期末残高が
1億3,146万円になりました。
業務活動収支、財務活動収支の黒字で投資活動
収支の赤字を賄っています。 

●貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表
です。
村では188億2,977万円の資産を形成してきまし
た。
そのうち、純資産である158億8,333万円は過去
および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、
負債である29億4,644万円は将来の世代が負担
していくことになります。

●行政コスト計算書
1年間の行政サービスにかかったコストと財源
を表しています。
令和元年度の経常費用は22億152万円です。
経常費用から使用料や負担金などの経常収益
6,801万円を差し引きし、臨時損失と臨時利益
を含めた純行政コストは21億4,511万円となっ
ています。

●純資産変動計算書
貸借対照表の純資産の1年間の変動額を表して
います。
純資産は、1年間で4億4,202万円減少し、期末
残高が158億8,333万円になりました。
村税などの経常的な一般財源が純行政コストを
下回っているため純資産が減少（将来世代の負
担が増加）しました。

資産　188億2,977万円

【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）

 …169億2,751万円

②流動資産（基金、現金など）

 …19億226万円

（うち現金預金） 1億3,146万円

負債　29億4,644万円

【将来世代の負担】

①固定負債 26億2,062万円

②流動負債 3億2,582万円

純資産　158億8,333万円

【過去および現世代の負担】

当期収支

　【内訳】

　　①　業務活動収支

　　②　投資活動収支

　　③　財務活動収支

前年度末資金残高

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

7,308万円

3億7,506万円

△6億8,500万円

3億8,302万円

5,270万円

568万円

1億3,146万円

平成31年４月１日～令和２年３月31日

平成31年3月31日現在

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください。



（９）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（22）2021年４月27日

　将来に渡り森林を健全な形で維持していくためには、計画的な森林整備とそこから生ずる資源を有効利
用する仕組みが必要です。
　村では令和２年度薪によるエネルギーの地消地産事業（長野県森林づくり県民税活用事業）で、森林整
備で生じた伐採木を薪として利用するための資機材導入と講習会を開催しました。また、薪の利用拡大の
ための検討会議や視察などを行いました。
　導入した薪割り機、運搬機、ロープウインチなどの資機材は、村内で薪づくりを行う方に貸与します。

一般会計等の財務諸表

薪づくり体験・講習会の様子導入した薪割り機

勤務形態 職　種 年齢・年齢制限該当事由 賃　金 求人者名・所在地 就業時間 加入保険等 必要な免許資格

フルタイム
警備業

（機械警備）
18歳以上

時　給
基本給
950円

綜合警備保障株式会社
（ALSOK）

東日本採用センター
東京都港区元赤坂1丁目6-6安全ビル
※就業場所：阿南町東條1407

①９：00～18：00
②18：00～９：00
③９：00～９：00

雇用・労災
健康・厚生

普通自動車免許
（AT限定可）

お問い合わせ：地域振興課　移住定住推進係（☎32－1023）まで

天龍村無料職業紹介所　村 内 求 人 情 報
　天龍村では、天龍村で人手がほしい事業者（農家などを含む）と働きたい人を地元でつなぎ、地域の雇
用創出と活性化を図る目的で、2017年（平成29年）7月から「天龍村無料職業紹介所」を設置しています。

天龍村のSNS
天龍村のSNSをご紹介します。下のQRコードを読み取ってください！

天龍村
（インスタグラム）

天龍村
（YouTube）

天龍村併設学校整備室
（Facebook）

天龍村ありが隊
（インスタグラム）

天龍村地域おこし協力隊
（Facebook）

ブッポウソウ
（インスタグラム）

●経常費用 ……………………………………… 22億152万円

　①業務費用（人件費、物件費など） ………17億5,888万円

　①移転費用（社会保障給付など） ………… 4億4,264万円

●経常収益 ……………………………………………6,801万円

　①使用料など ………………………………………3,788万円

　①その他 ……………………………………………3,013万円

●臨時損失 ……………………………………………1,236万円

●臨時利益 ……………………………………………… 76万円

●純行政コスト ………………………………△21億4,511万円

（村税などの一般財源）

前年度末純資産残高

本年度純資産変動額

　【内訳】

　①　純行政コスト

　②　財源（村税、補助金など）

　③　無償所管換等

本年度末純資産残高

163億2,535万円

△4億4,202万円

△21億4,511万円

17億304万円

5万円

158億8,333万円

○これまでに形成された資産 …………………………………188億2,977万円
○将来世代が負担する債務 …………………………………… 29億4,644万円
○過去及び現世代の負担済み額 ………………………………158億8,333万円
○行政サービスにかかったコスト …………………………… 21億4,511万円
○次年度への繰越金 ………………………………………………1億3,146万円

●資金収支計算書
1年間の資金の増減を性質別に表しています
資金は、1年間で7,308万円増加し、期末残高が
1億3,146万円になりました。
業務活動収支、財務活動収支の黒字で投資活動
収支の赤字を賄っています。 

●貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表
です。
村では188億2,977万円の資産を形成してきまし
た。
そのうち、純資産である158億8,333万円は過去
および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、
負債である29億4,644万円は将来の世代が負担
していくことになります。

●行政コスト計算書
1年間の行政サービスにかかったコストと財源
を表しています。
令和元年度の経常費用は22億152万円です。
経常費用から使用料や負担金などの経常収益
6,801万円を差し引きし、臨時損失と臨時利益
を含めた純行政コストは21億4,511万円となっ
ています。

●純資産変動計算書
貸借対照表の純資産の1年間の変動額を表して
います。
純資産は、1年間で4億4,202万円減少し、期末
残高が158億8,333万円になりました。
村税などの経常的な一般財源が純行政コストを
下回っているため純資産が減少（将来世代の負
担が増加）しました。

資産　188億2,977万円

【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）

 …169億2,751万円

②流動資産（基金、現金など）

 …19億226万円

（うち現金預金） 1億3,146万円

負債　29億4,644万円

【将来世代の負担】

①固定負債 26億2,062万円

②流動負債 3億2,582万円

純資産　158億8,333万円

【過去および現世代の負担】

当期収支

　【内訳】

　　①　業務活動収支

　　②　投資活動収支

　　③　財務活動収支

前年度末資金残高

本年度末歳計外現金残高

本年度末現金預金残高

7,308万円

3億7,506万円

△6億8,500万円

3億8,302万円

5,270万円

568万円

1億3,146万円

平成31年４月１日～令和２年３月31日

平成31年3月31日現在

詳しくは、総務課企画財政係　☎32－2001へお問い合わせください。



（23）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（８）2021年４月27日

　地方公共団体の会計制度は１年間の現金の出入りを単純・明確に表現するために優れた会計です。しかし
資産や将来の負担などについての全体像は把握できません。そのため公会計制度では、現金の収支だけにと
らわれない発生主義の考え方に基づき、資産や負債の状況を示し、あわせて関係する団体との連結を行なう
ことで、地方公共団体の決算を新しい角度から情報開示します。
　財務諸表は、貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表により構成されます。
　天龍村では従来、「総務省方式改訂モデル」により作成してきましたが、平成28年度決算より国から示され
た「統一的な基準」により作成しております。これにより、自治体同士を比較することが可能となりました。
 なお、財務書類は一般会計、全体会計（一般会計＋特別会計（国保、水道、下水道、介護、後期高齢者））、連結（全
体会計＋第３セクター、広域連合、一部事務組合）の３種類を作成しています。

この疑問は、この「財務諸表」を見れば分かります

連結の財務諸表

次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？
次世代に引き継ぐ資産は？
次世代が負担する借金残高は？ 貸借対照表貸借対照表

経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担金でどれほどコストが賄われたか？
経常的な行政サービスにかかったコストは？
受益者負担金でどれほどコストが賄われたか？ 行政コスト計算書行政コスト計算書

経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？
経常的な行政活動や公共施設整備の財源は？
年間での資金の変動は？ 資金収支計算書資金収支計算書

資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？
資産がどのように変動したか？
資産はどのような財源で形成されたか？ 純資産変動計算書純資産変動計算書

統一的な基準による令和元年度天龍村の財務書類を公表します

連　　結
㈲龍泉閣
㈲天龍農林業公社
社会福祉法人天龍村社会福祉協議会
天龍村観光協会
下伊那南部総合事務組合
下伊那土木技術センター組合
下伊那自治センター組合

下伊那郡町村総合事務組合
長野県市町村自治振興組合
長野県市町村総合事務組合
長野県地方税滞納整理機構
南信地域町村交通災害共済事務組合
南信州広域連合
長野県後期高齢者医療広域連合

天龍村全体

国民健康保険特別会計
村営水道特別会計
村営下水道事業特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計

一
般
会
計

●連結範囲

●連結貸借対照表
保有している資産と債務を対照表示した一覧表です。これまでに212億7,985万円の資産を形成してきました。
そのうち、純資産である175億7,090万円は過去および現世代の負担で既に支払いが済んでおり、負債である
37億895万円は将来の世代が負担していくことになります。

令和2年3月31日現在

資産　212億7,985万円
【これまでに形成された資産】

①固定資産（学校、道路など）
 …191億1,062万円
②流動資産（基金、現金など）
 …21億6,923万円
（うち現金預金） 2億4,978万円

負債　37億895万円
【将来世代の負担】

①固定負債（地方債など） 32億9,151万円
②流動負債 4億1,744万円

純資産　175億7,090万円
【過去および現世代の負担】
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飯
田
信
用
金
庫
か
ら

　
　
　寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
こ
の
度
、板
倉
恒
夫
さ
ん（
岡

本
区
）
が
、
引
き
続
き
天
龍
村

の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
総
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
板
倉
さ
ん
は
、
平
成
31
年
４

月
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
任

期
は
、
令
和
５
年
３
月
ま
で
で

す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
な

ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

て
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
、
関
係
す

る
公
共
機
関
な
ど
に
連
絡
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
偶
数
月
に
行

っ
て
い
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ

て
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
い
日
程
に
つ
き

ま
し
て
は
、
村
内
放
送
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
の
内
容
は
、
堅
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、困
っ
た
こ
と
や
、

分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

村
議
会
議
員
報
酬
月
額

行
政
相
談
委
員
に

板
倉
恒
夫
さ
ん
再
任

広
報
天
龍
第
２
０
１
号（
１

月
号
）で
公
表
後
、１
月
25
日
現

在
で
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た

み
な
さ
ん
は
次
の
通
り
で
す
。

●
綿
貫
　
真
也
　
様

●
内
山
　
直
之
　
様

●
吉
澤
　
和
志
　
様

●
長
屋
　
一
宏
　
様

●
道
畑
　
亮
一
　
様

●
渡
辺
　
大
輝
　
様

●
見
延
　
　
歩
　
様

●
鎌
倉
　
之
彦
　
様

●
鈴
木
　
一
彰
　
様

●
礒
貝
俊
太
郎
　
様

●
伊
集
院
琢
磨
　
様

●
土
永
　
浩
史
　
様

●
加
納
真
由
子
　
様

●
土
屋
　
桂
史
　
様

●
土
屋
菜
央
美
　
様

●
水
野
　
　
隆
　
様

●
庄
司
　
大
地
　
様

●
鈴
木
　
敬
弘
　
様

●
小
川
　
敦
史
　
様

ふ
る
さ
と
寄
附
金

　
天
龍
村
と
Ｉ
Ｃ
Ｕ
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
は
、
お
互
い
が
よ
り
幅
広
い
分
野
で

協
力
し
、
天
龍
村
に
お
け
る
地
域
課
題
の
解
決

や
地
域
活
性
化
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
教
育
・
研
究
の
充

実
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
発
展
、

人
材
の
育
成
に
寄
与
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
実
習
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
天
龍
村
で
は
平
成
28
年
度
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
夏

休
み
期
間
を
中
心
に
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
学
生
及
び
海
外

協
定
校
の
学
生
が
参
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
地
域
活
動
や
、
天
龍
村
の
東
京
圏
に

お
け
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ

ン
、
地
域
産

品
の
販
路
拡

大
に
関
す
る

活
動
な
ど
を

し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い

し
ま
す
。

国
際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

と
、
サ
ー
ビ
ス･

ラ
ー
ニ
ン

グ
実
習
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
ま
し
た

●
佐
藤
　
弘
靖
　
様

●
小
曽
根
飛
鳥
　
様

●
遠
山
裕
一
郎
　
様

●L
ee P
ei W
en  

様

●
青
木
　
正
次
　
様

●
檜
垣
　
誠
司
　
様

●
宮
崎
　
紀
彰
　
様

●
加
藤
　
友
明
　
様

●
安
福
　
浩
明
　
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
２
７
９
名
の
方
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
電
話
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も
承
っ

て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax-

.jp/

サービス・ラーニングセンター長の西村さんと画面越しに握手

　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
令
和
３
年
度

村
議
会
議
員
報
酬
月
額
の
諮
問

を
受
け
て
、
２
月
４
日
㈭
に
審

議
会
を
開
催
し
、
２
月
15
日
㈪

に
、
福
士
和
成
会
長
か
ら
村
長

に
対
し
、
答
申
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
村
長
か
ら
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
に
向
け
た
改
正
案
と
し

て
報
酬
月
額
を
３
〜
10
％
引
き

上
げ
る
諮
問
が
さ
れ
た
が
、
審

議
の
中
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方

が
い
る
こ
と
や
、
議
員
活
動
が

見
え
に
く
い
と
の
意
見
が
大
半

を
占
め
、
村
の
財
政
状
況
や
社

会
情
勢
の
変
化
、
議
会
に
よ
る

活
動
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
村

民
に
伝
わ
る
議
員
活
動
に
尽
力

し
て
も
ら
う
こ
と
し
、
現
状
の

報
酬
月
額
に
据
え
置
く
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
村
長
は
、
答
申
の
結
果
を
踏

ま
え
、
村
議
会
議
員
の
報
酬
月

額
を
据
え
置
く
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
村
三
役
の
給
料
月
額

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
非
違
行

為
や
、
不
適
正
な
事
務
処
理
の

全
て
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
審
議
会
へ
の
諮
問
は
行

わ
ず
、
給
料
月
額
は
見
直
さ
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
村
議
会
議
員
報
酬

　
　
　
　
　
　及
び
村
特
別
職
給
料

令和 3年度村議会議員報酬月額

議　長：　　231,000 円（前年度と同額）
副議長：　　159,000 円（　　　〃　　　）
常任委員長：149,000 円（　　　〃　　　）
議　員：　　140,000 円（　　　〃　　　）

令和 3年度村特別職給料月額

村　長：　　600,000 円（前年度と同額）
副村長：　　520,000 円（　　　〃　　　）
教育長：　　460,000 円（　　　〃　　　）

　
３
月
12
日
㈮
に
興
亜
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株

式
会
社
よ
り
、
今
年
度
入
学
し
た
小
学
校
１
年

生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈
い
た
だ
き
、
４
月
６

日
㈫
に
行
わ
れ
た

天
龍
小
学
校
入
学

式
後
の
学
級
指
導

時
に
子
供
達
へ
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　
興
亜
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
株
式
会

社
で
は
毎
年
新
小

学
１
年
生
に
防
犯

意
識
の
啓
発
の
た

め
、
ブ
ザ
ー
を
贈

呈
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
飯
田
信
用
金
庫

様
か
ら
、
寄
付
型

地
域
応
援
定
期
預

金
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

（
エ
ー
ル
）
を
財

源
と
し
た
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

紙
面
を
も
っ
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
贈
呈

信金より寄附採納 防犯ブザー贈呈

　
副
村
長
の
小
林
公
人
さ
ん
が
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
４

月
に
天
龍
村
役
場
に
就
職
さ
れ
、

建
設
課
長
、
合
併
対
策
室
長
、

住
民
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
総

務
課
長
を
経
て
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
１
期
４
年
間
、
副
村
長

と
し
て
天
龍
村
の
発
展
の
た
め

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
天
龍
村
発
展
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
林
公
人

　副
村
長
退
任

天
龍
村
診
療
所
は
、
令
和
２

年
３
月
末
に
常
勤
医
師
が
不
在

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
村
直

営
診
療
所
と
し
て
「
天
龍
村
国

民
健
康
保
険
診
療
所
」
を
開
所

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
地
域
の
皆
様
方
、
関
係
各
位

に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

高
齢
化
率
の
高
い
本
村
で

は
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
中
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
そ
し

て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
確
立
し
た
い
と
の
考

え
か
ら
新
た
な
診
療
所
の
開
所

に
至
り
ま
し
た
。

今
後
も
、医
療
・
保
健
・
福
祉
・

介
護
の
連
携
に
よ
る
地
域
包
括

ケ
ア
を
進
め
、
地
域
医
療
の
拠

点
で
も
あ
る
県
立
阿
南
病
院

や
、
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
を

始
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
元
の
診
療
所
と

し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

天
龍
村
国
民
健
康

 

保
険
診
療
所
開
所
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●
佐
藤
　
弘
靖
　
様

●
小
曽
根
飛
鳥
　
様

●
遠
山
裕
一
郎
　
様

●L
ee P
ei W
en  

様

●
青
木
　
正
次
　
様

●
檜
垣
　
誠
司
　
様

●
宮
崎
　
紀
彰
　
様

●
加
藤
　
友
明
　
様

●
安
福
　
浩
明
　
様

本
人
の
希
望
に
よ
り
氏
名
を

公
表
で
き
な
い
方
が
い
ま
す
。

今
回
は
２
７
９
名
の
方
か
ら
寄

附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
天
龍
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
は
、

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」か
ら

も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
決
済

方
法
は
金
融
機
関
か
ら
の
振
込

み
の
ほ
か
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
も
可
能
で
す
。
電
話
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、役
場
窓
口
で
も
承
っ

て
い
ま
す
。

◎
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス

http://w
w
w
.furusato-tax-

.jp/

サービス・ラーニングセンター長の西村さんと画面越しに握手

　
天
龍
村
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
村
長
か
ら
令
和
３
年
度

村
議
会
議
員
報
酬
月
額
の
諮
問

を
受
け
て
、
２
月
４
日
㈭
に
審

議
会
を
開
催
し
、
２
月
15
日
㈪

に
、
福
士
和
成
会
長
か
ら
村
長

に
対
し
、
答
申
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
答
申
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
村
長
か
ら
議
員
の
な
り
手
不

足
解
消
に
向
け
た
改
正
案
と
し

て
報
酬
月
額
を
３
〜
10
％
引
き

上
げ
る
諮
問
が
さ
れ
た
が
、
審

議
の
中
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方

が
い
る
こ
と
や
、
議
員
活
動
が

見
え
に
く
い
と
の
意
見
が
大
半

を
占
め
、
村
の
財
政
状
況
や
社

会
情
勢
の
変
化
、
議
会
に
よ
る

活
動
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
村

民
に
伝
わ
る
議
員
活
動
に
尽
力

し
て
も
ら
う
こ
と
し
、
現
状
の

報
酬
月
額
に
据
え
置
く
こ
と
が

妥
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　
村
長
は
、
答
申
の
結
果
を
踏

ま
え
、
村
議
会
議
員
の
報
酬
月

額
を
据
え
置
く
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
な
お
、
村
三
役
の
給
料
月
額

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
非
違
行

為
や
、
不
適
正
な
事
務
処
理
の

全
て
が
解
決
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
審
議
会
へ
の
諮
問
は
行

わ
ず
、
給
料
月
額
は
見
直
さ
な

い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
村
議
会
議
員
報
酬

　
　
　
　
　
　及
び
村
特
別
職
給
料

令和 3年度村議会議員報酬月額

議　長：　　231,000 円（前年度と同額）
副議長：　　159,000 円（　　　〃　　　）
常任委員長：149,000 円（　　　〃　　　）
議　員：　　140,000 円（　　　〃　　　）

令和 3年度村特別職給料月額

村　長：　　600,000 円（前年度と同額）
副村長：　　520,000 円（　　　〃　　　）
教育長：　　460,000 円（　　　〃　　　）

　
３
月
12
日
㈮
に
興
亜
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
株

式
会
社
よ
り
、
今
年
度
入
学
し
た
小
学
校
１
年

生
に
防
犯
ブ
ザ
ー
を
贈
呈
い
た
だ
き
、
４
月
６

日
㈫
に
行
わ
れ
た

天
龍
小
学
校
入
学

式
後
の
学
級
指
導

時
に
子
供
達
へ
配

布
さ
れ
ま
し
た
。

　
興
亜
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
株
式
会

社
で
は
毎
年
新
小

学
１
年
生
に
防
犯

意
識
の
啓
発
の
た

め
、
ブ
ザ
ー
を
贈

呈
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
飯
田
信
用
金
庫

様
か
ら
、
寄
付
型

地
域
応
援
定
期
預

金
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」

（
エ
ー
ル
）
を
財

源
と
し
た
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た

紙
面
を
も
っ
て
厚

く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
の
贈
呈

信金より寄附採納 防犯ブザー贈呈

　
副
村
長
の
小
林
公
人
さ
ん
が
、

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

に
よ
り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
昭
和
51
年
４

月
に
天
龍
村
役
場
に
就
職
さ
れ
、

建
設
課
長
、
合
併
対
策
室
長
、

住
民
課
長
な
ど
を
歴
任
し
、
総

務
課
長
を
経
て
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
１
期
４
年
間
、
副
村
長

と
し
て
天
龍
村
の
発
展
の
た
め

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
天
龍
村
発
展
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
林
公
人

　副
村
長
退
任

天
龍
村
診
療
所
は
、
令
和
２

年
３
月
末
に
常
勤
医
師
が
不
在

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令

和
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
村
直

営
診
療
所
と
し
て
「
天
龍
村
国

民
健
康
保
険
診
療
所
」
を
開
所

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
地
域
の
皆
様
方
、
関
係
各
位

に
対
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

高
齢
化
率
の
高
い
本
村
で

は
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者
世

帯
が
増
加
し
て
い
る
中
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
そ
し

て
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
を
確
立
し
た
い
と
の
考

え
か
ら
新
た
な
診
療
所
の
開
所

に
至
り
ま
し
た
。

今
後
も
、医
療
・
保
健
・
福
祉
・

介
護
の
連
携
に
よ
る
地
域
包
括

ケ
ア
を
進
め
、
地
域
医
療
の
拠

点
で
も
あ
る
県
立
阿
南
病
院

や
、
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
を

始
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
元
の
診
療
所
と

し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

天
龍
村
国
民
健
康

 
保
険
診
療
所
開
所
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

※R元年度までは実績、R2は決算見込み、R3は当初予算で算出。

（単位：万円）

（単位：万円）

年度末残高

借入額

公債費

年度
H14
H15
H16
H17
H18
H19
H20
H21
H22
H23
H24
H25
H26
H27
H28
H29
H30
R元
R２
R３

当初予算額
251,000
260,800
222,000
209,600
192,600
187,500
178,700
179,000
179,000
176,000
204,000
170,000
197,400
173,600
160,000
166,000
173,000
230,000
211,400
204,000

年度

H14

H15

H16

H17

H18

H19

H20

H21

H22

H23

H24

H25

H26

H27

H28

H29

H30

R元

R２

R３

公債費

61,932

64,358

68,411

76,710

78,178

84,989

74,594

72,273

56,233

54,965

47,384

35,791

30,251

27,538

22,213

29,101

31,484

30,584

30,388

30,271

借入額

69,010

79,890

36,730

29,140

22,360

15,762

15,288

16,507

25,474

20,963

51,309

20,554

40,059

64,471

24,114

23,869

26,987

68,368

57,602

36,780

年度末残高

473,469

497,713

474,183

438,963

389,540

325,731

270,884

218,675

190,713

158,994

164,656

150,900

161,925

199,962

202,822

198,391

194,542

232,844

260,058

266,567

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3

直
近
20
年
の
当
初
予
算
額
推
移

直近２０年間の村債借入額等推移

ＣＡＴＶ整備

役場庁舎耐震改修

保育所整備

温泉大規模改修

駅前活性化住宅建設

防災行政無線同報系
デジタル化工事

ニ
セ
ン
ジ
自
然
公
園

 

パ
タ
ー
＆
マ
レ
ッ
ト

  

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

す
。

　
豊
か
な
緑
と
澄
ん
だ
川
の
流

れ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
是
非
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
／
通
年
（
年
末
年

始
を
除
く
）

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
1
0
2
3
）

　
４
月
１
日
㈭
か
ら
営
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　
早
木
戸
川
の
清
流
を
眺
め
な

が
ら
、
ご
家
族
や
お
友
達
、
地

区
の
方
々
と
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
１
プ
レ
イ
大
人
５
０
０
円
、

小
人
２
０
０
円
（
中
学
生
以

下
）、
12
枚
綴
り
回
数
券
５
０

０
０
円
。

●
営
業
期
間
／
４
月
１
日
㈭
か

ら
11
月
30
日
㈫

●
定
休
日
／
毎
週
火
曜
日
　

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
1
0
2
3
）

大
河
内
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

　
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
龍

泉
閣
は
平
成
13
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
、
今
年
で
20
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
龍
泉
閣

を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お
客
様

へ
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
様
々

な
特
典
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

村
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
地
域

の
皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
愛
さ
れ
る

施
設
を
目
指
し
て
営
業
し
て
参

り
ま
す
の
で
。
多
く
の
方
々
の

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
　

　
特
典
１

　
４
月
１
日
か
ら
千
円
以
上
ご

利
用
い
た
だ
い
た
方
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
贈
呈

（
先
着
順
無
く
な
り
次
第
終
了
）

　
特
典
２

　
４
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
１

階
レ
ス
ト
ラ
ン
及
び
４
階
ラ
ウ

ン
ジ
全
品
20
％
割

　
特
典
３

　
毎
月
20
日
は
１
階
レ
ス
ト
ラ

ン
及
び
４
階
ラ
ウ
ン
ジ
全
品
20

％
割
引
（
１
年
間
）

※
20
日
が
休
業
日
の
場
合
は
そ

の
翌
日

　
そ
の
他

新
メ
ニ
ュ
ー
登
場

・
ダ
ム
カ
レ
ー
（
１
日
限
定
５

食
）

・
あ
ん
か
け
焼
き
そ
ば

・
え
び
天
丼

〈
お
問
合
せ
先
〉

ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
龍

泉
閣（
電
話
32
ー
1
0
8
8
）

　
村
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
支

出
低
迷
に
対
し
、
消
費
喚
起
と

地
元
店
舗
の
事
業
継
続
及
び
売

上
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
収

入
減
に
よ
る
生
活
支
援
を
目
的

と
し
た
「
第
２
弾
地
元
店
舗
応

　
４
月
20
日
㈫
か
ら
大
河
内
森

林
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　
オ
ー
ト
サ
イ
ト
は
１
区
画
１

泊
２
０
０
０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
１
泊
１
０
０
０
円
で
す
。

　
静
か
な
場
所
で
思
い
思
い
の

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
是
非
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
営
業
期
間
／
４
月
20
日
㈫
か

ら
10
月
31
日
㈰

●
予
約
、
お
問
合
せ
先
／
地
域

振
興
課
商
工
観
光
係
（
電
話

32
―
1
0
2
3
）

　
４
月
20
日
㈫
か
ら
和
知
野
川

キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
平
日
・
日
曜

日
・
祝
日
は
１
棟
１
泊
５
０
０

０
円
、土
曜
日
と
祝
日
の
前
日
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
・
お
盆

の
期
間
中
は
１
棟
１
泊
８
０
０

０
円
で
す
。

　
フ
リ
ー
サ
イ
ト
は
テ
ン
ト
１

張
１
泊
に
つ
き
１
０
０
０
円
で

和
知
野
川
キ
ャ
ン
プ
場

オ
ー
プ
ン

トートバッグイメージ　
色は薄いブルー

ダムカレー
イメージ

援
券
発
行
事
業
」
を
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
期
限

内
に
取
扱
店
舗
に
て
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

●
配
布
対
象
者

　
令
和
３
年
４
月
15
日
現
在

で
、
天
龍
村
に
住
所
を
有
す
る

全
村
民

　
令
和
３
年
４
月
16
日
か
ら
同

年
９
月
30
日
ま
で
に
天
龍
村
に

転
入
届
を
提
出
し
た
者

●
支
給
額

　
村
民
一
人
当
た
り
２
万
円

●
有
効
期
間

　
令
和
３
年
５
月
１
日
㈯
か
ら

令
和
３
年
10
月
31
日
㈰

●
取
扱
店
舗

　
４
月
26
日
付
で
郵
送
し
ま
し

た
取
扱
店
一
覧
表
を
ご
参
照
く

だ
さ
い

龍
泉
閣
お
か
げ
さ
ま
で

20
周
年
！

第
２
弾
地
元
店
舗
応
援
券

の
配
布
に
つ
い
て

（５）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（26）2021年４月27日

前年差

△939万円

1,441万円

△608万円

△1,809万円

△5,347万円

3,168万円

前年差

△3,993万円

△295万円

5,284万円

△2,093万円

1億4,528万円

△1億5,942万円

317万円

△117万円

予算額

4億2,992万円

2億8,846万円

1億328万円

2億3,784万円

4億7,785万円

1億3,978万円

予算額

3億1,108万円

3億1,867万円

1億2,776万円

1億8,234万円

4億1,924万円

4,544万円

1億8,568万円

3億271万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

97.9%

105.3%

94.4%

92.9%

89.9%

129.3%

前年比

88.6%

99.1%

170.5%

89.7%

153.0%

22.2%

101.7%

99.6%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員などの報
酬・給与・手当です。（職員の異動などによる減）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料など
です。（新型コロナウイルスワクチン接種委託料などによる増）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です。（光整備負担金などによる減）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担
金です。（防災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ支
出されるものです（国保診療所特別会計繰出金などによる増）。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。
（光整備負担金などによる減）
福祉など住民生活のための経費です。
健康増進、疾病予防、環境保全、清掃などのための経費で
す。（国保診療所特別会計繰出金、新型コロナウイルスワ
クチン接種事業費などによる増）
農林業に関する経費です。（林道向方線改良事業などによ
る減）
村道整備や住宅などに関する経費です。（駅前活性化住
宅建設などによる増）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（防
災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）

小・中学校や社会教育などに関する経費です。

国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将来
の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別

（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
83,591
41.0%

投資的経費
48,504　23.7%

その他
経　費
71,905
35.3%

人件費
42,992
21.1%

総務費
31,108
15.2%

公債費
30,271
14.8%

災害復旧費
719　0.4%

民生費
31,867
15.6%

予備費
300　0.1%

衛生費
12,776　6.3%

労働費　8　0.0%

商工費　10,209　5.0%

土木費
41,924
20.7%

消防費
4,544
2.2%

教育費
18,568
9.1%

農林水産業費　18,234　8.9%

扶助費
10,328
5.1%

普通建設事業費
47,785　23.4%

公債費
30,271
14.8%

物件費
28.846
14.1%

補助費等
23,784
11.7%

繰出金
13,978
6.9%

維持補修費
3,634　1.8%

積立金
1,363　0.7%

予備費
300　0.1% 議会費　3,472　1.7%

災害復旧費
719　0.3%

　
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付

金
事
業
を
活
用
し
、
昨
年
度

は
村
道
天
竜
川
線
法
面
防
災

工
事
、
村
道
万
城
線
法
面
防

災
舗
装
工
事
、
消
防
団
車
両

整
備
事
業
、
保
育
所
運
営
事

業
の
４
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
交
付
金
は
、
ダ
ム

な
ど
の
発
電
施
設
の
あ
る
市

町
村
へ
交
付
さ
れ
、
天
龍
村

に
は
約
３
千
万
円
が
毎
年
交

付
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
村
道
天
竜
川
線

法
面
防
災
工
事

　
過
去
に
崩
落
が
発
生
し
、

地
山
が
大
き
く
崩
れ
た
箇
所

へ
吹
付
工
事
を
実
施
し
、
鶯

巣
宇
連
地
区
へ
の
唯
一
の
路
線

と
し
て
安
全
性
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

②
村
道
万
城
線

法
面
防
災
舗
装
工
事

　
風
化
が
進
ん
だ
斜
面
へ
の
法

留
工
と
老
朽
化
し
た
舗
装
の
打

替
を
あ
わ
せ
て
行
っ
た
こ
と

で
、
よ
り
安
全
に
通
行
で
き
る

道
と
な
り
ま
し
た
。

③
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
整
備
事
業

　
長
野
町
地
区
に
配
備
し
て
い

た
積
載
車
は
、
購
入
し
て
か
ら

25
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ

り
地
元
住
民
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

④
保
育
所
運
営
事
業

保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
保
育
士
４
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
）
の
確
保
に
よ
り
、
地
域

格
差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

令
和
２
年
度
事
業
概
要

村道万城線法面防災舗装工事

ボーリングマシンを起動し安全祈願

小型動力ポンプ付
積載車整備事業

村道天竜川線

国
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業
着
工
式

　
３
月
28
日
㈬
、
天
龍
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
国
主
催
に
よ

る
着
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、村
を
代
表
し
村
長
、

議
会
議
長
、
今
後
工
事
が
予
定

さ
れ
る
地
権
者
の
み
な
さ
ん
と

一
部
の
区
長
が
招
待
さ
れ
、
天

竜
川
上
流
河
川
事
務
所
よ
り
地

す
べ
り
対
策
事
業
の
あ
ら
ま
し

や
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
地

質
調
査
に
使
用
す
る
ボ
ー
リ
ン

グ
マ
シ
ン
が
始
動
さ
れ
る
と
と

も
に
、
事
業
の
安
全
が
祈
願
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、南
下
区
を
皮
切
り
に
、

平
岡
駅
周
辺
の
広
い
範
囲
で
工

事
が
随
時
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
中
井
侍
区
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
調
査
が
実
施
さ

れ
る
見
込
み
で
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

村営バス神原線（平岡郵便局～大河内）

広域バス平岡線（平岡～和田）

乗合タクシー平岡線（平岡～和田）

村
営
バ
ス
等
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
運
行
に
つ
い
て

4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
（木・祝）（金）（土）（日）（月・祝）（火・祝）（水・祝）（木）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行

× 〇 × × × × × 〇

運休 通常運行 運休 通常運行

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 平日ダイヤ土日祝ダイヤ



（５）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（26）2021年４月27日

前年差

△939万円

1,441万円

△608万円

△1,809万円

△5,347万円

3,168万円

前年差

△3,993万円

△295万円

5,284万円

△2,093万円

1億4,528万円

△1億5,942万円

317万円

△117万円

予算額

4億2,992万円

2億8,846万円

1億328万円

2億3,784万円

4億7,785万円

1億3,978万円

予算額

3億1,108万円

3億1,867万円

1億2,776万円

1億8,234万円

4億1,924万円

4,544万円

1億8,568万円

3億271万円

歳出項目

人件費

物件費

扶助費

補助費等

普通建設事業費

繰出金

歳出項目

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

消防費

教育費

公債費

前年比

97.9%

105.3%

94.4%

92.9%

89.9%

129.3%

前年比

88.6%

99.1%

170.5%

89.7%

153.0%

22.2%

101.7%

99.6%

歳　　出

【性質別経費】　　※性質別経費とは、村の経費をその経済的性質を基準として主に以下にある分類にわけたものです。

【目的別経費】　　※目的別経費とは、経費を行政目的毎に分類したものです。

（単位：万円）

おもな歳出の手当、費用の説明

議会議員・特別職・一般職員・会計年度任用職員などの報
酬・給与・手当です。（職員の異動などによる減）
消耗品や燃料、電話料、郵便料、備品購入費、各種委託料など
です。（新型コロナウイルスワクチン接種委託料などによる増）
法に基づき、児童、生徒、障がい者、高齢者に対して支払わ
れる医療費給付などです。
建物や自動車の保険料、広域連合など他団体に対する負
担金や補助金・交付金です。（光整備負担金などによる減）
道路改良やその他の工事費、国、県の建設事業に対する負担
金です。（防災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）
一般会計から国保や水道・下水、介護保険などの特別会計へ支
出されるものです（国保診療所特別会計繰出金などによる増）。

おもな歳出の手当、費用の説明

おもに村の基本的な行財税政の運営のための経費です。
（光整備負担金などによる減）
福祉など住民生活のための経費です。
健康増進、疾病予防、環境保全、清掃などのための経費で
す。（国保診療所特別会計繰出金、新型コロナウイルスワ
クチン接種事業費などによる増）
農林業に関する経費です。（林道向方線改良事業などによ
る減）
村道整備や住宅などに関する経費です。（駅前活性化住
宅建設などによる増）
消防や火災予防などの災害対策のための経費です。（防
災行政無線同報系デジタル化工事などによる減）

小・中学校や社会教育などに関する経費です。

国などから借り入れた村債の返済金です。今年度も将来
の負担を軽減するため、繰上償還を行います。

目　的　別

（単位：万円）

性　質　別

義務的
経　費
83,591
41.0%

投資的経費
48,504　23.7%

その他
経　費
71,905
35.3%

人件費
42,992
21.1%

総務費
31,108
15.2%

公債費
30,271
14.8%

災害復旧費
719　0.4%

民生費
31,867
15.6%

予備費
300　0.1%

衛生費
12,776　6.3%

労働費　8　0.0%

商工費　10,209　5.0%

土木費
41,924
20.7%

消防費
4,544
2.2%

教育費
18,568
9.1%

農林水産業費　18,234　8.9%

扶助費
10,328
5.1%

普通建設事業費
47,785　23.4%

公債費
30,271
14.8%

物件費
28.846
14.1%

補助費等
23,784
11.7%

繰出金
13,978
6.9%

維持補修費
3,634　1.8%

積立金
1,363　0.7%

予備費
300　0.1% 議会費　3,472　1.7%

災害復旧費
719　0.3%
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を
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、
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事
、
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万
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、
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両
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事
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、
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の
４
事
業
を
実
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し
ま
し

た
。
こ
の
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付
金
は
、
ダ
ム

な
ど
の
発
電
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設
の
あ
る
市

町
村
へ
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付
さ
れ
、
天
龍
村

に
は
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交
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す
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法
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過
去
に
崩
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が
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、

地
山
が
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箇
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へ
吹
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を
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し
、
鶯

巣
宇
連
地
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へ
の
唯
一
の
路
線

と
し
て
安
全
性
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

②
村
道
万
城
線

法
面
防
災
舗
装
工
事

　
風
化
が
進
ん
だ
斜
面
へ
の
法

留
工
と
老
朽
化
し
た
舗
装
の
打

替
を
あ
わ
せ
て
行
っ
た
こ
と

で
、
よ
り
安
全
に
通
行
で
き
る

道
と
な
り
ま
し
た
。

③
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
整
備
事
業

　
長
野
町
地
区
に
配
備
し
て
い

た
積
載
車
は
、
購
入
し
て
か
ら

25
年
以
上
が
経
過
し
老
朽
化
が

進
ん
で
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ

り
地
元
住
民
の
安
心
・
安
全
の

確
保
に
繋
が
り
ま
し
た
。

④
保
育
所
運
営
事
業

保
育
所
職
員
の
人
件
費

　
保
育
士
４
名
分
の
人
件
費

（
８
ヶ
月
分
お
よ
び
期
末
勤
勉

手
当
）
の
確
保
に
よ
り
、
地
域

格
差
の
な
い
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
継
続
し
て
保
育
環
境

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業

令
和
２
年
度
事
業
概
要

村道万城線法面防災舗装工事

ボーリングマシンを起動し安全祈願

小型動力ポンプ付
積載車整備事業

村道天竜川線

国
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業
着
工
式

　
３
月
28
日
㈬
、
天
龍
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
国
主
催
に
よ

る
着
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
、村
を
代
表
し
村
長
、

議
会
議
長
、
今
後
工
事
が
予
定

さ
れ
る
地
権
者
の
み
な
さ
ん
と

一
部
の
区
長
が
招
待
さ
れ
、
天

竜
川
上
流
河
川
事
務
所
よ
り
地

す
べ
り
対
策
事
業
の
あ
ら
ま
し

や
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
式
典

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
地

質
調
査
に
使
用
す
る
ボ
ー
リ
ン

グ
マ
シ
ン
が
始
動
さ
れ
る
と
と

も
に
、
事
業
の
安
全
が
祈
願
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、南
下
区
を
皮
切
り
に
、

平
岡
駅
周
辺
の
広
い
範
囲
で
工

事
が
随
時
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
ま
た
、
中
井
侍
区
に
お
い
て

も
、
引
き
続
き
調
査
が
実
施
さ

れ
る
見
込
み
で
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

村営バス神原線（平岡郵便局～大河内）

広域バス平岡線（平岡～和田）

乗合タクシー平岡線（平岡～和田）

村
営
バ
ス
等
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
運
行
に
つ
い
て

4/29 4/30 5/1 5/2 5/3 5/4 5/5 5/6
（木・祝）（金）（土）（日）（月・祝）（火・祝）（水・祝）（木）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常運行

× 〇 × × × × × 〇

運休 通常運行 運休 通常運行

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

土日祝ダイヤ 平日ダイヤ 平日ダイヤ土日祝ダイヤ



（27）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（４）2021年４月27日

■自主財源　25.9%
　52,669万円
■依存財源　74.1%
　151,331万円

20億4,000万円前年比3.5％減の

令和３年度一般会計当初予算

令和3年度のおもな事業

特　別　会　計

令和３年度の一般会計及び特別会計の当初予算が３月定例議会で承認されました。
一般会計では、歳入・歳出総額が20億4,000万円となり、前年度比3.5％減となりました。

歳入

村　税
18,835　9.2%

その他
6,178　3.0%

地方交付税
89,030
43.7%

県支出金
13,938
6.7%

村債
36,780
18.1%

繰入金 23,720　11.7%

国庫支出金
5,405　2.6%

使用料及び手数料
　3,553　1.7%

諸収入 2,928　1.5%

その他 3,633　1.8%

前年差

△32万円

△2,870万円

△1,166万円

7,324万円

△9,940万円

予算額

1億8,835万円

8億9,030万円

1億9,342万円

2億3,720万円

3億6,780万円

歳出項目

村 税

地方交付税

国・県支出金

繰 入 金

村 債

前年比

99.8%

96.9%

94.3%

144.7%

78.7%

歳入についての説明

みなさんから村に納めていただく税金の総額です。

国に納められた税の再分配や、過去に借り入れた起債
（借金）の償還金に対する補てんも含まれています。
定められた事業に対し、国や県から交付される補助金
や委託金です。
今まで積み立てていた基金（貯金）をさまざまな目的のために取り崩し、
一般会計に繰り入れます。村の借金の繰上償還（返済）などに活用します。
道路整備などの財源として国から借り入れる借金です。ただしのちに国から交付税措置が
受けられる起債（辺地・過疎対策事業債）など村の財政面で有利なものを借り入れます。

おもな事業名
【新】公共施設等Wi-Fi設備設置工事
【新】公共施設等総合管理計画改定委託料
【新】天龍村議会議員一般選挙費
サポカー補助金
【新】新型コロナウイルスワクチン接種事業
【新】国民健康保険診療所特別会計繰出金
【新】村単農業用施設修繕工事
【新】林道本山線改良事業
有害鳥獣駆除等補助金
森林経営管理制度推進事業等業務委託料
【新】JR跨線橋定期点検協議資料作成委託料
【新】和知野川キャンプ場凍結防止対策工事
村道改良事業
【新】駅前活性化住宅建設
【新】ICT支援員委託料
【新】総合体育施設実施設計委託料
【新】小学校プール・体育館解体工事
地すべり災予備調査

事業費
192万円
290万円
778万円
10万円

1,539万円
2,672万円
77万円

1,774万円
580万円
513万円
125万円
107万円
7,600万円

2億1,759万円
554万円
1,375万円
3,400万円
708万円

事業内容
新たに光回線が整備される地域の公共施設へ公衆無線Wi-Fi機器を設置します。
村公共施設等の管理計画を個別施設計画を反映させたものに改定するための費用です。
4月30日の任期満了に伴う村議会議員一般選挙にかかる費用です。
満65歳以上の方に対して、サポート車の購入及び抑制装置の後付け費用を補助します。
4月以降から順次、全村民を対象に新型コロナウイルスワクチン接種を行います。
今年度新たに常勤の医師をお迎えし、天龍村国保診療所として診療を開始します。
農道川島線および梨畑線の修繕工事を行います。
林道本山線の法面改良工事にかかる費用です。
シカ、イノシシ、サルなどの有害鳥獣駆除に対する補助金を交付します。
森林経営の効率化や管理の適正化を図るための調査を実施します。
JR平岡駅構内にある跨線人道橋の点検計画やJRとの協議資料の作成にかかる費用です。
通年営業開始に向けて、キャンプ場内の水道凍結防止対策工事を実施します。
主に峠山線、合戸線（ともに拡幅改良）、大久那線（舗装）、天竜川線（法面防災）にかかる費用です。
旧満島ホテル跡地に新たに建設予定の住宅にかかる設計監理等委託料および工事費です。
小中学校にICT支援員を配置し、タブレット端末を活用した授業づくり等を支援します。
総合体育施設建設に向けた実施設計の委託にかかる費用です。
総合体育施設建設に向け、解体工事を実施します。
向方地区における地すべり調査解析にかかる費用です。

国 民 健 康 保 険

村 営 水 道

村 営 下 水 道 事 業

介 護 保 険

後期高齢者医療保険

国民健康保険診療所

1億2,535万円

7,544万円

5,601万円

2億1,471万円

3,043万円

5,438万円

し
ま
す
。
改
定
は
令
和
３
年
４

月
の
検
針
分
よ
り
適
用
し
ま
す

の
で
、
６
月
分
の
請
求
以
降
が

対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
詳
し
く
は
、
役
場
建
設
課
環

ま
で
境
水
道
係
☎
32
‐
１
０
２

２
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
以
前
よ
り
プ
ラ
ゴ
ミ
用
の
袋

に
可
燃
ゴ
ミ
な
ど
が
入
っ
て
い

る
「
誤
投
入
」
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
、
出
し
た
方
へ
の
お
知

ら
せ
と
し
て
ス
テ
ッ
カ
ー
を
製

作
し
ま
し
た
。

　
収
集
日
に
誤
投
入
を
確
認
し

た
袋
は
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
、

そ
の
場
へ
残
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
場
合
は
速
や
か
に
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
、
中
身
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ゴ
ミ
の
分
別
方
法
に
つ
い
て

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
建
設
課
環
境
水
道
係

　
☎
32
‒１
０
２
２

（単位：万円）

〇
平
岡
地
区
を
除
く
村
内
で
浄

化
槽
を
管
理
す
る
方
へ
、
法
定

検
査
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
金
は
浄
化
槽
１
基
あ
た
り

５
０
０
０
円
で
、
役
場
及
び
南

支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
検

査
料
の
領
収
書
を
添
付
し
、
役

場
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〇
ま
た
、
下
水
道
に
つ
い
て
も

同
じ
生
活
排
水
の
観
点
か
ら
、

使
用
料
を
現
行
の
月
額
２
０
０

０
円
か
ら
１
６
０
０
円
に
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

浄
化
槽
法
定
点
検
の
助
成

下
水
道
使
用
料
の
改
定

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

ゴ
ミ
の
誤
投
入
を
ス
テ
ッ
カ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

令和３年４月分から

上水道料金のが通常料金に戻ります
　昨今のコロナ禍に対する支援の一環として、令和２年８月分から令和３年３月分までの間に限り、上
水道の基本料金を減免させていただきましたが、４月の検針分より通常料金に戻りますので、ご了承く
ださい。

水道料金（２ヶ月分、消費税込み）

ご不明な点は建設課　環境水道係（☎32-1022）まで
お問い合わせください

10㎥まで
口径 現　行 通常

令和３年４月から

一般家庭用 13㎜ 2,000円 　4,000円

事業所等用

20㎜ 2,700円 　5,400円

25㎜ 3,200円 　6,400円

30㎜ 4,000円 　8,000円

40㎜ 5,000円 10,000円

50㎜ 6,300円 12,600円

75㎜ 9,300円 18,600円

◎基本料金

➡

　
村
で
は
、
自
治
会
活
動

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

地
区
活
動
に
お
け
る
事
故

や
ケ
ガ
な
ど
に
対
し
、
お

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
総
務
課
　
総
務
情
報
係

自
治
会
活
動
保
険

（29）広 報　天　　龍 2021年４月27日 広 報　天　　龍（28）2021年４月27日

◇
　
〃
　
　
　
　
小
木
曽
　
啓

◇
第
二
分
団
長
　
伊
藤
　
祐
介

◇
副
分
団
長
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
　
〃
　
　
　
　
服
部
　
誠
司

◇
女
性
班
長
　
　
玉
置
　
唯
乃

◇
副
班
長
　
　
　
長
田
み
ゆ
き

　
県
の
交

流
職
員
と

し
て
天
龍

村
に
参
り

ま
し
た
、

渡
邊
希
と
申
し
ま
す
。

　
カ
ン
ザ
ク
ラ
や
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
、
茶
畑
な
ど
自
然
豊
か
で
美

し
い
天
龍
村
に
住
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
派

遣
と
な
り
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
天
龍
村
で
の
生

活
を
通
じ
、
更
な
る
魅
力
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
中

で
学
び
な
が
ら
、
村
の
職
員
と

し
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
伊
藤
美
佐
子
（
校
　
長
）

◇
梅
村
　
佳
子
（
１
年
担
任
）

◇
山
﨑
　
杏
菜
（
養
　
護
）

◇
小
倉
　
瑞
貴
（
栄
養
士
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
保
科
　
公
幸
（
教
　
頭
）

◇
渡
邉
　
康
平
（
２
年
担
任
）

◇
遠
山
　
奈
菜

（
小
・
中
音
楽
兼
務
）

◇
吉
沢
　
　
周（
１
年
副
担
任
）

　
２
０
２
１
年
度
天
龍
村
消
防

団
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
副
団
長
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
本
部
長
　
　
　
山
﨑
　
英
琢

◇
機
関
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
喇
叭
長
兼
救
護
長

　
　
　
　
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
旗
手
　
　
　
　
村
澤
　
節
朗

◇
第
一
分
団
長
　
宮
澤
　
真
行

◇
副
分
団
長
　
　
鈴
木
　
竜
彦

（
人
事
異
動
）※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

渡 

邊

　希
（
わ
た
な
べ 

の
ぞ
み
）

２
０
２
１
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

　
平
成
29
年
度
に
「
世
界
の
ア

ス
リ
ー
ト
に
天
龍
村
の
木
材
で

手
づ
く
り
し
た
ハ
ン
ガ
ー
を
届

け
た
い
」
と
の
中
学
生
の
自
発

的
な
発
案
で
立
ち
上
げ
た
手
作

り
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
を
、「
村
民
を
挙
げ
て
応

援
し
よ
う
」
と
有
志
に
声
を
掛

け
発
足
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
製
作
会
を
設
け
る
な
ど
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
長
野
県
ふ
る

さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
の
県
森

林
組
合
連
合
会
長
賞
を
天
龍
村

ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営

委
員
会
が
受
賞
し
、
令
和
３
年

３
月
１
日
㈪
に
は
、
長
野
県
森

林
組
合
連
合
会
の
林
和
弘
副
会

長
よ
り
運
営
委
員
会
の
宮
澤
弘

明
委
員
長
が
賞
状
の
伝
達
を
受

け
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
関
し
ま
し
て

は
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
無
け
れ
ば
成
し
え
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
天
龍
村
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会

「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞

　
　県
森
林
組
合
連
合
会
長
賞
」
受
賞

　
１
月
25
日
㈪
に
第
３
回
、

３
月
23
日
㈫
に
第
４
回
目
と

な
る
天
龍
村
総
合
教
育
会
議

を
な
ん
で
も
館
で
開
催
し
、

平
成
28
年
４
月
に
策
定
し
た

「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
を
見

直
し
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
始

ま
る
新
た
な
大

綱
の
策
定
に
関

す
る
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
会
議
に
際
し
、

冒
頭
村
長
よ
り
、

教
育
大
綱
は
文

科
省
か
ら
の
通

達
に
よ
り
、
４

年
か
ら
５
年
を

対
象
期
間
と
さ

れ
て
お
り
、
４
年
に
一
度
の

村
長
選
挙
を
終
え
た
後
の
最

初
の
年
度
か
ら
新
た
な
大
綱

が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
現

大
綱
の
見
直
し
を
行
い
た
い

こ
と
か
ら
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
、
村
長
部
局
と
教

育
委
員
会
が
意
思
疎
通
を
図

り
、
十
分
に
協
議
を
重
ね
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
あ
い
さ
つ

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
長
か
ら
、
新
た

な
教
育
大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
始
ま

る「
第
６
次
天
龍
村
総
合
計
画
」

と
の
整
合
性
を
図
る
中
で
、
教

育
に
関
す
る
基
本
方
針
を
「
誇

り
を
育
み
多
様
性
を
尊
重
す
る

人
材
育
成
」
と
し

て
、
教
育
現
場
が

抱
え
る
課
題
や
少

子
化
の
進
展
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
克

服
す
べ
き
事
項
に

対
応
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
成
果
を

目
指
し
て
い
く
た

め
の
施
策
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
掲
げ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
「
天
龍
村
教
育
大
綱
」

の
対
象
期
間
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
４
年

間
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
村
で
は
令
和
元
年
７
月
に

「
産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

「
農
産
物
継
承
」、「
森
林
資
源

活
用
」、「
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
の
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
全
職
員
で
行
政
主
導
の
振

興
策
な
ど
の
仕
組
み
を
考
え
る

研
究
を
し
て
お
り
、
昨
年
の
３

月
2
5
日
に
中
間
報
告
会
を
開

催
し
、
本
年
３
月
2
4
日
㈬
に

は
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
今
ま
で

の
行
っ
て
き
た
活
動
内
容
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
発
表

さ
れ
た
概
略
は
次
の
と
お
り
で

す
。

代
表
報
告
者

　松
澤 

一
生

　
中
井
侍
茶
、
て
い
ざ
な
す
の

２
つ
の
生
産
者
組
合
と
連
携
し

各
種
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

一
番
の
課
題
と
な
る
後
継
者
対

策
に
つ
い
て
、
身
内
等
か
ら
後

継
者
を
探
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
検
討
結
果
か
ら
、
今
後

は
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
農

地
斡
旋
の
行
う
こ
と
で
、
各
農

作
物
の
生
産
量
を
維
持
で
き
る

よ
う
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

代
表
報
告
者

　宮
澤 

寿
幸

　
２
年
目
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
１
年
目
に
引
き
続
き
、

林
業
従
事
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
、
公
共
施
設
へ
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
設
置
に
向
け
た
研
究
を
重

ね
ま
し
た
。
今
後
も
村
内
で
の

薪
㈭
の
循
環
を
目
指
し
、「
生

産
活
動
の
推
進
」
と
「
需
要
の

創
出
」
の
２
つ
の
観
点
か
ら
森

林
資
源
の
活
用
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

代
表
報
告
者

　森

　祐
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
往
来
が
難
し
い
中
、

メ
ン
バ
ー
で
村
内
の
観
光
資
源

を
体
験
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
）
の
配
信
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
定
期

的
な
更
新
と
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ

ア
ー
を
立
案
し
、
コ
ロ
ナ
後
に

農
産
物
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

天
龍
村
に
来
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
土
台
づ
く
り

を
実
施
し
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
報
告
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
活
動
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
次
年
度
も
活
動
を
継
続
す

る
中
で
、
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
教
育
会
議

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

　
図
書
館
に
新
た
に
本
が
入
り

ま
し
た
。一

般
購
入
図
書

◇
幼
児
向
け

・
り
ゆ
う
が
あ
り
ま
す

・
ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た

・
ま
ほ
う
の
絵
本
屋
さ
ん

◇
児
童
向
け

・
先
生
、
し
ゅ
く
だ
い
わ
す
れ

ま
し
た

・
イ
ッ
カ
ボ
ッ
グ

・
か
ら
く
り
夢
時
計

◇
一
般
向
け

・
推
し
、
燃
ゆ

・
心
寂
し
川

・
ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
購
入
図
書

◇
幼
児
向
け

・
ぜ
っ
た
い
に
お
し
ち
ゃ
ダ

メ
？

・
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
V
S
に
せ
パ

ン
ど
ろ
ぼ
う

◇
児
童
向
け

・
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂

・
チ
ビ
虫
マ
ー
ビ
ン
は
天
才
画

家
◇
一
般
向
け

・
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ

・
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口

・
長
野
の
ト
リ
セ
ツ

寄
贈
図
書

・
わ
ら
草
履

・
須
原
隆
彦
歌
集
白
森

　
ご
紹
介
し
た
図
書
は
一
部
で

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ

て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
読
ん
で

み
た
い
本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

◎
天
龍
村
図
書
館

　
　
☎
32
‐
３
２
０
６
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◇
　
〃
　
　
　
　
小
木
曽
　
啓

◇
第
二
分
団
長
　
伊
藤
　
祐
介

◇
副
分
団
長
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
　
〃
　
　
　
　
服
部
　
誠
司

◇
女
性
班
長
　
　
玉
置
　
唯
乃

◇
副
班
長
　
　
　
長
田
み
ゆ
き

　
県
の
交

流
職
員
と

し
て
天
龍

村
に
参
り

ま
し
た
、

渡
邊
希
と
申
し
ま
す
。

　
カ
ン
ザ
ク
ラ
や
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
、
茶
畑
な
ど
自
然
豊
か
で
美

し
い
天
龍
村
に
住
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
派

遣
と
な
り
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
天
龍
村
で
の
生

活
を
通
じ
、
更
な
る
魅
力
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
中

で
学
び
な
が
ら
、
村
の
職
員
と

し
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
伊
藤
美
佐
子
（
校
　
長
）

◇
梅
村
　
佳
子
（
１
年
担
任
）

◇
山
﨑
　
杏
菜
（
養
　
護
）

◇
小
倉
　
瑞
貴
（
栄
養
士
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
保
科
　
公
幸
（
教
　
頭
）

◇
渡
邉
　
康
平
（
２
年
担
任
）

◇
遠
山
　
奈
菜

（
小
・
中
音
楽
兼
務
）

◇
吉
沢
　
　
周（
１
年
副
担
任
）

　
２
０
２
１
年
度
天
龍
村
消
防

団
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
副
団
長
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
本
部
長
　
　
　
山
﨑
　
英
琢

◇
機
関
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
喇
叭
長
兼
救
護
長

　
　
　
　
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
旗
手
　
　
　
　
村
澤
　
節
朗

◇
第
一
分
団
長
　
宮
澤
　
真
行

◇
副
分
団
長
　
　
鈴
木
　
竜
彦

（
人
事
異
動
）※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

渡 

邊

　希
（
わ
た
な
べ 

の
ぞ
み
）

２
０
２
１
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

　
平
成
29
年
度
に
「
世
界
の
ア

ス
リ
ー
ト
に
天
龍
村
の
木
材
で

手
づ
く
り
し
た
ハ
ン
ガ
ー
を
届

け
た
い
」
と
の
中
学
生
の
自
発

的
な
発
案
で
立
ち
上
げ
た
手
作

り
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
を
、「
村
民
を
挙
げ
て
応

援
し
よ
う
」
と
有
志
に
声
を
掛

け
発
足
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
製
作
会
を
設
け
る
な
ど
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
長
野
県
ふ
る

さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
の
県
森

林
組
合
連
合
会
長
賞
を
天
龍
村

ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営

委
員
会
が
受
賞
し
、
令
和
３
年

３
月
１
日
㈪
に
は
、
長
野
県
森

林
組
合
連
合
会
の
林
和
弘
副
会

長
よ
り
運
営
委
員
会
の
宮
澤
弘

明
委
員
長
が
賞
状
の
伝
達
を
受

け
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
関
し
ま
し
て

は
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
無
け
れ
ば
成
し
え
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
天
龍
村
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会

「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞

　
　県
森
林
組
合
連
合
会
長
賞
」
受
賞

　
１
月
25
日
㈪
に
第
３
回
、

３
月
23
日
㈫
に
第
４
回
目
と

な
る
天
龍
村
総
合
教
育
会
議

を
な
ん
で
も
館
で
開
催
し
、

平
成
28
年
４
月
に
策
定
し
た

「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
を
見

直
し
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
始

ま
る
新
た
な
大

綱
の
策
定
に
関

す
る
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
会
議
に
際
し
、

冒
頭
村
長
よ
り
、

教
育
大
綱
は
文

科
省
か
ら
の
通

達
に
よ
り
、
４

年
か
ら
５
年
を

対
象
期
間
と
さ

れ
て
お
り
、
４
年
に
一
度
の

村
長
選
挙
を
終
え
た
後
の
最

初
の
年
度
か
ら
新
た
な
大
綱

が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
現

大
綱
の
見
直
し
を
行
い
た
い

こ
と
か
ら
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
、
村
長
部
局
と
教

育
委
員
会
が
意
思
疎
通
を
図

り
、
十
分
に
協
議
を
重
ね
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
あ
い
さ
つ

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
長
か
ら
、
新
た

な
教
育
大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
始
ま

る「
第
６
次
天
龍
村
総
合
計
画
」

と
の
整
合
性
を
図
る
中
で
、
教

育
に
関
す
る
基
本
方
針
を
「
誇

り
を
育
み
多
様
性
を
尊
重
す
る

人
材
育
成
」
と
し

て
、
教
育
現
場
が

抱
え
る
課
題
や
少

子
化
の
進
展
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
克

服
す
べ
き
事
項
に

対
応
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
成
果
を

目
指
し
て
い
く
た

め
の
施
策
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
掲
げ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
「
天
龍
村
教
育
大
綱
」

の
対
象
期
間
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
４
年

間
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
村
で
は
令
和
元
年
７
月
に

「
産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

「
農
産
物
継
承
」、「
森
林
資
源

活
用
」、「
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
の
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
全
職
員
で
行
政
主
導
の
振

興
策
な
ど
の
仕
組
み
を
考
え
る

研
究
を
し
て
お
り
、
昨
年
の
３

月
2
5
日
に
中
間
報
告
会
を
開

催
し
、
本
年
３
月
2
4
日
㈬
に

は
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
今
ま
で

の
行
っ
て
き
た
活
動
内
容
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
発
表

さ
れ
た
概
略
は
次
の
と
お
り
で

す
。

代
表
報
告
者

　松
澤 

一
生

　
中
井
侍
茶
、
て
い
ざ
な
す
の

２
つ
の
生
産
者
組
合
と
連
携
し

各
種
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

一
番
の
課
題
と
な
る
後
継
者
対

策
に
つ
い
て
、
身
内
等
か
ら
後

継
者
を
探
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
検
討
結
果
か
ら
、
今
後

は
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
農

地
斡
旋
の
行
う
こ
と
で
、
各
農

作
物
の
生
産
量
を
維
持
で
き
る

よ
う
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

代
表
報
告
者

　宮
澤 

寿
幸

　
２
年
目
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
１
年
目
に
引
き
続
き
、

林
業
従
事
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
、
公
共
施
設
へ
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
設
置
に
向
け
た
研
究
を
重

ね
ま
し
た
。
今
後
も
村
内
で
の

薪
㈭
の
循
環
を
目
指
し
、「
生

産
活
動
の
推
進
」
と
「
需
要
の

創
出
」
の
２
つ
の
観
点
か
ら
森

林
資
源
の
活
用
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

代
表
報
告
者

　森

　祐
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
往
来
が
難
し
い
中
、

メ
ン
バ
ー
で
村
内
の
観
光
資
源

を
体
験
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
）
の
配
信
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
定
期

的
な
更
新
と
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ

ア
ー
を
立
案
し
、
コ
ロ
ナ
後
に

農
産
物
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

天
龍
村
に
来
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
土
台
づ
く
り

を
実
施
し
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
報
告
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
活
動
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
次
年
度
も
活
動
を
継
続
す

る
中
で
、
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
教
育
会
議

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

　
図
書
館
に
新
た
に
本
が
入
り

ま
し
た
。一

般
購
入
図
書

◇
幼
児
向
け

・
り
ゆ
う
が
あ
り
ま
す

・
ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た

・
ま
ほ
う
の
絵
本
屋
さ
ん

◇
児
童
向
け

・
先
生
、
し
ゅ
く
だ
い
わ
す
れ

ま
し
た

・
イ
ッ
カ
ボ
ッ
グ

・
か
ら
く
り
夢
時
計

◇
一
般
向
け

・
推
し
、
燃
ゆ

・
心
寂
し
川

・
ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
購
入
図
書

◇
幼
児
向
け

・
ぜ
っ
た
い
に
お
し
ち
ゃ
ダ

メ
？

・
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
V
S
に
せ
パ

ン
ど
ろ
ぼ
う

◇
児
童
向
け

・
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂

・
チ
ビ
虫
マ
ー
ビ
ン
は
天
才
画

家
◇
一
般
向
け

・
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ

・
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
公
園
口

・
長
野
の
ト
リ
セ
ツ

寄
贈
図
書

・
わ
ら
草
履

・
須
原
隆
彦
歌
集
白
森

　
ご
紹
介
し
た
図
書
は
一
部
で

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
本
が
入
っ

て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
図
書
館
で
は
読
ん
で

み
た
い
本
、
観
て
み
た
い
Ｄ
Ｖ

Ｄ
等
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

◎
天
龍
村
図
書
館

　
　
☎
32
‐
３
２
０
６
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◇
　
〃
　
　
　
　
小
木
曽
　
啓

◇
第
二
分
団
長
　
伊
藤
　
祐
介

◇
副
分
団
長
　
　
内
藤
　
孝
雄

◇
　
〃
　
　
　
　
服
部
　
誠
司

◇
女
性
班
長
　
　
玉
置
　
唯
乃

◇
副
班
長
　
　
　
長
田
み
ゆ
き

　
県
の
交

流
職
員
と

し
て
天
龍

村
に
参
り

ま
し
た
、

渡
邊
希
と
申
し
ま
す
。

　
カ
ン
ザ
ク
ラ
や
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
、
茶
畑
な
ど
自
然
豊
か
で
美

し
い
天
龍
村
に
住
ん
で
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
派

遣
と
な
り
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
天
龍
村
で
の
生

活
を
通
じ
、
更
な
る
魅
力
を
見

つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
に

教
え
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
中

で
学
び
な
が
ら
、
村
の
職
員
と

し
て
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
の
異
動
に
よ

り
、
次
の
先
生
方
が
村
内
の
小

中
学
校
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈
天
龍
小
学
校
〉

◇
伊
藤
美
佐
子
（
校
　
長
）

◇
梅
村
　
佳
子
（
１
年
担
任
）

◇
山
﨑
　
杏
菜
（
養
　
護
）

◇
小
倉
　
瑞
貴
（
栄
養
士
）

〈
天
龍
中
学
校
〉

◇
保
科
　
公
幸
（
教
　
頭
）

◇
渡
邉
　
康
平
（
２
年
担
任
）

◇
遠
山
　
奈
菜

（
小
・
中
音
楽
兼
務
）

◇
吉
沢
　
　
周（
１
年
副
担
任
）

　
２
０
２
１
年
度
天
龍
村
消
防

団
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
団
　
長
　
　
　
大
平
　
崇
史

◇
副
団
長
　
　
　
上
野
　
洋
平

◇
本
部
長
　
　
　
山
﨑
　
英
琢

◇
機
関
長
　
　
　
恩
澤
　
　
知

◇
喇
叭
長
兼
救
護
長

　
　
　
　
　
　
　
橋
爪
　
　
貴

◇
旗
手
　
　
　
　
村
澤
　
節
朗

◇
第
一
分
団
長
　
宮
澤
　
真
行

◇
副
分
団
長
　
　
鈴
木
　
竜
彦

（
人
事
異
動
）※
敬
称
略

お
世
話
に
な
り
ま
す

渡 

邊

　希
（
わ
た
な
べ 

の
ぞ
み
）

２
０
２
１
年
度

交
流
職
員
あ
い
さ
つ

　
平
成
29
年
度
に
「
世
界
の
ア

ス
リ
ー
ト
に
天
龍
村
の
木
材
で

手
づ
く
り
し
た
ハ
ン
ガ
ー
を
届

け
た
い
」
と
の
中
学
生
の
自
発

的
な
発
案
で
立
ち
上
げ
た
手
作

り
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

活
動
を
、「
村
民
を
挙
げ
て
応

援
し
よ
う
」
と
有
志
に
声
を
掛

け
発
足
し
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
誰
も
が
参
加
で
き

る
製
作
会
を
設
け
る
な
ど
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、
長
野
県
ふ
る

さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞
の
県
森

林
組
合
連
合
会
長
賞
を
天
龍
村

ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営

委
員
会
が
受
賞
し
、
令
和
３
年

３
月
１
日
㈪
に
は
、
長
野
県
森

林
組
合
連
合
会
の
林
和
弘
副
会

長
よ
り
運
営
委
員
会
の
宮
澤
弘

明
委
員
長
が
賞
状
の
伝
達
を
受

け
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
関
し
ま
し
て

は
、
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
無
け
れ
ば
成
し
え
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。

　
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
天
龍
村
ハ
ン
ガ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
委
員
会

「
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
林
づ
く
り
賞

　
　県
森
林
組
合
連
合
会
長
賞
」
受
賞

　
１
月
25
日
㈪
に
第
３
回
、

３
月
23
日
㈫
に
第
４
回
目
と

な
る
天
龍
村
総
合
教
育
会
議

を
な
ん
で
も
館
で
開
催
し
、

平
成
28
年
４
月
に
策
定
し
た

「
天
龍
村
教
育
大
綱
」
を
見

直
し
、
令
和
３

年
４
月
か
ら
始

ま
る
新
た
な
大

綱
の
策
定
に
関

す
る
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　
会
議
に
際
し
、

冒
頭
村
長
よ
り
、

教
育
大
綱
は
文

科
省
か
ら
の
通

達
に
よ
り
、
４

年
か
ら
５
年
を

対
象
期
間
と
さ

れ
て
お
り
、
４
年
に
一
度
の

村
長
選
挙
を
終
え
た
後
の
最

初
の
年
度
か
ら
新
た
な
大
綱

が
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
現

大
綱
の
見
直
し
を
行
い
た
い

こ
と
か
ら
、
総
合
教
育
会
議

に
お
い
て
、
村
長
部
局
と
教

育
委
員
会
が
意
思
疎
通
を
図

り
、
十
分
に
協
議
を
重
ね
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
あ
い
さ
つ

が
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
長
か
ら
、
新
た

な
教
育
大
綱
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
始
ま

る「
第
６
次
天
龍
村
総
合
計
画
」

と
の
整
合
性
を
図
る
中
で
、
教

育
に
関
す
る
基
本
方
針
を
「
誇

り
を
育
み
多
様
性
を
尊
重
す
る

人
材
育
成
」
と
し

て
、
教
育
現
場
が

抱
え
る
課
題
や
少

子
化
の
進
展
な
ど
、

将
来
に
わ
た
り
克

服
す
べ
き
事
項
に

対
応
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
成
果
を

目
指
し
て
い
く
た

め
の
施
策
を
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
掲
げ
て
進
め

て
い
き
た
い
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
「
天
龍
村
教
育
大
綱
」

の
対
象
期
間
は
、
令
和
３
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
４
年

間
と
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
村
で
は
令
和
元
年
７
月
に

「
産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ

「
農
産
物
継
承
」、「
森
林
資
源

活
用
」、「
観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
の
３
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
、
全
職
員
で
行
政
主
導
の
振

興
策
な
ど
の
仕
組
み
を
考
え
る

研
究
を
し
て
お
り
、
昨
年
の
３

月
2
5
日
に
中
間
報
告
会
を
開

催
し
、
本
年
３
月
2
4
日
㈬
に

は
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
今
ま
で

の
行
っ
て
き
た
活
動
内
容
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
発
表

さ
れ
た
概
略
は
次
の
と
お
り
で

す
。

代
表
報
告
者

　松
澤 

一
生

　
中
井
侍
茶
、
て
い
ざ
な
す
の

２
つ
の
生
産
者
組
合
と
連
携
し

各
種
問
題
に
つ
い
て
の
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

一
番
の
課
題
と
な
る
後
継
者
対

策
に
つ
い
て
、
身
内
等
か
ら
後

継
者
を
探
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
と
の
検
討
結
果
か
ら
、
今
後

は
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
や
農

地
斡
旋
の
行
う
こ
と
で
、
各
農

作
物
の
生
産
量
を
維
持
で
き
る

よ
う
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

代
表
報
告
者

　宮
澤 

寿
幸

　
２
年
目
の
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
１
年
目
に
引
き
続
き
、

林
業
従
事
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
、
公
共
施
設
へ
の
薪
ボ
イ

ラ
ー
設
置
に
向
け
た
研
究
を
重

ね
ま
し
た
。
今
後
も
村
内
で
の

薪
㈭
の
循
環
を
目
指
し
、「
生

産
活
動
の
推
進
」
と
「
需
要
の

創
出
」
の
２
つ
の
観
点
か
ら
森

林
資
源
の
活
用
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

代
表
報
告
者

　森

　祐
二

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
往
来
が
難
し
い
中
、

メ
ン
バ
ー
で
村
内
の
観
光
資
源

を
体
験
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
）
の
配
信
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
定
期

的
な
更
新
と
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ

ア
ー
を
立
案
し
、
コ
ロ
ナ
後
に

農
産
物
継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

森
林
資
源
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

観
光
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
業
振
興
に
係
る
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

天
龍
村
に
来
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
土
台
づ
く
り

を
実
施
し
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
報
告
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
活
動
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
課
題
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
次
年
度
も
活
動
を
継
続
す

る
中
で
、
課
題
解
決
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
教
育
会
議

図
書
館
新
着
本
紹
介

図
書
館
新
着
本
紹
介

　
図
書
館
に
新
た
に
本
が
入
り

ま
し
た
。一

般
購
入
図
書

◇
幼
児
向
け

・
り
ゆ
う
が
あ
り
ま
す

・
ラ
ン
ド
セ
ル
が
や
っ
て
き
た

・
ま
ほ
う
の
絵
本
屋
さ
ん

◇
児
童
向
け

・
先
生
、
し
ゅ
く
だ
い
わ
す
れ

ま
し
た

・
イ
ッ
カ
ボ
ッ
グ

・
か
ら
く
り
夢
時
計

◇
一
般
向
け

・
推
し
、
燃
ゆ

・
心
寂
し
川

・
ラ
イ
オ
ン
の
お
や
つ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
購
入
図
書

◇
幼
児
向
け

・
ぜ
っ
た
い
に
お
し
ち
ゃ
ダ

メ
？

・
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
V
S
に
せ
パ

ン
ど
ろ
ぼ
う

◇
児
童
向
け

・
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂

・
チ
ビ
虫
マ
ー
ビ
ン
は
天
才
画

家
◇
一
般
向
け

・
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
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私たちの村
－４月１日現在－
人口 1,193 人

男 567 人 女 626 人
世帯数 670 世帯

2021年4月27日

祝
入園入

学

４月５日、新しいお友達３名を迎えて全園児
15名で元気よく新年度がスタートしました。よ
く食べ、よく寝て、よく遊び心も身体も大きく
なります。
村民の皆様には昨年度同様お世話になります
が、よろしくお願いいたします。

４月６日㈫、令和３年度天龍小学校並びに天龍中学校の入学式が行われました。新型コロナウイル
ス感染症の影響で時間の短縮など制限のある中でしたが、春の陽気にも包まれ、とても温かい式にな
りました。　　
今年度の新入生は小学校、女子４名、中学校は男子３名です。小学生は期待を胸に元気いっぱいの姿、
中学生は新しい制服に身を包み少し大人になった姿、それぞれ今後の成長が非常に楽しみです。これ
からも地域一体となって子どもたちの成長を見守っていきましょう。
また、入学式の後には、村長より児童生徒一人一人に入学祝金と、小学一年生にはシャクナゲが贈
呈されました。

天龍中学校祝い金贈呈天龍中学校入学式

天龍小学校入学式 天龍小学校祝い金贈呈
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